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Prologue







『本当に、よろしいのですね？　後こう悔かい、なさいませんね？』

　慎しん重ちように念を押おすように、フェリシアが訊きいてくる。

　空にはオレンジのような楕だ円えんを描えがいた月が輝かがやいている。夜中、さらに田舎いなかということもあって、通りには人の姿はない。

　美み月つきのスマートフォンを耳に当てつつ、勇ゆう斗とはフェリシアの問いを噛かみ締しめるように空を仰あおぎ、瞑めい目もくする。

　いくつもの想おもい出でが脳のう裏りに浮うかんでは、消えていく。

　決して、日本が嫌きらいになったわけではない。愛着もある。未練もある。一四年間、自分を育はぐくんでくれた土地なのだから。

　それでも――

　ゆっくりと勇斗は目ま蓋ぶたを開く。目の前には、幼おさな馴な染じみの少女がいて、うんと力強く頷うなずいてくれる。

　彼かの女じよがそばにいてくれるなら、そして大切な家族を護まもるためなら、わずかの迷いもない。

「ああ、もう一度、俺おれを召しよう喚かんしろ、フェリシア。俺はこれからもお前らと生きていく」

『……あ、あ、ありがとう……ございます……お兄様、うっ、うう……』

　よほど嬉うれしかったらしい、感かん極きわまって嗚お咽えつ混じりの声で礼を述べるフェリシア。

　口では確かに勇斗の意志を尊重すると言ってはいたが、そしてそれは決して偽いつわりでもないのだろうが、やはりできうるなら勇斗に戻もどってきて欲ほしいと想っていたのは疑いない。

　彼女はまだ勇斗が何も出来ない役立たずの頃ころから盃さかずきを交かわし、心から勇斗に忠誠を尽つくし想ってくれていた存在なのだから。

　勇斗の口元も、自然と柔やわらかくほころぶ。

「うん。俺もまたお前に逢あえると思うと、素す直なおに嬉しいよ」

『……はい、ぐすっ、わたくしもです。もう二度と……お逢あいできないのではと……』

「これからはずっと一いつ緒しよだ」

『はいっ！　では早さつ速そく、儀ぎ式しきの準備に取とり掛かからせて頂きます』

「あ～、それなんだけどさ。その、美月も連れて行きたいんだけど、できるかな？」







ACT 1







　そっと窓から差し込む陽光に、周す防おう哲てつ仁ひとはゆっくりとその目蓋を開いた。

　板張りの天てん井じようには、木き枠わくに和紙を貼はり付つけた昔ながらの和風電灯がぶら下がっている。むくりと上半身を起き上がらせ部屋を一望するも、衣類やゴミが散乱していて、畳たたみを見ることさえ出来ない惨さん状じようだ。

　妻が生きていた頃は、適当に脱ぬぎ散ちらかしたりしていても、いつも自分が仕事に行っている間に片付けられていた。

　そして、朝、部屋を出れば、美お味いしそうな味み噌そ汁しるの香かおりが鼻び腔こうをくすぐってきたものだ。

　今はもうそんなことは――

「ん？」

　部屋を出るなり、哲仁は思わずくんくんと鼻を鳴らした。微かすかに、だが、確かに、味み噌そと炊たきたての米の香りがした。

　匂においに釣つられるように居間へと向かうと、食しよく卓たくにはご飯に目玉焼き、鮭さけの塩焼きに味噌汁と、日本の朝食の定番ともいうべき品々が並んでいる。

「おう、おはよう親おや父じ。ちょうど今、呼びに行こうと思っていたところだったんだ」

　どこか妻の面おも影かげを残した少年が、ぶっきらぼうに、そしてどこか照れくさそうにそっぽを向いて言う。

　周防勇ゆう斗と――実に三年ほど消息を絶っていた哲仁の一人息むす子こである。

　三年前に比べると、かなり背が伸のびた。

　声も低くなった。

　顔つきも精せい悍かんになり、随ずい分ぶんと大人びて見える。

　すでに何度も顔は合わせているのだが、それでもやはり三年前とのギャップに戸と惑まどいを覚えずにはいられない。

　そんな内心の動どう揺ようを隠かくしつつ、哲仁はいつもの仏ぶつ頂ちよう面づらで料理に眼めを向けつつ問う。

「おはよう。どういう風の吹ふき回まわしだ？」

　言ってから、哲仁は後悔する。

　もう少し言葉の言いようというものがあったような気がする。このせいで、息子に憎にくまれたというのに、性しよう分ぶんというものはなかなか治らない。

　だが、息子は少しだけ不ふ機き嫌げんそうにムッと顔をしかめたものの、会話を打ち切ろうとせず、フンッと鼻を鳴らして言う。

「昨日は世話になったから、な。後、まあ、これまで誤解していたことへの詫わびだよ」

　やはりそっぽを向いて、勇斗。こういうことを照れくさいと感じるのは、案外、哲仁似なのかもしれない。

「ふん。作ってしまったのなら仕方がない。いただくとしよう」

「お、おう」

　二人して、どこかぎこちなく椅い子すに座すわる。

　勇斗も言っているように、昨日の話し合いで二人の間にあったわだかまりは解けるには解けた。

　とは言え、三年近くも離はなれていたのである。何を話せばいいのか、皆かい目もく見当もつかない。

　元々話下手な性分に加え、刀作り一筋で生きてきた、否いや、生きてこれてしまった彼かれは、人付き合いのスキルが極きよく端たんに低い。

　息子のほうから歩み寄ってくれたというのに、なんとも不ふ甲が斐いないと哲仁が自分を責めていると、

「わりい。温ぬるかったな、味み噌そ汁しる。それに味が薄うすいわ。母さんのには遠く及およばねえな」

　赤茶色のお椀わんをすすった後、勇斗が何かを思い出だすように苦く笑しようする。

「……今日が初めてだ。そう簡単に母さんの手て際ぎわに迫せまれるはずもない」

「そうだな。やっぱり母さんすげえわ」

「……ああ」

　やっと素直に肯こう定ていの言葉を口にできて、ほっとすると同時に、妻に感謝する。

　そんな不器用で偏へん屈くつな自分と比べると、勇斗のほうがよっぽど対応が大人に思えた。三年の間に立派に育ったのだな、と感かん慨がい深ぶかいものがある。

　息子の成長に喜びと、そしてその過程を見守れなかったことに、哲仁はいくばくかの寂さびしさを覚える。

　改めて、思う。

「んで、仲直りして早々に悪いんだけど、さ。俺、また行かなくちゃいけないんだ」

　息子はすでに、一人前の男として自分の懐ふところから巣立ってしまったのだ、と。







「多分……もう二度とこの家には帰ってこれない。べ、別に親父のことが嫌いだからとか、そういうんじゃなくて、ちょっと事情のあるところなんだ」

　言って、勇斗は哲仁の顔を真正面から見み据すえる。

　口の中は緊きん張ちようでからからで、テーブルの下で握にぎりしめた拳こぶしはじんわりと汗あせばんでいた。

　このことを伝えるのは、やはりどうにも気が重かった。

　三年音信不通だったこともあり、今朝も多少ぎくしゃくしてこそいるが、別にもう父に対する憎しみは消えていた。

　勇斗が父を恨うらむきっかけとなった母に関する一件が誤解だとわかり、またそれなりにこの三年の間に精神的にも成長したことで、父がただ不器用なだけだということもなんとなくわかった。

　すでに勇斗の中では父へのわだかまりはなく、ちゃんと父親として認めていた。だからこそ、その父を、唯一人の肉親を、この家に独り残していくことに罪悪感があった。

　ずずっと食後のお茶をすすった後、哲仁はふ～っと大きく息をつき、

「……ユグドラシル、だったか」

「っ！　知ってたのか？」

　驚おどろき、慌あわてて問い返す勇斗に、父は苦笑するように肩かたをすくめる。

「美み月つきちゃんから、だいたいのことは教えてもらっていた。定期的に、な。いい娘こだな」

「そうか。ったく美月のやつ、俺に内ない緒しよでそんなことしてやがったのか」

　口調こそ非難するものだったが、勇斗の口元は穏おだやかにほころんでいた。

　まったく自分には過ぎた嫁だ、と改めて思う。

　ユグドラシルにいた頃の自分なら、「そんなことする必要ない！」と妙みような意地を張っていたのは想像に難かたくない。美月もそれをわかっていたから、勇斗にはあえて言わずに、しかし心配しているだろうと哲仁に報告していたのだろう。

　そこまで考えて、ふとあることに気づく。

「携けい帯たい……解約しないで毎月の代金支し払はらってくれて、ありがとな。すげえ助かった」

　心からの感謝とともに、勇斗は頭を下げる。

　少し考えれば、わかることだった。

　そう、本当はかなり前から心のどこかで気づいていたのだ。

　三年間、ずっと勇斗のスマートフォンが通信・通話が可能だったのは、誰だれかが料金を支払ってくれているおかげなことぐらい。

　ただ、認められなくて、気づかないフリをして、ずっと考えないようにしていた。

　だが、今ならそれをしっかりと受け入れることができた。

「単に忘れていただけだ。今のこの家を見ればわかるように、俺はずぼらだからな」

「まっ、そんなこったろうと思ったけどよ、それでもかなり助かったのは本当だから、感謝ぐらいさせてくれや」

「しなくていい。何もしていないのに感謝されるなど薄ら寒さむいわ」

　哲仁はむ～～っと眉まゆをしかめ唇くちびるをへの字にし、いつも以上の仏頂面を作る。一見、機き嫌げんを損そこねているように見えるが、単なる照てれ隠しだろう。

　今いま更さらであるが、なんとなく勇斗にはこの父がどういう人間なのかわかってきた。

　とにかく不器用で、照れ屋で、感情を表に出すことを恥はじと考える、そんないかにも昔むかし気質かたぎの職しよく人にん肌はだの人間だ、ということが。

　まったく面めん倒どうくさい親父だ、と苦笑しつつ、続ける。

「んじゃ、まあ、改めてお願いするわ。これからもあの携帯の料金、悪いけど払はらってくれるか？　これ、前まえ払ばらいしとっからさ」

　勇斗はユグドラシルで使っていた純金製の額当てをそっと差し出す。

　曲がりなりにも《狼おおかみ》の宗主パトリアークの証あかしであり、相応に貴重な品ではあるのだが、背に腹は代えられない。

　現代との通信機能の維い持じは、今後のことも考えると最優先事じ項こうである。

「ただもらうのではなく、ちゃんと対価を払う、か。多少は大人になったようだな」

「それなりにあっちで揉もまれてきたから、な」

「小こ賢ざかしくなりおって。そんなものなくてもそれぐらい出してやるというのに。他人行ぎよう儀ぎな」

「ん？　なんだよ？」

「なんでもない。独り言だ」

　腕うでを組み、ぶすっとした顔でふんと鼻を鳴らして哲仁は言う。勇斗の申し出を承しよう諾だくしながらも、なぜか不機嫌そのものといった体である。

「なんだよ、なんか気に障さわることでもしたか、俺？」

「些さ事じだ。気にするな。そもそもお前は俺なんぞのことより、美月ちゃんへの恩返しをちゃんと考えろ。この三年、さんざん世話になったんだろう？　もう帰ってこないというのならなおさら……」

「ああ、だから連れてくことにした」

「ちゃんと誠意を持ってなぬっ!?」

　くわっと目を剥むき、額にしわを寄せ、哲仁が驚きの声を上げた。

　しかめっ面つらには定評のある哲仁が、ここまで表情を崩くずすのは珍めずらしい。それほど衝しよう撃げきだったのだろう。

　勇斗は追い打ちをかけるように、さらなる爆ばく弾だんを放ほうる。

「そうそう、あと俺、あいつと結けつ婚こんするから」

「な……ななな……っ!?」

　カクーンと顎あごが落ち、言葉を失う哲仁。

　この父がここまで動揺を露あらわにするのを、勇斗はこれまでの人生で初めて見た気がする。

　内心してやったりと思いつつ、続ける。

「まあ、あんな辺へん鄙ぴなとこに付いてきてもらうんだ。ちゃんと責任とらねえと、な」

「い、いや、だ、だからって、そ、そうだ、あちらのご両親の了りよう解かいは得ているのか!?」

　思いっきりどもりつつ、哲仁が問うてくる。

　当然と言えば当然の問いでもある。そして、まさに今、勇斗がどう言おうかと頭を痛めている問題でもあった。

　勇斗はふ～～っと長い吐と息いきをつくとともに、肩をすくめて苦笑する。

「これから、だよ」







「おい、勇斗。美月ちゃんが来てるぞ」

　勇斗が自室でネットを散策していると、哲仁の声が響ひびいてきた。

　時計を見るといつの間にやら時刻は午後四時すぎ、学校が終わった頃ころ合あいだった。集中していると、やはり時間の進みというものは早いらしい。

「ああ、わかってるって。今降りる」

　階下まで届く程度に声を張り上げ、勇斗は部屋を出る。タンタンと階段を降りて玄げん関かんへと向かうと、美月がにこやかに哲仁に笑いかけていた。

「あっ、勇くん」

　勇斗に気づき、美月はぱぁっとさらに華はなやいだ笑え顔がおで呼びかけてくる。

　幼馴染以上恋こい人びと未満だった頃とは違ちがう。今の彼女はすでに勇斗の彼女であり、将来の約束をした婚こん約やく者しやなのだ。目の前に父がいることもあり、少しだけこそばゆい。

「お父さんと仲直りしたんだってね。よかったね」

「ああ、まあ、な。……そういやお前、親父に俺のこと教えてたんだってな？」

「ええっ!?　あ、それは、そのぅ……」

　笑顔から一転、しどろもどろになりあたふたし始める美月。

　勇斗はフッと笑えみをこぼして、ポンと優やさしく美月の頭に手を置く。

「あんがとな」

「あっ……うん！　どういたしまして」

　さっきまで慌てふためいていたのに、またにっこりと美月は満面の笑みを浮かべる。

　本当にころころと表情がよく変わる少女だと思う。
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　見ていて本当になごむ。

「まあ、こんなところで話しててもなんだし、上がれよ」

「うん、おじゃましま～す」

　美月は明るくそう言って靴くつを脱いで玄関を上がり、振ふり返かえって靴を綺き麗れいに揃そろえる。

　こういうあたりはさすがに代々この村落の神事を司つかさどってきた志し百も家やの一人ひとり娘むすめである。育ちの良さがうかがえた。

「あ、あ～、そ、そうだ。やりかけの仕事があったんだった。勇斗、俺は工こう房ぼうのほうに行くんで、その、なんだ、四～五時間は帰らないから」

　突とつ然ぜん、思い出したかのように、哲仁がいかにも棒読みでそんなことを言い出し、そそくさと靴を履はいて出ていこうとする。

　そのあまりにもあからさまな大根役者ぶりに、勇斗は思わず苦虫を噛み潰つぶしたような顔になって声を荒あらげる。

「変な気、回してんじゃねえよ、クソ親父！　そんなつもりで呼んだんじゃねえ！」

「あ、ああ、あうあう」

　美月も哲仁の気き遣づかいの意味を察したようで、顔をトマトのように真っ赤にしている。

　彼女も年とし頃ごろである。やっぱりそういうことに、多少なりとも関心はあるのだろう。

　しかし、今回は本当にそういうつもりで呼んだのではないのだ。

「ユグドラシルに行くにあたって必要なものを相談するだけだ！　へ、変なことなんかしねえからっ！」

　自分に、そして美月に言い聞かせるように、勇斗は叫さけぶ。

　そう、これが今日美月を家に呼んだ理由だった。

　せっかく現代にいるというのに、着の身着のままユグドラシルに戻るというのも芸の無い話である。ユグドラシルでも使えそうな現代文明の利器を持てるだけ持って、万ばん全ぜんの態勢を整えて向かいたいところだった。

　そこでとりあえず、美月と一緒にネットショップで必要なものを物色する算段だったのだが、まったく面倒なことをしてくれたものだった。

　次の満月まで後半月ちょっと、時間は限られている。やらねばならないことは多々あるというのに、変に意識されて作業が滞とどこおっては後々非常に困ることになりかねない。

「ふむ、そうだったか。すまんな、早はや合が点てんして」

「まったくだ……」

　がっくりと両りよう肩かたと落としつつ、勇斗。

　おかげで気まずいことこの上なかった。

「しかし、そういうことならば色々と物入りだろう。少し待っていろ」

　哲仁はくるりと踵きびすを返し、自分の部屋のほうへ行ったかと思うと、すぐに戻ってくる。

「せめてもの詫びだ。好きに使え」

　ポンとぞんざいに勇斗の手元に放られた封ふう筒とうには、見覚えがあった。

　勇斗がまだ現代に戻ってきたばかりの頃、玄関に置かれていたものだ。中には確か二〇万円ほどは入っていたはず。

　あの時はとても受け取る気にはなれなかったし、今回の詫びにしてもあまりに額が大きすぎたが、

「ああ、ありがとな、親父。助かる」

「ん」

　勇斗が封筒を掲かかげて素直に礼を言うと、哲仁はくいっと顎をしゃくり、さっさと部屋に行けと暗に指し示してくる。

　相も変わらず照れ屋で、なんとも不器用な父親であった。







「一〇〇円だってのにすげえ品しな揃ぞろえだなー」

　ズラリと並ぶ商品の数々に、勇斗は思わず感かん嘆たんの吐息を漏らした。

　ここは駅前のデパートの一角にある一〇〇円ショップである。

　一応、最初こそ予定通り、ネットを散策して必要なものを物色していたのだが、どうにも狭せまい部屋で二人っきり、肩がちょっとぶつかるだけでもお互たがいビクッと身体を固まらせる状じよう況きように気まずくなってしまい、

「い、いい天気だし、い、家にこもっててもあれだから今日は外で買い物するか！」

「そ、そうだね！　絶好の買い物日び和よりだし！　……いくじなし」

　という感じで急きゆう遽きよ、お出かけすることになったのだ。

　正直、あのままあの空気の中にいたら、襲おそいかからずにいられる自信がなかった。

　一応、すでに婚約者ではあるのだから問題ないといえばないのだろうが、さすがに告白した翌日に早速、というのは節操がなさすぎる気がする。

　一生を添そい遂とげることにした相手なのだから、出来る限り大事にしたい勇斗だった。

「どう？　ここなら色々安く手に入りそうでしょう？」

　ちょこんと身体をわずかに傾かしげつつ、美月がちょっと得意げに訊いてくる。

　そんな小動物的なところもかわいいと感じてしまう勇斗であるが、恥はずかしいので口には出さず、

「ん、確かにそうだな」

　適当に相あい槌づちを打っておく。

　実際、買い物の類は母親に任せっきりだったこと、加えて三年も現代から離れていたこともあり、勇斗は疎うといところがあった。

　最初は普ふ通つうにデパートの中を見て回ろうとした勇斗を、美月がこっちのほうがいいよと引っ張ってきたのだ。

　いくら哲仁から援えん助じよを受けたとはいえ、資金に限りがあることには変わりはない。安く済ませられるならそれに越こしたことはないのだが、

「でも、安物買いの銭ぜに失うしないにならないか？」

　わずかに眉をひそめて勇斗。

　やはり安物はどうしても壊こわれやすいという印象がある。もう二度とこの現代には戻ってこれないかもしれないのだから、なるべくなら必ひつ需じゆ品ひんは作りのしっかりしたものを、というのがあった。

「もちろん、ちゃんとお金を出したほうがいいものもあるけど、例えばほら、こういうのとかはここで買ったほうが良くない？」

　自信ありげに美月が指さした先には、長さ・用よう途と様々なケーブル類が色とりどりにフックにかけられていた。

　美月がタタッと駆かけ寄より、その一つを手に取り勇斗に差し出してくる。

「これはしっかり買い込んでおかないと、でしょ？」

「ああ、うん、これは確かにいっぱい必要だな」

　手て渡わたされたＵＳＢケーブルを見下ろし、勇斗は苦笑する。

　スマートフォンの充じゆう電でんは、情報を引き出す上でも、家族と連れん絡らくを取り合う上でも、他に群を抜ぬく最重要事項である。

　ネットショップでもいの一番に大型のソーラーバッテリーを四つほど注文したものだ。

　そしてこのソーラーバッテリーとスマートフォンを繋つなぐＵＳＢケーブルもまた、忘れてはならない必需品だった。

「電機屋さんとかで探すとこれ数百円するんだよねぇ。こういうのは消しよう耗もう品ひんだし、質にこだわるより数揃えたほうがいいかなって。高いのでも壊れるときはすぐ壊れるし」

「ほんとそのとおりだ」

　ユグドラシルにいた頃は誇こ張ちよう抜ぬきで命いのち綱づなでもあったので、大事に、そして慎重に使ってきたが、それでも三年の間にけっこう金具のあたりがやばくなっていた。今後、ユグドラシルに永住するつもりなら、美月の言うとおり予備は大量に揃えておいたほうが良さそうだった。

「後は……こっちこっち。これなんかもいっぱいあると便利じゃないかな？」

　次いで、袖そでを引っ張られて付いていった先にあったものは、双そう眼がん鏡きようである。

　勇斗もネットですでにちゃんとした代しろ物ものを注文済みだが、これはこれで使えそうだった。なんといっても安価で小型なので数を揃えられる。

「けっこうお前も色々考えてんだなぁ」

「当ったり前でしょ～。あたしだってもうすぐ《狼》の一員になるんだから」

「ン、そっか、そうだな」

　心が温かくなるのを覚え、勇斗は微び笑しようを浮かべる。

　勇斗にとって、もはや《狼》の氏族は家族そのものである。やはり美月にも好きになって欲しかった。

　ちゃんと《狼》のことも考えてくれていることが、我わが事のように嬉しかったのだ。







「けっこういっぱい買い込んだねぇ」

「安かったからなぁ」

　帰りの道すがら、パンパンに物が詰つまったナイロン袋ぶくろを両手にぶらさげ、勇斗は肩をすくめて苦笑する。

　こんなに色々買うつもりはなかったのだが、この値段だし、とついついカゴの中に放ってしまいがちだった。

　一〇〇円ショップ恐おそるべしである。

「あっ、そういえば今日は勇くんの好きなカレーだって。今夜も食べてく？」

「そうだな……」

　思い出したように言う美月に、勇斗はやや苦みを含ふくんだ笑みを浮かべる。

　ここ最近の美月の家の夕飯メニューには、勇斗の好物が一品は必ず含まれている。もしかしなくとも、勇斗を夕飯に誘さそうためだろう。

　それは、台所の主である美月の母が、勇斗のことを娘のボーイフレンドとして好感をもって認めてくれているということで、有あり難がたさと同時に、罪悪感を湧わき立たたせる。

　やっぱり筋は通さなくちゃな、と覚かく悟ごを決める。

「今夜、お前をユグドラシルに連れてくこと、お前の両親に話そうと思う」

　勇斗は真しん剣けんな表情で切り出した。

　それまで笑顔だった美月の表情が、今の一言でみるみるうちに強こわ張ばり凍こおりついていく。

「は、話す、の？」

　か細い声で、美月が問う。

　出来ることならしたくない、という心の声が聞こえてきそうである。

　気持ちは勇斗とて一緒である。実に面倒で神経を遣つかう一事だ。考えるだけで胃が痛くなってくる。

　避さけられることなら正直避けたい。

　それでも――

「話さないわけにはいかないだろ。娘が突然いなくなったら、ふたりともびっくりするぞ」

「そ、そうだよね。び、びっくりするどころの騒さわぎじゃない、よね」

「ああ」

「で、でも、さ。きっと許してくれないよ……」

　美月はうつむき、沈痛そうに顔をしかめる。

「まあ、説得には相当骨が折れるのは間ま違ちがいないな」

　うんと勇斗も頷く。

　娘が戦乱真まっ只ただ中なかの外国に嫁とつぐなどと言えば、しかも、自由に行き来もできず、最悪、二度と娘に会えなくなるかもしれないとなれば、十中八九、賛成などはしてもらえまい。断固反対するのがまっとうな親というものだろう。

「その、あっちに行ってから伝えるほうが……」

「そんな駆け落おちめいた手は最終手段だ」

　美月の提案を、きっぱりと勇斗は切り捨てる。

　美月の母親には勇斗も幼い頃から色々と世話になっている。今だって、美月との仲を応おう援えんしてもらっている。そんな人間に不義理をするなど彼にしてみれば言語道断だった。

　幸いというべきか、次の満月まで多少の時間がある。大事な娘をもらおうというのだ。最大限、誠意を尽くして説得するのが人の道というものだろう。

　もちろん、いざとなれば、さらっていくことも辞さない覚悟ではあったが。







「寝ねぼけたこと抜かすな、このクソガキがっ！」

　美月の父、茂しげるは、ドンッ！　と湯ゆ呑のみが倒たおれんばかりの勢いで机を殴なぐりつけ、怒いかりも露わに吐はき捨すてた。

　一人娘をいつ帰れるとも知れぬ遠い地に連れて行きたいなどと言われれば、当然の反応と言えた。

「本気です。勝手なことを言っているのは百も承知ですが、娘さんを俺にください」

　茂の怒りを一身に浴びつつも、勇斗は怯ひるまず相手の目を見て毅き然ぜんと言う。

　カーッと茂の顔がますます真っ赤に染まっていく。勇斗としても火に油を注いでいるという自覚はあったが、それでも言わねばならぬのだから仕方ない。

「まだ二〇にもなってない、それもろくに学校も出ていないガキの分際で何を言ってやがる！」

「確かにこちらでは俺はどうしようもないろくでなしですが、娘さんには一いつ切さい、経済的な苦労はかけないと約束できます」

「生意気なことを！　家族を養っていくということがどれだけ大変なことだと……」

「あー、そういえば勇くんってば、あっちの世界じゃ王様なんだっけ？　考えようによっては玉たまの輿こしなのねぇ。わぁ、なんかハーレクインみたい」

　茂が一家の大黒柱の辛しん苦くを語ろうとした矢先、妻の美代がのんびりとした口調でほうっと吐息を漏らす。

　緊きん迫ぱくした空気が一気に台無しである。

　こういうところは美月の母親だなぁ、と勇斗は内心でしみじみと思う。

「母さんまで何を言い出す!?　そんなのこいつの戯たわ言ごとに決まっているだろう！」

「まあ、あたしも全部頭から信じるつもりはありませんけど、あの額当てが純金製だったのは確かだし」

「うぐっ!?」

　茂が絶句する。

　やはり万の言葉より物証がものをいうようだった。

　勇斗個人としては、その手の装そう飾しよく品ひんがあまり好きではなく、あまり身につけないようにしていたのだが、宗主の威い厳げんを示す意味でも額当てぐらいは身につけてくださいとしつこく言っていたヨルゲンに感謝である。

「たった三年で、生活しながらこんなものを手に入れられるんだから、そこは心配しなくてもいいんじゃないかしら」

「お前はどっちの味方だ!?」

「どっちかというと、娘の味方、ですかねぇ」

「なぬぅっ!?」

「えっ!?」

「ええっ!?」

　美代の言葉に、茂・勇斗・美月、三者三様に驚きを露わにする。

　勇斗としてもさすがに、こうもあっさり美代が味方になってくれるとは思ってもいなかった。

「お、お前、ち、血迷ったのか!?」

　妻に向けるにはあんまりにもあんまりな言葉であったが、今回ばかりは彼を責められないだろう。

　美代も特に怒おこった風もなく、ころころと笑って、

「あたしは正気ですよ。ただ、娘には好きなひとと一緒になってもらいたい、そういう想いからです」

「～～っ！　い、今だけだろう！　わ、若い時は変に燃え上がってしまうものだが、そんな感情に任せて将来を決めては不幸になるだけだ！　恋こいから覚めれば、また違う相手も見つかる」

「見つかればいいんですけどねぇ」

　茂の弁は世の常識と照らし合わせれば、実にまっとう極きわまりないものであったが、美代はほっぺたに手を当てて、やれやれという感じに嘆たん息そくする。

「この娘ったら、ちっちゃい頃からずっと勇くん勇くんだし」

「お、お、お母さん!?」

　慌てふためきつつ、美月が真っ赤な顔で手をバタバタさせる。

　想おもいを伝え合っているとは言え、やはり本人の目の前で自分がどれだけ昔から勇斗のことを想っていたかを告げられるのは恥ずかしいらしい。

「三ヶ月続けばいいほうっていう一〇代の恋れん愛あいで小学校の時からずっと。しかもここ三年は続かないって言われる遠えん距きよ離り恋れん愛あいで、ね。一時の気の迷いや若気の至りといった類じゃないことは確かですわ」

「お母さん……」

　美月が感激したように、母を潤うるんだ瞳ひとみで見つめる。

「好きなひとと一緒にいられることが、女にとっては一番の幸せですよ。あたしは勇くんのこともちっさい時から知ってますからね。この子なら、美月を幸せにしてくれると信じてるわ」

「っ！　ありがとう……ございます」

　感かん極きわまり、勇斗の声が震ふるえる。

　今の勇斗の立場は、三年間、学校にも通わず家出していたろくでなしだ。そんな自分を大事な一人娘の相手として認めてくれたということが、嬉うれしかった。

「つ、妻がどう言おうと、俺おれは認めんぞ！　認めんからな！」

　だが、夫の茂のほうはそう簡単には問屋が卸さなかったらしい。

　味方だと思っていた妻に裏切られ、さらに機嫌を損ねているように見える。

「そんな頭から拒きよ絶ぜつしてたんじゃ話し合いにならないでしょう？」

「話し合い!?　そんなもんする必要はない！　ダメといったらダメだ！」

「もう意固地になっちゃって。どっちが子供だかわからないわ」

「こどっ!?　お前なぁ、言うに事欠いて……っ！」

「あら、本当のことでしょう？　勇くんのほうがよっぽど毅き然ぜんとして落ち着いてるわ」

「ぐぬぬぬぬっ！」

「あ、あの、俺のことで喧けん嘩かしないでください。また日を改めて来るので」

　険悪になりかける夫ふう婦ふに、勇斗は慌てて仲ちゆう裁さいに入る。

　美代が自分の味方をしてくれるのは心底有りがたいが、それで夫ふう婦ふ仲なかがこじれられても困る。

　ただでさえ大事な一人娘を連れて行こうというのだ。この上、夫婦の仲まで壊しては謝罪のしようもなくなってしまう。

　だが、そんな勇斗の心配をよそに、美代はますます得意げな顔になって、

「ほら。大人でしょう？」

「～～っ！　わかったよ。話ぐらいは訊きいてやる。訊きゃあいいんだろう！」

　半ば自や棄けになった風に、茂はぶすっとした顔で頬ほお杖づえをつく。

「ふふっ、さすがあたしが旦だん那なにしたひとだわ」

「ふんっ！」

　妻の賛辞に、ますます不機嫌そうにそっぽを向く。

　そんな夫に美代はクスクスと微ほほ笑えみながら、パチリと勇斗たちにウインクしてくる。どうやら夫の譲じよう歩ほを引き出すための芝しば居いだったらしい。

　ほんわかのほほんとしているようで侮あなどれない。要所要所ではきっちりと夫の手た綱づなを握っている。

　自分も将来、こう言う感じで美月の尻しりに敷しかれるのかもしれない、と勇斗は戦せん慄りつする。同時にとても幸せな未来にも思えたが。

「勇斗くん、だったな」

「は、はい！」

　茂に名を呼ばれ、慌てて勇斗は背筋を伸のばして姿勢を正す。

　相変わらず、茂の顔は不ふ機き嫌げんそのものであったが、その目に燃え盛っていた激情の炎ほのおは多少収まり、落ち着いた様子である。

「まだ年とし端はもいかない一人娘を連れてこうってんだ。俺たちが猛もう反はん対たいするってことぐらいはわかってたよな？」

「はい。長期戦を覚悟していました。美代おばさんがあっさり味方になってくれたのが、むしろ信じられないぐらいで」

「あら、それこそ心外だわ。あたし、勇くんのことは息子むすこ同然に思っているのよ。美月と結ばれれば、名実ともに息子って呼べるし。賛成するに決まってるじゃない」

　ぷく～っと年とし甲が斐いもなく、ほっぺたをふくらませて美代。こういうどこかズレたところも実に美月をほうふつとさせる。

　本当によく似た親子だった。

「とりあえず、こいつのことは置いておいて、だ」

「まあ！」

　茂がしっしっと手を振ると、美代が憤ふん慨がいしたように目を見開く。

　このお互いに遠えん慮りよがないのは、やはり長年連つれ添った夫婦ゆえなのだろう。喧嘩しているのにどこかお互いわかりあえている仲の良さを感じさせる。

「反対されるのがわかっていて、なぜ話に来た？」

「はい？　それでも話さないわけにはいかないでしょう？」

　茂の言っている意味がよくわからず、勇斗は首をかしげる。

「ああ、そのとおりだ。だが、駆け落ちして事後報告してしまえば、それが手っ取り早かったはずだ。俺たちには手が出せなくなるからな。しかし、話をした以上、俺たちもそれを警けい戒かいする。この数日話しただけでわかる。君は決して馬ば鹿かではない。なぜわざわざ猛反対を受けるとわかっている面倒くさい道を選んだ？」

　茂がじっと勇斗の目を見据え、問うてくる。

　男を試ためされている、と勇斗は感じた。

　娘を託たくすに足るかどうか、を。

　ゴクリと唾つばを飲み込んで、勇斗はゆっくりと口を開く。

「仰おつしやるとおり、美月と一いつ緒しよになるだけなら、それが一番確実です。ですが、そんな卑ひ怯きような男では、おじさんおばさんを不安にさせるだけでしょう？　美月を幸せにできるはずがない、と」

「ふむ」

「この三年で俺が学んだことは色々ありますが、その一つが、その場しのぎの方法は、後で大変になるってことです。確かに、おじさんおばさんに許してもらうのは大変だとは思いましたが、出来得る限り誠意を尽つくし、俺と言う人間を認めてもらうことが、大事な一人娘をさらっていく男の、最低限の筋だと思いました」

「……なるほど、確かに妻が見込むだけはあるようだ。その年で、ずいぶんとしっかりとしている。異世界というのはまださすがに信じられんが、君がこの三年間、充じゆう実じつした時間を過ごしてきたであろうことは、はっきりとわかるよ」

「あ、ありがとうございます」

「ふん、礼を言うのはまだ早い。娘をくれてやるかどうかはまた別の話だ」

「わかっています。自分も今日一日で許してもらえるとは思っていません。時間の許すかぎり、何度でも通わせて頂きます」

「ならば、少し俺の話に付き合ってもらおうか。俺は妻ほど君のことを知らんからな。母さん、酒だ！」







「ぐがあああああ、ぐごおおおおおお！」

「ああもう、お父さん恥ずかしいなぁ」

　ソファーでは茂が赤ら顔で横たわり、高いびきをかいていた。そんな父を、美月がなんとも困った顔で見下ろしている。

「ふふっ、お父さんも息子ができて楽しかったんでしょ。ずいぶん酒の進みが早かったし。まあ、娘むすめを取られたやけ酒もあったんでしょうけどね」

　茂に毛布をかけつつ、美代がくすくすと楽しそうに微笑みつつ言う。

「息子って、認めてくれたんでしょうか？」

　不安そうに言う勇斗に、美代は肩かたをすくめて、

「そうねぇ。けっこうツンデレなところがあるひとだから、面と向かっては悪態しか吐つかないと思うけれど、なんだかんだで勇くんのこと、気に入ったんだとは思うわよ」

「だといいんですが……」

「ふふっ、これでももう二〇年近く、このひとと連れ添ってるんだから、安心なさい」

「はい。ただ、なんというか、トントン拍びよう子しすぎて、ちょっと現実感がなくて……。おじさんにも言いましたが、長丁場を覚悟してましたから」

「あら、それは自分を低く見過ぎよ。前も言ったけれど、勇くん。あなた、この三年でほんといい男に育ったわ。こうして話していても、端はし々ばしで経験に裏打ちされた深みをはっきりと感じる。このひとだって、会社じゃ人事部長をしているんだもの。それがわからないはずがないわ」

「その、恐きよう縮しゆくです」

　真正面からベタ褒ぼめされて、どうにも照れくさい勇斗である。

　とは言え、謙けん遜そんはしたものの、勇斗としてもこの三年で、相当に修しゆ羅ら場ばを乗のり越え、それなりに成長したという自負はあった。

　それを認めてもらえたことは、素す直なおに嬉しかった。

　そんな勇斗を、美代は慈いつくしむように優しい目をして見つめて、

「今の君になら、美月を安心して任せられるわ。まだまだふつつかで頼たよりない娘だ……けど……よ、よろしく、ね」

　最後のほうは、泣き声になっていた。

　まだ高校に入ったばかりの娘を、手放すのだ。

　やはり悲しくないはずがない。寂さびしくないはずがない。安心して、と口では言ってくれたものの、きっと不安も大きいはずだ。

　それらを飲み込んで、自分という人間を美月の生しよう涯がいのパートナーとして認めてくれた。

　勇斗も背筋をピンと伸ばし、居住まいを正して、宣言する。

「はい、娘さんは一生大切にします」

　何があろうと、この言葉だけは絶対に守ろうと、心に誓ちかう勇斗だった。







ACT 2







「昇のぼっちゃった、かぁ……」

　鬱うつ蒼そうとした木々の隙すき間まから空に静かに浮うかぶ満月を見上げ、美み月つきは寂しげにほうっと溜ため息いきをついた。

　準備に追われている内に、月日はあっという間に過ぎていった。

　心残りがないようにと、この半月というもの親孝行に尽くし、瑠る璃りを含め友達と目いっぱい遊びまくった。昨夜も家族とそして親友の瑠璃も交えての盛大な送別会を開いてもらった。

　それでも、これで今生の別れかと思うとまだまだ足りないという想いがあふれてくる。

　あんなことをしてあげればよかった、こんなことをしてあげればよかった、あんなことをしたかった、こんなことをしたかった、今になってやり残したことが山ほどあったことを思い出だして、視界が涙なみだで滲にじんでしまう。

「美月、身体には気をつけるのよ」

　母親の美代が涙なみだ声ごえで言って、ギュッと力強く抱だき締しめてくる。

　もうこの温ぬくもりを感じるのがこれで最後なんだと思うと、目め頭がしらが熱くなり、今日は泣かずに笑顔で別れようと心に決めていたのに、ポロポロと涙がこぼれ落ちてくる。

「お、お母さんも元気でね。親不孝な娘で……ずずっ、ごめん……なさい」

「何を言ってるの。そう思うんだったらあっちでめいっぱい幸せになりなさい。それが……最高の親孝行なんだから」

「うん……うん……」

　洟はなをすすりながら、美月は何度も頷うなずく。

　どれぐらいそうしていたか、やがて美代は震える手で美月の両肩を掴つかみ、グッと思いっきり引ひき離はなす。

「あたしばかりが独ひとり占じめしてちゃダメよね」

　泣き笑いの表情でそう言って、美月の身体を斜ななめに向ける。

　そこには父親の茂が、何かを堪たえるように歯を食いしばり、しかめっ面つらをしていた。

「ほら、お父さんも」

「う、うむ。あ、あ～、その、なんだ、こまめに連絡だけはするように」

　美代に促うながされ、震えた声で茂は言う。

　見れば、その瞳も潤んでいた。

　勇ゆう斗との人となりを見、この少年なら娘を任せても大だい丈じよう夫ぶとなんとかしぶしぶ認めてはくれたものの、やはりまだまだ愛する娘を手放したくはないに違ちがいない。

　それがわかるだけに、美月も深く頷く。

「うん、わかってる。出来る限り、毎日かけるから」

「嫌いやになったらすぐに戻もどってきていいんだからな。方法ぐらい父さんがすぐに見つけてやるから」

「ありがとう、お父さん。大丈夫。あたし、幸せになるから」

「……うん、そうか」

　茂はグッと涙をこらえるように上を向くや、背を向ける。

　その両肩が小刻みに震えていた。泣いている姿を娘にだけは見せたくないという父親の意地なのだろう。

　そんな父の背中に、美月は深々と頭を下げる。

「今まで、本当にお世話になりました。あたし、お父さんの娘に生まれて、幸せだったよ。いつまでもお母さんと仲良くね」

「こ、子どもが、生意気なことを言うんじゃない。お、お、お前は自分のことだけ気にかけていれば、う、ううっ、い、いい、うううううっ」

　最後のほうはもう嗚お咽えつでほとんど言葉になっていなかった。

　美月の双そう眸ぼうからも、またボロボロと涙がこぼれてくる。

　そんな彼かの女じよの肩を誰だれかがポンと叩たたく。

「美月、がんばってね、幸せになりなよ！」

「瑠璃ちゃん。うん、うん！　絶対なるよ！」

　真夜中だというのに駆けつけてくれた一番の親友に、美月は精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで応こたえる。

　父母とのやりとりでもらい泣きしたのか、すでに瑠璃の顔も涙でくしゃくしゃである。それでも彼女はニヤリと悪戯いたずらっぽい笑顔を作って親指を立てる。

「子ども生まれたら、写メ送ってね」

「ええっ!?　き、気が早いよ、瑠璃ちゃん」

「何言ってるの。勇斗さん、王様なんだから。さっさと跡あと継つぎ作るのがお妃きさき様のあんたの役目じゃん」

「ユ、ユグドラシルは子どもに継つがせるわけじゃないから……」

「ん？　あれ、そうなの？」

　不思議そうに瑠璃が首をかしげる。

　そういえばと、ユグドラシルの詳くわしい話をする時、彼女はたいてい寝こけていたことを思い出す。

「あたしも美月の勇くんに負けないぐらいの格かつ好こいい彼かれ氏し作るから。そんときは写メ送るから」

「あはは。楽しみにしてる」

「美月、元気でね」

「うん、瑠璃ちゃんも。……じゃ、行くね」

　名な残ごり惜おしかったが、なんとか別れの言葉を口にして、美月は足元に置いていたリュックを背せ負おう。

　美月の体格と比ひ較かくすると大きすぎて、そのまま押おしつぶされそうなほどである。中にはこの日のために色々と買かい揃そろえたものが詰まっている。

　最後にもう一度、皆みなに一礼して、美月は踵を返す。

　視線の先には、勇斗が心配そうに、そして痛ましげに顔を歪ゆがめてこちらを見つめていた。彼かれもまた大きめのリュックを背負っている。

　そのもう少し先には、彼の父、哲てつ仁ひとの姿もあった。勇斗もまた、肉親との最後の別れを済ませていたのだろう。

　重たい荷物にヨタヨタと少々危なげな足取りで美月は勇斗へと歩み寄る。

「おまたせ」

「……本当に、いいのか？　今ならまだお前は引き返せるぞ？」

　勇斗がチラリと美月の家族に視線を向け、小声で訊いてくる。

「ううん、大丈夫」

　美月はグッと袖で目元を拭ぬぐい、キッと凛りんとした表情を作って前を向く。

　その視線の先には、ボロボロに朽くちかけた社が鎮ちん座ざしている。三年前、ここでの肝きも試だめしから、全すべては始まったのだ。

　すでに別れは済んだ。後はユグドラシルの儀ぎ式しきとタイミングを取って合わせ鏡で御ご神しん鏡きようを覗のぞきこむだけである。

「んじゃ、あっちにも儀式を始めるよう言うぞ」

　言って、勇斗が見慣れないスマートフォンを耳に当てる。

　一週間前に購こう入にゆうしたばかりの新型だ。液えき晶しよう画面に新技術が使われていて、電池消費量が著いちじるしく改善されているのだとか。

　一応、大型のソーラーバッテリーも購入し、電池事情は大おお幅はばに改善される見込みではあるが、量が限られていることには変わりはない。いざという時のため、少しでも長く使えるように、という判断だ。
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「フェリシア？　そっちの準備は整ったか？　……ん、じゃあ始めてくれ」

　いよいよ、だ。

　あとほんの少しで、生まれ育ったこの日本と永遠に離れることになる。そう思った瞬しゆん間かん、急速に心の中に不安が湧わき上あがってくる。

　父母ともう二度と会えないことに自分は耐たえられるのか、見も知らぬ言葉も通じぬ未開の大地で果たしてやっていけるのか。

　今いま更さらながらに怖こわさがこみ上げてきた。

　だが、もう後あと戻もどりはできない。

「よし……美月」

　勇斗がそっと手を差し出してくる。

「うん！」

　気合を込めて頷き、その手を握にぎり締め、勇斗が掲かかげるスマートフォンを見上げる。

　スマートフォンはすでにインカメラになっていて、その画面には緊きん張ちように表情を硬くした勇斗と美月の顔が、そしてその二人の間では御神鏡が妖あやしくほのかな光を放っていた。

（[image: ]）

　突とつ如じよ、遠くから鈴すずの鳴るような綺き麗れいな女性の声が響ひびいてきた。勇斗と電話している時、何度か耳にした声だ。

（ああこれ、フェリシアさんの声だったんだ）

　今更ながらにそんなことを思っていると、脳のう裏りにうっすらと女性の姿が浮かぶ。

　現実の視界はちゃんとスマートフォンに映る自分と勇斗の姿を捉とらえているのに、脳裏には別の映像が浮かぶのだ。なんとも不思議な感覚だった。

　女性は宝石をところどころにあしらった金細工の冠かんむりを頭に飾かざり、真っ白な羽は衣ごろものような衣装を身にまとって、一心不乱に舞まい踊おどっている。

「わぁ、きれー……」

　思わず、感かん嘆たんの吐と息いきが漏もれる。

　フェリシアの姿は写メで送ってもらっていたが、実際にこの目で見ると、想像していたよりはるかに綺麗で、そして艶あでやかだった。

（[image: ][image: ]！）

　再び、声が響く。先ほどよりもはっきりと。

　ついで現実の視界もゆらゆらと歪み始めた。

　どうやらこの調子なら召しよう喚かんの儀ぎは成功しそうな感じである。

　この二一世紀の日本からユグドラシルに行くための方法というものは、はっきりとわかっているわけではない。そのため、前回の手順を出来る限り再現するという、なんとも曖あい昧まいな方法に頼るしかなかった。

《豹ひよう》・《雷いかずち》の脅きよう威いもあり、すぐさまユグドラシルに向かいたい勇斗としては、行けなかったらどうする!?　と心配げだったのだが、どうやらそれは杞き憂ゆうだったようだ。

「えっ!?」

　不意に、右手から勇斗の手の感かん触しよくが消える。

　絶対に離すまいとしっかり握っていたはずだというのに、一いつ瞬しゆんにして存在そのものが消きえ失うせていた。

「勇く……っ！」

　慌あわてて美月は、勇斗のほうを振ふり返かえる。

「美月っ！」

　驚きよう愕がくに表情を歪ませ叫さけぶ勇斗の声が、どこか遠い。

　その姿も、どこかうっすらとぼやけて見えた。

　ほとんど反射的に、美月は勇斗に向けて手を伸ばす。勇斗もその手を掴み――

　――再びすり抜ぬける。

「っ!?　美月、その瞳め……っ！」

　勇斗が何か言葉を発するも、はっきりと聞き取れない。

　その姿もどんどん霞かすんでいき、やがて……

　視界が暗転した。







　まず目に飛び込んできたのは、見覚えのある鏡だった。

　鏡面はしっかりと磨みがきこまれサビ一つなく、実に真新しい代しろ物ものだが、形状自体は美月の家に代々伝わってきた御神鏡とまったく同じである。

　四方を松明たいまつに囲まれた祭さい壇だんに、土ど偶ぐうのようなものとともに鎮座していた。

　ざわざわと背後で大勢の人の気配がして振り返ると、数十人からの人たちがいた。

「っ！」

　金色や茶色の髪かみに彫ほりの深い顔をした、明らかに日本人とはかけ離れた異質な集団を目の前にし、反射的に身を硬かたくする美月だったが、それはあちら側も同様、いやそれ以上だった。

　誰もが目を大きく見開き、ついできょろきょろと辺りを見回し始める。誰かの姿を探すように。

「そうだよ！　勇くん!?」

　慌てて美月も、一緒に来るはずだった幼おさな馴な染じみの姿を探す。

　一通り周囲を確かく認にんするも、小さな体育館ほどの空間には、黒くろ髪かみの者は一人としていなかった。

　思わず右の手のひらを見つめる。

　最後の一瞬、確かにこの手と勇斗の手は重なった。しかし、触ふれ合あえなかった。

　つまり、それの意味するところは――

「もしかして、あたし、だけ？」

　サーッと顔から血の気が引いていくのが、自分でもわかった。

　勇斗だけが召喚される、二人とも召喚されない、というのは想定していたが、まさか自分だけが召喚されるというのは、まったく考えていなかった。

「ちょっ、こ、こんなのって……」

　言葉すら通じない世界にいきなり一人放ほうり出され、いったいどうすれば、と頭がパニックになりかけた美月だったが、

「ミツキ[image: ]？」

　先さき程ほども脳裏に浮かんでいた美女――フェリシアが声をかけてくる。

　実際に会うのこそ初めてであったが、勇斗から幾いく度どとなく彼女の人となりは耳にしていた。見知った人の存在に、少し落ち着きを取とり戻す。

「あ、は、はい！　そ、そうです。美月です。あたし、美月です」

　自分を指さし、美月は言う。

　わかった、とばかりにフェリシアは頷いた後、不安そうに言葉を続ける。

「ユウト[image: ]？」

　ユウトという単語から、勇斗のことを質問しているのはなんとなくわかった。

　が、それは美月が一番知りたいことである。

「あっ、そうだ」

　知りたいのなら聞けばいいのである。この御神鏡の近くならば、現代日本と通信が可能なのだから。

　想定外の事態にテンパっていて、そんなことに今更気づく自分がちょっと恥はずかしくなる。

「え～っとスマホスマホ……」

　手て提さげカバンから取り出そうとするも、背中に背負ったでかいリュックサックのせいで微び妙みように手が届かない。

　とにかく重いこともあるので降ろし、改めて取り出そうとしたところで、

　タ～タララ～♪

　と、昔懐なつかしい旋せん律りつが耳じ朶だをくすぐる。三年ちょっと前に流は行やっていた曲で、勇斗が着信音に設定していたものなのでよく覚えていた。

　音のしたほうを振り向むくと、

「フェリシア」

　銀ぎん髪ぱつの、いかにも硬こう質しつな凛とした雰ふん囲い気きを漂ただよわせた少女が、これまた見覚えのある物体を掲げている。

　やや縁ふち取どりが太く、大きさの割にやや画面が小さめな、ちょっと旧式っぽいスマートフォン――三年前、勇斗が愛用していたものだった。

「[image: ]!?」

　フェリシアが駆かけ寄より、スマートフォンを耳に当て、話し始める。相手はおそらく勇斗だろう。

　何をしゃべっているのかはさっぱりわからなかったが、声の調子からずいぶんと焦あせった様子なのは伝わってきた。

　当然といえば当然か。《狼おおかみ》にとって必要なのはあくまで勇斗だ。だというのに、肝かん心じんの勇斗が呼び出せず、そのおまけだけが召喚されたとなれば、戸と惑まどいもしようというものだった。

　美月としてもこの後どうなるのか、恐きよう怖ふで心の中はいっぱいだった。

　ところどころから感じる奇き異いの視線、漏れ聞こえてくる全く意味不明の言語が、さらに不安を掻かき立たてる。

「ミツキ[image: ]」

　そわそわと焦こがれるように見つめていると、フェリシアがスマートフォンを差し出してくる。

　思わず引っ掴むように奪うばい取り、

「勇くんっ!?」

『もしもし美月か？　ああ、俺だ。なんでかお前だけがそっちに召喚されたみたいだな』

　美月のそれとは違い、幾いく分ぶん落ち着いた声で勇斗が返してくる。先にフェリシアと話して、事情を把は握あくしているからだろう。

『フェリシアの呪力だと、一人ずつが限界だったのかもしれない。もう一回《グレイプニル》を執とり行おこなってもらうから、少しだけ待っててくれ』

「あ、うん」

　頷き、美月はほっと安あん堵どの吐息を漏らす。

　こんな言葉も通じない世界に一人取り残されるのは、やはり恐おそろしかった。

　少なくとも、今の手順で《グレイプニル》の儀式を執り行えば、現代日本からユグドラシルへと人を召喚することができることはわかったのだ。

　ならば、次で勇斗が召喚されるものと安易に考えていたのだが……







「ほう、今こ宵よいは満月だったか」

　テラスから空を見上げ、フヴェズルングは思い出したようにつぶやいた。

　月明かりが照らし出すその顔の上半分は、漆しつ黒こくの仮面で覆おおい隠かくされている。その異形から、近きん隣りんでは『仮面王グリームニル』の二つ名で畏怖される《豹》の宗主パトリアークである。

　先日の『ガシナの戦い』の戦後処理にこの半月ほど忙ぼう殺さつされ、暦こよみのことなど頭から抜け落おちていた。

「シギュン」

　フヴェズルングは傍かたわらに控ひかえる妻に呼びかける。その視線も声も、妻に対するものとは思えぬほど冷ややかであった。

　素す性じようもしれぬ自分を高く買い、取り上げ、尽くしてくれたこの女に、フヴェズルングも並々ならぬ恩義を感じてはいた。

　しかし、この女は、フヴェズルングが何が何でも自分の手で殺すと誓った男を、彼の手の届かぬところへと放ほう逐ちくした。

　それはフヴェズルングが勇斗に及およばぬと言ったも同然の行こう為いであった。よりにもよって妻にそう断じられたわけである。許せるわけがなかった。

　正直、八やつ裂ざきにしても飽あきたらぬところであったが、前宗主でありフヴェズルングを宗主へと指名した恩人にそのようなことをすれば、フヴェズルングが《豹》内での求心力を失うのは目に見えている。

　とは言え、いまさらこの女と閨ねやを同じくする気にもなれない。結果、夫婦の仲は修復不可能な域にまで冷え込んでしまっていた。

「なに、ルング？」

　答えるシギュンの声も、極めて硬かった。

　その褐かつ色しよくの肌はだを惜おしげもなく晒さらした実に扇せん情じよう的てきな美女なのだが、その表情は暗く、いつもの華はなやかさはまるでない。

「今夜、ユウトが舞い戻ってくる可能性は……本当にないのか？」

　確かに二年前は、勇斗は故郷に戻りたがっていた。

　だが、人は変わるものである。

　今や勇斗は、ユグドラシル西部の覇は者しやとして絶大な権力と富を手にしていたのだ。宝物庫には様々な金銀財宝が積み上がり、毎夜選よりすぐりの美女をとっかえひっかえ床とこに侍はべらし、ありとあらゆる者がかしずきひれ伏ふしその言に従う。

　そんな男として生まれたからには、夢に描えがくであろう最上の地位と生活を、あっさりと捨てられるとは思えない。

《狼》の氏族にしたところで、財と繁はん栄えいをもたらすあの男の知識はいくらでも欲ほしいはずだ。

　となれば満月である今宵、今まさに、彼女の妹であるフェリシアが、勇斗の再召喚を行っている真っ最中かもしれない。

「ないわ」

　だが、その一いち縷るの望みを断たち切きるかのごとく、シギュンはきっぱりと言い切る。

「帝てい国こくの神儀使アレクシスから、《狼》の秘法使いの力量のほどは聞いているわ。貴方あなた以下。彼女では、この『ミズガルズの魔女デイース』が全ぜん身しん全ぜん霊れいをかけて執り行った《フィムブルヴェト》は絶対に破れない」







ACT 3







「夢じゃ……なかったんだ……」

　硬い寝しん台だいに寝ねそべりながら、見覚えのない黄土色の天てん井じようを見上げ、美み月つきは重い溜息とともにポツリと呟つぶやいた。

　昨日あの後、二度に渡わたり《グレイプニル》の儀式が執り行われたが、勇ゆう斗とが召喚されることはなかった。

　精神力を使い果たしたのであろう、三度目の《グレイプニル》を唱え終えるやフェリシアはその場に昏こん倒とうし、もはや儀式をお開きにせざるをえなかった。

　勇斗や家族たちといくらか言葉を交かわしたが、あまりのショックに頭が真っ白になってほとんど覚えていない。

　記き憶おくに残っているのは、新たな召喚の儀は、次の満月の晩、すなわち約一ヶ月も先だということだけだった。

　しかも、それで勇斗がユグドラシルに来れるという保証はどこにもない。むしろ今回の結果からして、次も同じように儀式を執り行ったところで、勇斗を召喚できる可能性は低いと思われた。

　何かしら勇斗が召喚できない原因がある。それを取り除かない限り、自分はずっとこのユグドラシルに独りということだ。

　もしかしたら、死ぬまでずっと……。

　そう考えただけで、ぶるるっと全身が震ふるえ、カチカチっと歯が鳴った。ポロポロと涙が後から後から溢あふれ出でてくる。

「ミツキ[image: ]」

「え、あ、はい」

　扉とびらの外から呼びかけてくる声に、美月は慌てて涙をぬぐい返事をする。

　自分は曲がりなりにもこの《狼》の氏族の宗主パトリアークの婚こん約やく者しやなのだ。初日からめそめそと泣いている姿を見せては、勇斗の恥はじとなりかねない。

「[image: ]」

　入ってきたのはフェリシアだった。

　間近で見ると、やっぱりとんでもない美人だ、とつくづく思う。よく勇斗はこんなひとに迫せまられて、ずっと理性を保ち続けられるものである。

　女性の自分ですら、その美び貌ぼうと大人の色いろ香かにくらくらする。

「[image: ]」

　笑顔で声をかけられるが、やっぱり何を言っているのかさっぱりわからない。

　改めて、勇斗の三年前の苦労を思い知る。頭ではわかっていたつもりだったのだが、実際に体験してみると想像以上というしかなかった。

　意思疎そ通つうすることさえ一苦労というストレスは半はん端ぱではなかった。

　こんな調子でこの先やっていけるんだろうか、と途と方ほうに暮れていると、不意にゆったりとした美しい歌声が耳朶をくすぐる。

「え？」

　思わず顔をあげると、フェリシアににっこりと微ほほ笑えまれる。

「美月お姉様、わたくしの言葉がわかりますか？」

「ふえ？　わあああ！　わ、わかりますわかりますっ！　なにこれなにこれ！　変な感じーっ！」

　思わず、美月は感動の雄お叫たけびを上げていた。

　耳で聞く分には、明らかに意味不明の音の羅ら列れつなのだ。なのに何を言っているのかはっきりとわかる。

　これが言葉が通じない人間とも意思疎通を可能にするという《交こう渉しよう》の呪歌ガルドルか、と生まれて初めての不思議な感覚にすっかりハイテンションになる美月だった。

「それはようございました。改めて自己紹しよう介かいさせていただきますね。わたくしはフェリシア、ユウトお兄様の副官を務めさせて頂いております」

　ふんわりと柔やわらかな笑えみをこぼしつつ、フェリシアがおしとやかに自己紹介してくる。

　はしゃいでいた自分がひどく子どもっぽく思えて、慌てて美月も居ずまいを正し、ぺこりと頭を下げる。

「あ、あたしは志し百も家や美月、です。勇くんとは小さい頃ころからの幼馴染で、その、あの、えと、このたび、結けつ婚こんすることになって……」

「はい、存じ上げております。三年越ごしでようやく結ばれたというのに、またわたくしのせいで離はなれ離れに……本当に申し訳ございません」

　深々と頭を下げられる。

　その肩がわなわなと震えていて、彼女自身、相当に忸じく怩じたる思いを抱かかえているのが伝わってきた。

　そんなひとを問とい詰つめるのは気が引けたが、とは言え聞かないわけにもいかなかった。

「あの、勇くんはこっちに来れそう、なんですか？」

　昨夜は結局、フェリシアが倒たおれてしまったため、勇斗召しよう喚かんがなぜ失敗してしまったのかわからずじまいであった。

「それをお話しするために呼びに参った次し第だいです。どうぞこちらへ……」







「ミツキお姉様、こちらです」

「あ、はい」

　案内された部屋に足を踏ふみ入いれた瞬間だった。

　ジロッ！　と数十という視線が一いつ斉せいに降り注ぎ、美月は思わず「ひっ」とたじろいだ。

　とにかく皆、強こわ面もてなのである。目つきも鋭するどく、先に用を足していなかったらちびっていたかもしれないぐらいの迫はく力りよくだったのだ。

　年若い女性も少なからずいるのだが、彼女らにしたところで、一ひと廉かどの傑けつ物ぶつらしい雰囲気をまとっている。

（あうあう、あ、挨あい拶さつぐらいしたほうがいいのかな？　でもでも怖くて声が出ないぃ）

　気分はまさしく、ヤクザの幹部会に招かれた一いつ般ぱん市民だった。

　美月が完全に空気に呑のまれ固まっていると、ガタンガタンと次々と椅い子すが鳴なり響き、その場にいた全員が一斉に立ち上がる。

（ひぃっ！　あたし何かした？　何かしでかした!?）

　思わず美月は腕うでで顔を覆い身体をのけぞらせたが、

「「「おはようございます！　お袋殿！」」」

　野太い大合唱とともに、皆、深々と頭を下げてくる。

「え？　ええっ!?」

　思わず目をぱちくりさせる美月。

　いったいなにが起きたのか、理解できなかった。

「ようこそおいでくださいました。昨夜は慌ただしく、ろくな挨拶もできませんでしたが、氏族を代表して歓かん迎げいの意を表させて頂きます。わたくし、ユウトの親おや父じ殿よりこの《狼》の若頭かしらを任されております、ヨルゲンと申します。以後、お見知りおきを」

　部屋の奥おくにいた熊くまのような厳いかつい大男が、しごく丁てい寧ねいな言葉で接してくる。

　若頭と言うと、氏族の長子という扱あつかいで、勇斗不在の折には、全権をその双肩に担になう重職である。さすがの貫かん禄ろくというべきか、この場に集まっている人たちの中でも頭ひとつ抜けた迫力があった。

　気け圧おされ息を呑のむ美月であったが、はっと居住まいを正し、

「え、えとえと、し、志百家美月です。こ、こちらこそ宜よろしくお願い致いたします」

　慌てて挨拶するとともに、ペコペコと頭を下げる。

　あんまりおどおどしていると舐なめられそうな気もしたが、ごくごく普ふ通つうの日本人である美月は、反射的に身体が反応していて、後の祭りであった。

「どうぞ、お袋殿の席はこちらです」

「えっ、あ、はい」

　内心落ち込む美月に、ヨルゲンが自分の隣となりの席を指し示してきた。

　これまた反射的に頷いてしまったが、すぐにヒクッと頬ほおの筋肉が強こわ張ばる。

　美月の席は、他の者たちが座すわるものとは明らかに違っていた。唯ゆい一いつ肘ひじ掛かけが付いており、紅あかく柔らかそうな布でいかにも玉座という感じで装そう飾しよくされていた。

　しかも前述のように、隣は強面の中の強面、ヨルゲンである。どんな拷ごう問もんだ、と内心思ったが、席を変えて欲しいと言う勇気もない。

　諦あきらめて、背筋を伸のばしできるだけおしとやかに自分の席へと向かう。

　近くを通る度たび、男たちがビクッと身体を強張らせるのを感じた。美月が緊張しているのと同様、この人達もどうやら緊張しているようだった。

　そう思うと少しだけ気が楽になる。

　そうこうしているうちになんとか自分の席の前まで来たが、皆起立したままである。さすがに自分一人座るわけにもいかず、立ったまま様子をうかがっていると、

「おすわりくださいませ、ミツキお姉様」

　随ずい伴はんしていたフェリシアがこっそりと耳打ちしてくる。

「え？　でも、みんなが立ってるのにあたしだけ座れませんよぉ」

「逆です。最も目上であるお姉様が立ったままだというのに、どうして子分が座れましょう」

「あうあう……わ、わかりました」

　いたたまれなくはあったが、そういう作法なのだから仕方ない、と美月は着席する。

　しかし、その後も皆、座る気配を見せない。

　はて、どうしたんだろう？　何か間ま違ちがえたのだろうか？　と内心ビクビクしていると、

「お姉様、皆に座るよう命じてください」

　また難易度の高い耳打ちが送られてくる。

　まだ一六歳さいになったばかりの若じやく輩はい者ものの身で、こんな威い厳げんと風格を兼かね備そなえた強面たちに命令しろなど無む茶ちやぶりもいいところである。

　正直勘かん弁べんして欲しかったが、そうしなければ他の人達たちが座れない。いつまでも立ったままにさせるのもさすがに申し訳ない。

「み、皆さん、座ってください」

　観念して、出来る限り高圧的にならないよう柔らかく丁寧に言葉を告げる。

　だというのに、

「「「はっ！」」」

　皆、威い勢せいの良い返事とともに、きびきびと着席していく。

（勇くん、いったいどれだけ崇すう拝はいされてるのよ、ここのひとたちに）

　本人ではなく、その婚約者にもこの対応である。

　一応、宗主という王様みたいな地位に就ついているということは知ってはいたが、これほどまでの絶対的な忠誠を捧ささげられているとは思いもしなかった。

（なるほど。こういう扱いを受けるから、社長の息子むすことか自分も偉えらいんだとか勘かん違ちがいして社員に傲ごう慢まんな態度とっちゃうんだろーなー）

　のほほんとそんなことを考える。

　幸い美月は両親のしつけもよく馬ば鹿かでもなかったので、自分自身がこの人達に敬意を向けられるだけのことをしていないことを知っている。

　この敬意は自分に向けられたものではなく、あくまで自分の背後に勇斗の姿を見て、それに頭を下げているのだ、としっかり理解していた。
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「ヨルゲンさん、後は任せます。あたしに構わず会議を進めてください」

　美月はやんわりと告げて、口をつぐむ。

　まだ来たばかり、右も左もわからぬ身である。勇斗のことで訊ききたいことはそれこそ山ほどあったが、あんまりでしゃばるべきではないと逸はやる気持ちを必死に抑おさえた。

　このあたり、勇斗の、すなわち宗主の妻になると決めてから、今後の範はんとすべく戦国時代や中国の有名な良妻悪妻をいろいろ調べた勉強の成果と言えた。

「はい。それではこれより、評定を始めたいと思う。ご列席の皆みな々みなにはこんな朝早くからお集まり頂き、誠まことに感謝する」

　ヨルゲンが再び立ち上がり、列席者を見み渡わたして一礼する。

「皆も知りたいことはひとつであろう……叔お母ば御ご。実際に儀式を執り行った貴女あなたから、昨夜の顛てん末まつをお聞かせ願いたい」

「はい」

　名指しされ、フェリシアが立ち上がる。

　皆の視線が集まる。あまり好意的なものは少なく、どちらかと言えば責めるようなものが大半であった。

「召喚の儀ですが、手順自体は手て抜ぬかりなくあれで問題なかったかと。ミツキお姉様をお呼びできたことがなによりの証しよう拠こです」

　そんな非難の視線の中、フェリシアはきっぱりと言い切る。

　何人かが眉み間けんにしわをよせ視線の圧力を強めた。

「自分に落ち度はなかったと言いたいのか？　だが、現にユウト殿はお呼びできなかったではないか！」

　年配の白しら髪がの男が、彼らの意見を代表するように吐はき捨すてる。

「ブルーノ大おお叔お父じ、そう喧けん嘩か腰ごしでは叔母御も話しづらいかと」

　とりなすようにヨルゲンが口を挟はさむ。

　だが、ブルーノの舌ぜつ鋒ぽうは衰おとろえない。

「甘あまいぞ、若頭かしら！　この女は、ことの重大さを理解しておらん。先のガシナの大敗、そしてユウト殿が姿を見せないことで、民や将兵の間で不安が広がっておる。《豹》・《雷》が兄弟盃さかずきを結んだ以上、ユウト殿のご不在が長引くことがどれだけ危険なことか……」

「ふっ」

「なにがおかしい!?」

「ああ、いやいや、失礼。親父殿の宗主就任に反対しておられた大叔父がそんなことを仰られるとは……変われば変わるものだ、と」

「いったいいつの話をしておる!?　あの時だって儂わしは儂なりに《狼》のことを……今はもう《狼》になくてはならぬ大黒柱だと思うておるわ！」

「はい、わかっておりますよ。なればこそ、次に失敗せぬため、まずは叔母御の話を落ち着いて聞きましょう。でなければ対策の立てようがございませぬ」

「～～っ！　うむ」

　ブルーノは苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で唸うなり、しぶしぶといった体で頷うなずく。

　だが彼かれの言は、一面の真実を言い当てているようにも美月には思えた。不安や焦しよう燥そう感に駆られているのは、案外ブルーノ自身なのかもしれない。

　そしておそらく、彼一人でもない。先程のフェリシアへの責めるような視線が複数あったことからして、潜せん在ざい的てきには少なくないように思えた。

　状じよう況きようは、美月が考えている以上に深刻なのかもしれない。

「続けてよろしいでしょうか？」

「ああ、頼たのむ」

　場が静まったのを確認してからフェリシアが口を開きヨルゲンも促うながす。

　フェリシアはコクリと一つ頷き、

「一回目の儀ぎ式しきの時は勘違いかとも思ったのですが、二回目三回目の時にはっきりと感じたことがございます」

「ふむ」

「わたくしの《グレイプニル》は、確かに何かをしっかり捉えたのです。しかし、次の瞬間には弾はじかれ打ち消されました」

「……何者かが邪じや魔まをしている、ということか？」

「はい。おそらくは先のわたくしの《グレイプニル》を解呪した、シギュンの《フィムブルヴェト》の効果がまだ生きているのではないか、と」

「ちっ、なるほど、な」

　ヨルゲンが舌打ちとともに忌いま々いましげに吐き捨てる。

「つまり、次の満月にまた召喚の儀を執り行っても、その《フィムブルヴェト》に阻はばまれ失敗する可能性のほうが高い、ということだな？」

「……はい、残念ながら。わたくしの秘法使いとしての力量は、シギュンには遠く及びません。今回のことでも、力の差をまざまざと痛感させられました。わたくしでは彼かの女じよの秘法を破ることはできそうにありません」

「できそうにありません、ではないわ！　何をあっさり言っておる!?　やらねばならんのだ！　相手の秘法など気合で打ち破れ！」

　再びブルーノが怒ど号ごうじみた罵ば声せいをフェリシアに浴びせかける。

「そ、そうだそうだ」

「できないでは済まされんぞ！　《狼》の命運がかかっているのだ」

　何人かの幹部が、ブルーノに追従する。

　実際、今まさに《豹》・《雷》の脅威が差さし迫っているのだ。いまさら勇斗の召喚ができませんなど、到とう底てい受け入れられるものではないのだろう。

「だったら気合だの根こん性じようだの愚ぐにもつかないことを言ってる口を閉じろ。時間の無む駄だだ」

　冷たい声で言い切ったのは、ジークルーネである。

　さすがに、大叔父に対して暴言としか言いようのない物言いに、場が一瞬にして静まり返る。

「貴様！　小こ娘むすめの分際で！」

「やかましい！　フェリシアが全力を尽つくしていないわけがないだろう！　昨夜、気絶するまでがんばっていたのを見ていなかったのか!?」

　あまりの言われように憤ふん怒どの表情で怒ど鳴なりつけてくるブルーノを、ジークルーネは一いつ喝かつし返す。

　だが、ブルーノとしても目下の小娘にここまで言われてすごすごと引っ込んでは、面子が立たない。

　バチバチっと交こう錯さくした視線が火花を散らす。

「ル、ルーネ、かばってくださるのは嬉うれしいのですが……」

「うむ、大叔父に対してさすがに無礼がすぎる。謝あやまれ、ジークルーネ」

　さすがに放置しておけず、フェリシアやヨルゲンがたしなめに入る。

　喧けん嘩か両成敗と行かず、ジークルーネに注意がいくのは、建前の上でははるかにブルーノのほうがジークルーネよりも目上だからだろう。

　場の空気的にも、ジークルーネを非難するような視線がほとんどであったが、

「わたくしもジークルーネお姉様の意見に賛成ですわ。事前に勝算を積み上げて、勝つべくして勝つ。それが我わが実父ボドヴィッドのやり方であり、そしてお父様の理念でもあるはず。気合でなんとかしろなど愚おろか者ものの言でしょう」

　この《狼》の幹部が集つどう場にはあまりにそぐわない、幼い少女がふんと冷ややかに鼻を鳴らして言う。

「貴様、《爪つめ》宗主の実子とは言え、新参の末席の分際で！」

「そちらこそ、子でもなく、お父様と盃さえ交わしていない傍ぼう流りゆうの分際で、いちいち口を挟まないでください。話が進みません」

「なにをぉ!?」

　あまりの言われように、憤怒の表情で睨にらみつけてくるブルーノを、クリスティーナは笑え顔がおで涼すずやかにスルーする。

　隣ではアルベルティーナが、睨み合う二人をあわあわと口元に手を当てて見つめている。

（うわぁ、なんか険悪だなぁ。確かにこれ、勇くんが早く来ないと、内部分ぶん裂れつ起こしちゃいそう）

　ハラハラするが、口をはさめず成り行きを見守るしかない。

　人が三人集まれば派は閥ばつができるとはよく言うが、《狼》も一枚岩の組織ではないということが今日だけでよくわかる。

　一方で、この場にいる全員から、勇斗への絶対的な忠誠を感じた。これまでは勇斗という圧あつ倒とう的てきな存在がいたから、上う手まくまとまっていた部分も大きいのだろう。

「ごほん、と、とにかく、だ。叔母御」

　仕切り直すように、ヨルゲンがわざとらしく咳せき払ばらいする。

　このあたりはさすがに若頭といったところである。

「おぬしが全力を尽くしてくれたことを疑うつもりはない。しかし、《狼》の現状、できないでは済まされぬのだ。なんとかならんのか」

「先程も述べたように、わたくしとシギュンでは力の差がありすぎます。この身をなげうってなんとかなるなら、そうする覚かく悟ごでございますが……」

　口くち惜おしそうに、フェリシアは下した唇くちびるを噛む。その肩かたが、握にぎり締しめられた拳こぶしがプルプルと震えている。

　勇斗の第一の腹心であると、自他ともに認める彼女だ。そして、これは美月の想像だが、勇斗のことを一人の男性として愛してもいる。

　ブルーノは叱しかりつけたものだが、実はこの場で最も勇斗を召しよう喚かんしたかったのは、自分の力不足を嘆なげいているのは、他でもないフェリシアなのかもしれない。

「《狼》の状況がどうとか難しいことはわからないんだけどさ、要はそのシギュンってのに匹ひつ敵てきする秘法使いがいれば、ユウトは戻もどってこれるってことですかい？」

　ボリボリと赤い髪かみを掻きむしりつつ、赤髪の少女が言う。

　まだ自己紹介はされていないが、勇斗からの写メで見知った顔だった。勇斗とともに色々な武器・道具を作り上げた《剣戟を生む者イーヴアルデイ》イングリットだ。

　しかし、フェリシアは難しい顔のままだ。

「理り屈くつの上では。しかし、ただでさえ秘法使いは希少。その上、シギュン以上の者となりますと……」

「ユグドラシル広しといえど、片手で数えられる程度、でしょうね。少なくとも、この近隣にはいないかと」

　引ひき継つぐように、クリスティーナが付け加える。

《狼》の情報収集を一手に引き受ける彼女だ。しかも以前、勇斗の命で近隣の秘法使いを調べあげてもいる。見た目は幼女でも、その言葉には説得力があった。

「そうですね。思い当たるのは……」

　フェリシアがじっと美月のほうを見つめてくる。

　基本的に蚊か帳やの外、傍ぼう観かん者しやに徹てつしていた美月だったので、少々驚おどろく。

　もちろん、彼女には秘法なんてものは使えない。だったらいったい……と少し考えてすぐに思い至る。

「ああっ、リーファさんか！」

　ぽんっと手を打ち、自らと同じ顔をしているという少女のことを思い出だす。

　神に選別された証『ルーン』をその身に二つも宿す、ユグドラシルでも三人といないとされる双そう紋もんのエインヘリアルにして、他に隔かく絶ぜつした呪力を誇ほこる稀き代たいの秘法使い。

　同じく、双紋を持つという《雷いかずち》の宗主ステインソールは、エインヘリアル七人に囲まれても跳はね返かえし圧あつ倒とうしたという話だし、彼女ならば、相手が『ミズガルズの魔女』であろうと、ものともしないように思える。

「リーファ様？　彼女がどうかされましたか？」

　なぜいきなりその名が、と訝いぶかしげにヨルゲンが問う。

　混乱を避さけるため、リーファの素性はごく一部を除いて秘密にしていたためだ。

　ふうっと嘆たん息そくして、クリスティーナが口を開く。

「お父様に口止めされていましたが、もういいでしょう。リーファというのはあくまで愛あい称しよう、仮の名。あの方の本名はシグルドリーファ」

「「「なっ!?」」」

　室内のところどころで息を呑む声が響ひびいた。

　ユグドラシルで、その名を知らぬ者は一人とていない。

　その名はまさしく――

「ま、まさか、テ、神帝テイウダレス陛下だというのか!?　あの方が!?」

「はい、その通りです」

　悲鳴のごときヨルゲンの声に、クリスティーナは神しん妙みように頷いてみせる。

　部屋のどよめきがさらに広がった。

　無理もない、と美月も思った。彼女の所業については、さんざん勇斗から愚ぐ痴ちられたのでよく知っている。

　あの世間知らずでトラブルメーカーのお姫ひめ様さまが、実はこのユグドラシルで最も権けん威いと歴史を誇る神帝陛下でしたー、とか言われたら、驚かないほうが難しい。

「なぜ隠していた!?　……と、親父殿の指示だったか」

「はい、申し訳ございません」

「むぅ、まあいい。理由は大体想像がつく。ユグドラシルに覇はを唱えるには、陛下の身み柄がらを押さえるのが最短の近道だ。それを勧すすめる者も出よう。だが、その一方で、大きな火種となりかねない。争いを嫌きらう親父殿としては、穏おん便びんに済ませたかったのだろう」

「ご明察の通りです」

「しかしなぜ今、彼女のことを……双紋か!?」

　はっと思い出したように、ヨルゲンの顔に理解の色が広がる。

　神帝が代々、その両眼めにルーンを受うけ継いでいくことは、ユグドラシルでは広く知られたことである。

　ユグドラシルの現あら人ひと神がみとして君臨できているのは、ひとえにその神秘性ゆえといっていい。

　クリスティーナも頷く。

「はい、双紋のエインヘリアルに相応ふさわしく、その力は、呪じゆ文もんや舞まいや方ほう陣じんといった術式全すべてを省略してさえ、秘法を発動させられるというデタラメっぷりです」

「っ！　なるほど、それほどの力の持ち主なら、シギュンの秘法も打ち破れようが……」

　最初こそ期待に声にも力が入っていたが、どんどん覇は気きが失われていく。

「ええ、つくづくお父様の野心のなさが仇あだとなりました。この地に留とどめておいてくだされば話が早かったものを……」

「まさしく、な」

　はあっと二人は同時に重い溜ため息いきをつく。

「あの、また来てもらう、というわけにはいかないんですか？」

　とりあえず、美月は思いついたことを問うてみる。

　二人の話しぶりからなんとなくそうなんだろうとは思ったが、暗あん黙もくの了りよう解かいで話が進みすぎて、聞いている身としては話についていけない。

　ヨルゲンがむ～っと眉間にしわをよせ渋しぶい顔をする。

「正直、神帝にご訪問を迫るのは、厳しいと言わざるを得ません。建前上、はるかに目上に当たりますからね。傘さん下か氏族の宗主とかなら一も二もなく呼びつけるところですが」

「あー……でも色々お世話して、好感持ってもらえたんでしょ？　だったら……」

「仮に陛下が乗り気になってくださったとしても、臣下が断固として許しますまい。一いつ介かいの宗主の、いえその代理にすぎない者の招しよう聘へいに従ってわざわざ出向くなどすれば、神帝の権威は地に落ちます」

「そっか。いろいろ難しいんですね」

　政治の話はまだよく美月にはわからない。

　だがヨルゲンの口ぶりから、それが相当に困難であることは伝わってきた。

　その後も議論は日暮れまで続いたが、一向に良案は出てくることなく、今日のところはお開きとなった。




　　　　◆




「美月、どうしてるかな。泣いてたりしなきゃいいけど」

　ベッドに大の字になり、昨日でお別れだと思っていた自室の天井を見上げつつ、勇斗は物もの憂うげに呟く。

　召喚失敗の後始末は、正直、かなり大変だった。

　完全に失敗して二人ともユグドラシルに行けなくて、見送りにきていた家族に白けた顔を向けられる、という事態は一応想定していたのだが、美月だけが召喚に成功し、不安がる美月の両親を必死になだめすかすことになるというのは全くの想定外であった。

　一応、電話で美月の安否は確かく認にんできたし、勇斗の子分たちが責任をもって世話をすることを伝え、また来月には絶対に自分もユグドラシルに向かうから、ということでなんとか鉾ほこを収めてもらったが、もちろん完全に納なつ得とくしたわけではないだろう。

「はぁ、早く夜にならねえかなぁ」

　月が昇のぼらないとユグドラシルとは連れん絡らくが付かないというのが、なんとももどかしい。ユグドラシルの状況が知りたくて仕方なかった。

　一分一秒が、果てしなく長く感じる。

「美月の両親には安やす請うけ合あいしてしまったけど、次でちゃんと行けんのか？」

　不安と焦燥が、ぐるぐると胸をうずまく。

　昨夜、フェリシアが力ちから尽つきて昏倒してしまったために、詳くわしい話はまるで聞けなかったのだ。

　三度やって三度失敗。何か致ち命めい的てきな問題があるのではないか、次の満月も失敗するのではないか、いやそれどころかこの先ずっと……

「あーもう！　部屋でじっとしていると、変なことばかり考えちまう。ちっと散歩……ん？」

　タ～タララ～♪

　ベッドから起き上がろうとしたのと同時に、枕まくら元もとに置いていた新しいスマートフォンが鳴り出す。

　このスマートフォンの番号は、ごくごく限られたひとにしか教えていない。

　哲てつ仁ひとならば同じ家にいるので直接話しかけてくるだろう。ということは美月の家族だろうか、と画面を見ると、人名は表示されず、無機質な数字だけが並んでいる。

「誰だれだろ？　もしもし。えっ、沙さ耶やさん!?」







「あっ！　こっちこっち！」

　待ち合わせ先のファミレスに行くと、窓まど際ぎわの席で沙耶が手を振ふってきた。

　昼時ということもあって、それなりに人は入っているが、所しよ詮せんは田舎いなか、ちらほらと空席も目立つ。

　勇斗は軽く会え釈しやくして、沙耶の元へと向かう。

「お待たせしました」

「ううん、あたしも今来たとこだし。こっちこそ取り込み中のところわざわざ来てもらって悪かったわね」

「いえ、予定がぽしゃって、暇ひまでしたから」

　苦く笑しようとともに肩をすくめて、勇斗は沙耶の対面の席に座る。ついで注文を取りに来たウエイトレスにランチとドリンクバーを頼むや、沙耶が早さつ速そく本題を切り出してくる。

「今日、瑠る璃りから聞いたんだけど、美月ちゃんがユグドラシルに行っちゃったって、ほんと？」

「はい……なんでか俺おれは失敗しちゃったんですけど」

「はあぁぁぁ、勘弁してよぉ。なんで知らぬ間にそんなことになってんのよ～」

　額を押おさえ、恨うらみがましい声でぼやかれる。

　てっきりもっと前に瑠璃から伝わっていたものとばかり思い込んでいたのだが、どうやらそうでもなかったらしい。

　とは言え、お世話になったひとだ。直接、自分の口で前もって伝えておくのが礼れい儀ぎではあったろう。美月の両親――というより父親の説得に頭がいっぱいで、すっかり頭から抜ぬけ落おちていたのは明らかに勇斗の手落ちである。

「すみません。ちょっとバタバタしてて伝え忘れてました」

「伝え忘れていたじゃないっての。だいたい君、ずっとこっちに戻ろうとしてたんじゃなかったっけ？　なんでまたユグドラシルに戻るなんて話になってんのよ。しかも美月ちゃんまで連れて」

「残してきた《狼おおかみ》軍が《豹ひよう》・《雷》連合軍に大敗し、どうにも俺が戻らないとやばいみたいでほっとけなくて……。美月は、その、しょうがないから一いつ緒しよについてくって言ってくれて」

　ポリポリと照れくさげに頬をかきつつ、勇斗は言う。

　時空を越えた遙はるか遠い地まで一緒に、とまでくると、ただの幼おさな馴な染じみではありえない。そういう仲になったと言っているも同然である。さすがに他人にそれを口にするのは少々気き恥はずかしかった。

「あーもう！　日本に留まってくれるなら言わずにいようと思ってたんだけど、それが裏目に出ちゃったか！　しかもすでに美月ちゃんはユグドラシルに行ってるとか最悪だわ！」

　綺き麗れいに梳とかしつけられているのも構わず、沙耶はガリガリガリと苛いら立だたしげにその金色の髪を掻かきむしる。

　尋じん常じような様子ではない。

　勇斗は先日、沙耶と話した時のことを不安とともに思い出さずにはいられなかった。

　何かユグドラシルに関して気づいた風だった。

　もしかしなくても、その事と関係があるのだろう。そして、間違いなく勇斗にとって、いや《狼》にとって不ふ吉きつ極きわまりない内容であることも、容易に想像できた。

　とても聞きき逃のがすことはできなかった。

「……何か、ユグドラシルのことがわかったんですか？」

　じっと沙耶の目を見み据すえ、勇斗が問う。

　その顔つきはどこかあどけなさが漂ただよう少年のものから、傘下氏族も含ふくめれば数十万という民の命をその双そう肩けんに預かる「王」のものへと変化していた。

「ええ、突つき止とめたわ。ユグドラシルの正体」

「ほ、ほんとですか!?」

「こんなことになるなら、もっと早く伝えておくべきだったわね。……思おもい留まってもらうために」

「っ！　いったいユグドラシルに何があるっていうんですか!?」

　沙耶の不ふ穏おんな物言いに、いよいよ勇斗の不安も高まる。

　ここまで言うということは、よほどのことだ。

　勇斗が固かた唾ずを飲む中、沙耶がゆっくりとその口を開く。

「単刀直入にまず答えから言うわ。ユグドラシルの正体。それは……」




　　　　◆




「わぁ、なんかご馳ち走そうが並んでる！　おいしそー」

　テーブルに並ぶ色とりどりの料理に、美月はキラキラと目を輝かがやかせた。

　部屋にはフェリシアの他にも五人ほど女子がいて、一人を除いてすでにテーブルを囲んで席に着いていた。

　フェリシアがすっと美月に部屋に入るよう促しつつ、にっこりと笑う。

「ささやかながら、ミツキお姉様の歓かん迎げい会かいを、と」

「あ、あたしの!?」

　美月は素すっ頓とん狂きような声をあげた。

　自分は所詮、勇斗のおまけと考えていただけに、この勇斗が召喚できないという不測の事態にそんなことをしてもらえるとは思ってもみなかった。
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「はい、先さき程ほどのような場ではミツキお姉様も緊きん張ちようするでしょう？　とりあえずまずは女性だけで、和なごやかにお話できる場をご用意させていただきました。ユウトお兄様がおられず、お一人だと心細いかと思いますし、少しでもくつろいでいただければ、と」

　言って、安心させるように優やさしくフェリシアが微ほほ笑えむ。

　現代風に言うならば、いわゆる「女子会」というやつだろうか。

　確かにフェリシアの言うとおり、先程の評定の場にいた男だん性せい陣じんはみな強面で、ヤクザとかマフィアの印象も強く、落ち着かなかった。

　その点、女性だけの今の空間には、ほっと気が抜ける安心感がある。

「あ、ありがとうございます！　仰おつしやるとおり、一人取り残されて実は凄すごい不安で……」

　安あん堵どと嬉しさで涙なみだがこみ上げてきて、最後のほうは言葉にならなかった。

　なんとか我が慢まんしていたが、本当に怖こわかったのだ。

　一ヶ月間も一人でやっていけるのか、果たして自分はこの異文化の地で勇斗のように受け入れてもらえるのか。

　内心では恐きよう怖ふじみたレベルで不安を覚えていたのだ。

　美月は女じよ性せい陣じんに向き直り、深々と頭を下げる。

「皆みなさんも、お集まり頂きありがとうございます。この世界のことまるで知らない、それこそ右も左もわからぬ未熟者で、ご迷めい惑わくをお掛かけすることもあるかと思いますが、どうぞ宜しくお願い致します」

「ぷっ、はははっ！」

　挨あい拶さつが終わった瞬しゆん間かん、快活な笑い声がこだまする。

　もしかして何かおかしなことを言ったのだろうか、と焦あせりつつ、美月が声のしたほうを振り向むくと、すでに席についていた赤毛の少女が、それはもう楽しげに口くちの端はを吊つり上あげていた。

「あ、笑ってごめん。いや、おんなじ顔してるのに、まるで別人だなーって。なんとなくアレに似た高こう慢まんちきな女を想像していたから、あまりの違ちがいに思わず吹ふき出しちまったよ」

「イ、イングリット殿！　ミツキお姉様に失礼ですよ。それにリーファ様のことも、いくらなんでもアレとはっ！」

「あ～、そっか。アレでも神帝陛下だもんなぁ。ってまたアレって言っちまった！」

「はぁ……いつも申しておりますように、言葉には気をつけてください。今日だって評定の折、お兄様のことを呼び捨てになさってましたし」

「はーい、すんません。気をつけます」

「本当におねがいしますよ」

　やれやれと疲つかれたようにフェリシアは溜息をつく。

　その様子から何度も注意している節が見て取れる。

　イングリットは気まずそうに「たはは」と空笑いをこぼしたあと、はっと気づいたように美月のほうに向き直る。

「自己紹しよう介かいが遅おくれてごめん、ミツキさん。あたしはイングリットって……」

「はい、知ってます。勇くんの物づくりの相棒で、一番気さくにお話ができる親友、ですよね？」

　言葉に被かぶせるように美月が言うと、イングリットは少し意外そうに目を見開く。

　してやったり、と少し得意げに美月は微笑んで、

「他のひともわかりますよ。ジークルーネさん、クリスティーナちゃん、アルベルティーナちゃん、エフィーリアちゃん」

　集まってくれた女性陣を、一人ひとり指さしていく。

　彼女たちのことは、勇斗から何度も話を聞いている。写メも送ってもらっている。誰が誰で、だいたいどういう性格をしているか、とか一通り熟知していた。

「初対面なのにアタシとクリスの見分けがつくんだ、ミツキお姉さんすごーい！」

　アルベルティーナが感心したようにパチパチパチと手を叩たたく。

　確かに同じ顔をしていて、写真などでは区別がつきにくいが、直じかに会ってみると、なんとなく顔つきとか雰ふん囲い気きの違いでわかるものだ。

　もっとも自信を持っての決め手はサイドテールの位置ではあったのだが。

「アル姉、ミツキお母様はお父様の奥おく方がたなのですから、お姉さんではありませんよ」

「ええっ!?　でも、お姉さんって呼べって教えたのクリスだよ!?」

「記き憶おくにございません」

「アタシの記憶にはあるよ！」

「ふっ、笑しよう止し！」

「なんか思いっきり見下した感じで笑われた！」

「学校の試験でいつも最下位のひとの記き憶おく力りよくなど当てになるものですか！」

「うきゃー！　バ、バラさないで、バラさないでー！」

「自分の名前まで書き間違えていたのを見た時は目め眩まいを覚えました」

「うううっ！　で、でもでも、お姉さんと呼べって言ってたのは本当だもん～」

「きっと夢でも見たんでしょう。まったく夢と現実を混同してはいけませんよ？」

「そ、そうなのかな？　そう言われると、そんな気がしてきたよ！　ごめんね、クリス～。変なこと言って」

「いえいえ。構いませんよ。だって、ほんとは言いましたから」

　ズルッ！　とアルベルティーナが勢いよく椅い子すから滑すべり落ちる。

　そんな姉をニタァと口の端が片方だけ吊り上がるあくどい笑えみを浮うかべ、満足げに見下ろすクリスティーナ。

「うわぁ、聞いてた通りだー。ふふ、仲良し双ふた子ごなんだね」

　そんな二人に、くすくすと美月は笑みをこぼす。

　クリスティーナは少しだけ意外そうに目を瞠みはる。

「……初対面で仲良しと言われたのは初めてです」

「そうなの？　でも仲良しなんでしょ？」

「……答えにくい質問をしますね」

「そこはちゃんと仲良しって言ってよ！　泣くよ、お姉ちゃん」

　立ち上がったアルベルティーナが涙目で抗こう議ぎする。

　クリスティーナは面めん倒どうくさそうに眉まゆをひそめて、

「はいはい、大好きですよー（棒）」

「心がこもってない！」

「ふふ、あはは、ほんとに仲良しさんだ」

　耐たえ切れず、ついには吹き出してしまう美月。

　女子会ということで幾いく分ぶん気楽ではあったものの、それでも多少の緊張はしていたのだが、それもほぐれた感じだ。

　勇斗からクリスティーナは色々気き遣づかいのできる頭の良い娘こだとも聞かされているので、案外それを意図しての掛け合いだったのかもしれない。

「二人とも、母上の歓迎会だというのに、のっけから醜しゆう態たいを晒さらすな。みっともない」

　ピシャッと双子を叱りつけたのは、もちろんジークルーネである。

　間近で見ると、整った顔立ちが硬こう質しつに引き締まっており、いっそ神こう々ごうしいとさえいえる美しさだった。スレンダーですらりとしていて、ファンタジーゲームに出てくるエルフそのものだ、と美月は感動さえ覚えたほどだ。

「すでにご存知とのことですが、改めて、ジークルーネです。父上の親衛隊長を務めさせて頂いております。今夜の食事は全て確認済みですのでご安心ください」

「あっ、ジークルーネさんってそういえば、毒がわかるんでしたね！　勇くん、ジークルーネさんのおかげでいつも温かいご飯が食べられるって感謝してましたよ」

「ち、父上が母上にそのようなことを……っ！」

　それまでの凛りん然ぜんとした雰囲気から一転、ジークルーネはぱぁぁぁっとまるで別人のように可か愛わいらしい表情を浮かべる。

　勇斗のことだから、ジークルーネ自身にもそのことを伝えていないはずはないのだが、他人から聞かされるというのは、いかにも勇斗の本音っぽくてまた嬉しいものがあるのだろう。

「さて、では頂きましょうか。ミツキお姉様もお腹なかが空いてらっしゃるでしょうし」

　パンパンと手を叩いて、フェリシアが場を取り仕切って言う。

「そーなんですよ。実はもうぺっこぺこで」

　美月もスリスリとお腹のあたりを撫なで回まわす。

　何気に朝ちょっと食べてからこの日暮れ時まで何も口にしていなかったのだ。ユグドラシルでは朝夕の二食が基本だからだ。

　朝昼晩という現代のスタイルに慣れている美月にとっては、評定の終わりの頃ころなどお腹が空いて空いて大変で、腹の虫が鳴って恥はじをかかずに済んだのは誠まことに僥ぎよう倖こうだったと言える。

「た、食べたいものがあれば仰ってください。お取りいたします！」

　入り口のドア付近に控ひかえていた可愛らしい少女――エフィーリアが一歩前に進み出て、緊張しているのか、やや硬い声で言う。

「ええっ!?　いいよぉ。自分で取るから。そんなことせずに、エフィーリアちゃんも一緒に食べよ？　ほら、席だってあそこ空いてるじゃない」

「め、めめめ、滅めつ相そうもない！　自分のような端はし女ためが、幹部の皆みな様さまと席を同じくするなどお、恐おそれ多おおいです」

　ブルブルブルブルっと、それはもう水浴びした後の子犬のように身体を震ふるわせて、力いっぱい拒きよ否ひするエフィーリア。

　勇斗が妹のように目をかけているのも、美月にはわかる気がした。その仕草がいちいち実に小動物チックで、可愛らしいのだ。

「そこまで恐きよう縮しゆくしなくてもいいですわよ、エフィちゃん。学校の先生も、とても優ゆう秀しゆうな生徒だ、って褒ほめてらしたし。その調子ならお兄様の盃さかずきを頂く日も近いはずですわ。ちょっと早いか遅おそいかの違いですよ」

「と、とんでもございません。じ、自分ごときが宗主様の盃なんて。そんな日は一生来るはずがありません！」

　フェリシアが優しく取りなすが、エフィーリアは頑かたくなだった。

　もっともエフィーリアにしてみれば、今現在、最下級の階層にいるのだ。近いうちに宗主直参などという雲の上の存在になれると言われても、そうなかなかピンとはこないのは仕方がなかった。

「だったら、アタシと一緒にお父さんのお妾めかけさんになろうよ、エフィちゃん！」

　ピシッ！

　無む邪じや気き極きわまりないアルベルティーナの爆ばく弾だん発言に、場の空気が一いつ瞬しゆんにして凍こおりついた。

　ユグドラシルでは現代のような一夫一婦制ではなく、一夫多妻制が基本である。甲か斐い性しようさえあれば、いくらでも女を囲っても全く問題はない。むしろ、それが当然だと言う価値観が普ふ通つうにまかり通っている世界だ。

　とは言え、さすがに正妻内定している者の前で、堂々と妾になる宣言は色々問題だった。

「まったく、相変わらず空気が読めませんね、アル姉は……」

　やれやれといった体で、クリスティーナが溜息をつく。

「ほえ？　あっ、そうか。ここにいるみーんなでユウトお父さんのお妾さんになろうね。そうすればみんな仲良し！」

　爆弾発言おかわり追加である。

「も、申し訳ございません、ミツキお母様。子供の戯たわ言ごとですので」

　即そく座ざにクリスティーナがガシッとアルベルティーナの後頭部を掴つかんで机に叩きつけつつ、一緒に頭を下げる。

　なんだかんだでいざとなったら姉を守ろうとするのがクリスティーナという少女である。

　しかし、無礼千万な発言をされた側の美月当人はというと、

「ぷっ、あはははははは！」

　思いっきり声を上げて大笑いしていた。

　しかも目め尻じりに涙まで溜ためての大ウケである。

「そうだねぇ。そうすればみんな仲良しだねぇ」

　人差し指で涙をすくいつつ、美月はうんうんと頷うなずく。

　さすがにこの発言には、一同唖あ然ぜんである。みなポカンと口を開き、信じられないものを見るような目で美月を見つめている。

「ミ、ミツキお姉様はそれでよろしいんですか？」

　皆の心中を代弁するように、フェリシアが訊きいてくる。

　前述の通り、ユグドラシルにおいて、財と権力を持つ男が女を大勢侍はべらすのはごくごく普通のことである。

　さりとて、愛する男は独ひとり占じめしたいというのが女のサガだ。女だからこそ皆、それがよくわかる。

　しかも勇斗と美月は政略結けつ婚こんではなく、れっきとした恋れん愛あい結けつ婚こんだ。しかもつい最近婚こん約やくしたばかりという熱々である。

　そんな彼かの女じよが浮うわ気きを容よう認にんするような発言をするのだから、女性陣が戸と惑まどうのも無理はなかった。

　美月も彼女らの気持ちはわかったので、肩をすくめてみせた。

「もちろん、よろしくはないんですけどね。あたしの国には、こういうことわざがあるんです。『英えい雄ゆう色を好む』って。いちいち浮気を気にしていたら、間ま違ちがいなく神経擦すり切きれそうだなぁ、って」

　はぁっと諦あきらめたように嘆息する。

「あ、あの、ミツキお姉様。失礼ながら、お兄様はお姉様のことをそれはもう一いち途ずに想おもっていらっしゃいました。それを疑うのは……」

「うん、勇くんの愛を疑ってるわけじゃないの。というより、疑いたくないんです」

「えっと？」

「勇くん王様だし、今まででもきっとモッテモテでしたよね。今ここにいる人たちも、勇くんのこと好きですよね？　宗主としてじゃなくて、一人の男の人として」

　その場にいるほとんどの者が、反射的に美月から視線を逸そらす。

　それはどんな言葉よりも雄ゆう弁べんに、美月の言が正しかったことを証明していた。

　別に美月にそれを非難するつもりはない。勇斗は目鼻立ちはかなり整っているし（美月の色眼鏡込みの感想）、この世界では背もかなり高いほうだし、性格も優しい。地位も財力も実力もある。

　好きになる女の子がいないほうがおかしい。この宮きゆう殿でんに出仕している女性のざっと九割以上が、勇斗に多かれ少なかれ懸け想そうしているのではないか、とさえ美月は睨んでいる。

「でも、ここにいる皆さんは、この《狼》という氏族を支える、欠くことのできない柱です。勇くんと仲良くするな、なんてとても言えません」

　そんなことを徹てつ底ていすれば、間違いなく国を傾かたむけさせるだろう。

　それは、妻として愛する勇斗の力になりたい、と願っている美月の本意ではない。数万数十万という人の命をその双そう肩けんに背せ負おう勇斗の邪じや魔まだけは絶対にしたくなかった。

「でも、それに嫉しつ妬としたり、いちいち浮気を疑ったりもしたくないんです。最初に言いました通り、心病やみそうですから」

　そんなことを気にしていたら、それこそ毎日、別の女の影かげに怯おびえ続けることになりそうである。

　最初のうちは耐えられても、そのうち我慢できなくなって、勇斗に当たり散らしている未来が見えるのだ。

　そんなことになるぐらいなら――

「勇くんは、すっごく大きくて、何かを成なし遂とげるひとだから。あたし一人のものじゃなくて、みんなのでもあるから。独り占めはやめようって、ここに来る前に決めてたんです。まさかそれを先に言われるなんて、おかしくて」

　クスクスと思い出したように笑う。

　二一世紀の価値観に照らせば、美月の言い分は男に都合の良い考え方かもしれない。

　しかし、ここは紀元前。まだまだ男だん尊そん女じよ卑ひの価値観が横行している世界である。

　その中にあって、美月が到とう達たつした答えは――

「さすがはお兄様がお選びになった方です。感服いたしました」

　この場にいた女性陣の胸を打ったようだった。言うやフェリシアは立ち上がり、その場に片かた膝ひざをつく。

　他の女性陣もこぞってそれに倣ならうように、美月に向けて膝ひざを折って頭こうべを垂れる。

　この話は数日の間にイアールンヴィズ中に広まり、「これぞ『王者の妻』の度量だ」と大層評判になった。

　こうして美月は本人の知らぬ間に、勇斗の「正せい妃ひ」として市民たちから絶大な支持を得たのである。
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「そっちに行くためにはシギュン以上の秘法使いが必要、ってことか」

　勇斗はスマートフォンを耳に当て、やれやれと重い溜息をつく。

　相手は美月である。

　夜も更ふけたので、早さつ速そく近きん況きようを聞いているところだ。

『あたしにそっくりっていうリーファさんなら、なんとかできそうって話なんだけど、立場的にいろいろ難しい問題があるみたい』

「ん、まあ、アレでも一応、神帝だからなぁ」

『ぷっ』

「ん？　なんだよ？」

『あっ、今日、イングリットさんも、今の勇くんみたいにアレ呼ばわりしてたから』

「ははっ、イアールンヴィズに来たばかりの頃は、世間知らずの超ちよう我わが儘ままお姫様だったからなぁ」

　思わず勇斗は苦笑する。

　彼女のトラブルメーカーぶりには、勇斗も散々後始末に苦労させられたものだった。

『……勇くん、何かあった？　なんか声に元気ないよ？』

　不意に、美月が心配そうに問うてきた。

　ドキンと勇斗の心臓が、ひときわ高く脈打つ。

「いや、ユグドラシルに戻もどれなかったことが、やっぱりちょっとショックでな」

　動どう揺ようを抑おさえ、出来る限り平静を装よそおって返す。

　これも決して嘘うそではない。

　今のところ、《豹》も《雷いかずち》も静せい寂じやくを保っているが、いつまたぞろ攻せめ込んでくるか気が気でなかった。

　この二氏族が相手では、『荷車城塞ワゴンブルク』をはじめとした《狼》に残してきた既き存そんの兵器・戦術ではあまりに不安である。

　チラリとベッドの脇わきに置かれた大きめの手さげ袋に目を向ける。あの中には今《雷》や、《豹》を一いち網もう打だ尽じんに打ち破る秘密兵器が眠ねむっている。

　備えあれば憂うれいなし。昨夜の満月で戻れなかったことは、勇斗にとっても痛つう恨こんだったのだ。

「でもとりあえず、お前が元気そうでほっとしたよ。また明日かけるな。じゃ、おやすみ」

『あ、うん。おやすみー』

「……相変わらず鋭えなぁ」

　通話を切ってから、勇斗はぼそっとつぶやき、どさっとベッドに倒たおれ込む。

　元気のない本当の理由は、沙耶から聞いたユグドラシルの正体のせいだった。

　まだとても、美月には話せない。昨夜の茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態からは多少回復しているが、それでも言葉も文化も違うユグドラシルに一人放ほうり出だされ、心労も大きいはずだ。

　いずれ話さねばならなくはあるが、もう少し落ち着いてからにしたかった。

　そして、もう一つ、言えなかったことがある。

　消える直前に見た、美月の双そう眸ぼうに輝いていた鳥を象かたどったような紋もん様よう。

　あれは間違いなく、ルーンだった。

　現代人であるはずの彼女になぜそのようなものが？　神帝リーファとそっくりだったことと言い、彼女には何かあるのだろうか？

「ったく、次から次へと難題が湧わいてきやがる」
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「あれ、なんでこんなとこにいんの、あたし？」

　気が付くと、美み月つきは庭園に一人、立っていた。

　おかしい。

　自分はついさっきまで寝ね床どこでなんとか眠ろうと悪あく戦せん苦く闘とうしていたはずだ。

　なのにいつのまにやら、外にいる。

　寝ねている間に運ばれた、という可能性もなくはないが、さすがにそんなことをされたら目が覚めるはずだ。

　加えて一応、自分は宗主パトリアークの婚こん約やく者しやである。勇ゆう斗とに絶対の忠誠を誓ちかう氏族の人間が、そんな無礼を働くとは思えない。

　よしんばそういう不ふ逞ていの輩やからがいたとしても、ジークルーネ麾き下かの親衛騎団が宮きゆう殿でん内ないを交代制で絶えず警護しているという話を勇斗から訊いている。その警備の網あみをすり抜けて美月を運び出すのは相当難しいはずだ。

「つまりこれは夢、ってことかな？」

　キョロキョロと周囲を見回す。

　小さな池を中心に白い花が咲さき乱みだれる美しい庭園だ。傍かたわらには、焼しよう成せい煉れん瓦がを積み上げて作ったと思おぼしき神殿ホルグルがそびえ立っている。

　イアールンヴィズにはこのような建造物はなかった気がする。少なくとも、美月が案内された場所にはなかったはずだ。

　にもかかわらず、なぜか無む性しように懐なつかしく感じた。

　だが同時に、妙みような違い和わ感かんも覚えた。何かが違う、何かがおかしい、その正体がわからず悶もん々もんとしていると、

「誰じゃ、そこにいるのは？　妾わらわの聖域に踏ふみ込むとは大した命知らずじゃな」

「えっ……えええっ!?」

「なっ、なな!?」

　背後から声をかけられ振り返かえると、そこには自分がいた。

　思わず驚おどろきに声を張り上げるが、相手も相当に驚いたらしく、身体をのけぞらせている。

　一瞬、鏡でも見たかのような錯さつ覚かくを覚えたが、一方で明確に違う部分もすぐに目についた。髪かみと目の色だ。美月が黒くろ髪かみ黒くろ眼めなのに対し、相手は雪のように真っ白な髪にルビーのような紅あかい瞳ひとみである。

「もしかしてリーファさん……ですか？」

　自分と瓜うり二ふたつの顔をした少女のことは、勇斗から聞いていた。

　神帝シグルドリーファ。このユグドラシル全土を統すべる神聖アースガルズ帝てい国こく、その頂点に君臨する少女である。

「……そういうおぬしは、ミツキとやらか。ユウト殿の想い人の」

「あ、は、はいっ！　そ、そうです。その美月です」

　若じやつ干かんキョドりつつ、美月は返す。

　美月はど田舎でつつましく生き、淑しゆく女じよ教育的なものを受けたわけでもない。雲の上のやんごとなき人間を前に、気き後おくれするなというのが無理な相談だった。

「しかし、そのミツキがなにゆえここに……む!?　くっ、なんじゃ!?」

「どうし、熱っ！」

　突とつ如じよ、美月の両りよう眼めを、熱した鉄棒を押し当あてられたかのような強きよう烈れつな熱さが襲おそう。

　両眼への熱はそれこそほんの一瞬で引いたが、ついで何か凄すさまじいエネルギーのようなものが全身を駆かけ巡めぐり、暴れているかのような感覚に支配される。まるで全身の血という血に火が点ついたかのようだった。

　見れば、リーファのほうも同様の症しよう状じようが起きているようだった。白磁のような白い肌はだがほんのりと赤く昂こう揚ようし、その表情も苦く悶もんに歪ゆがんでいる。

「くっ、ルーンの力が暴走しておる！　こんなことは初めてじゃ。いったいなぜ……お、おぬし、その眼！」

「えっ!?」

　リーファが、最初に顔を合わせた時以上に愕がく然ぜんと目を見開く。その瞳には、十じゆう字じ架かに似た金色の紋様が浮かび上がっていた。

　それを見ていると、『力』がさらに活性化し始め――

「ちぃぃっ！　そういうことか！　ふぅぅぅ、はぁぁぁ、ふぅぅぅ……」

　何かに気づいたかのように、リーファが大きく深呼吸を始める。

　すると、今まで美月の身体の中を暴あばれ狂くるっていた『力』が急速に大人しくなっていき、やがて今までの熱が嘘のように引いていく。

「はふぅぅぅ、な、なんだったのぉ」

　へなへなと脱だつ力りよくし、美月はその場に座すわり込む。

　一〇〇メートルほど全力疾しつ走そうした後のような、軽い倦けん怠たい感かんが身体を包つつんでいた。

「妾のルーンとおぬしのルーンは、どうも妙に引き合うようじゃな」

「へ？　あたしのルーン？」

　きょとんと美月は小首をかしげる。

　確かルーンというのは、エインヘリアルの身体に刻まれる紋様で神に選別された証のことだったはずだ。

　現代には存在しない、ユグドラシルにだけ存在する神秘の力、二一世紀生まれの現代人である美月には当然、そんなものあるわけがない。

　学校の成績も中の上、運動神経は中の下と、能力的にも実に平へい々へい凡ぼん々ぼんそのもので――

「え、ふえ、ふえええええっ!?」

　不意に視界に飛び込んできた湖面に映る自分の顔に、美月はすっとんきょうな声を上げた。

　模様こそ違うが、リーファのように両眼に金色の紋様が浮かんでいる。

　これはもしや、万ばん人にんに一人と言われるエインヘリアルの中でもさらに稀き少しよう、ユグドラシルでも三人といないとされる『双そう紋もん』という代しろ物ものではなかろうか。

「なんじゃ。その反応から察するに、今まで気づいておらなんだのか？　ずいぶんと鈍にぶい奴やつじゃのう」

　リーファが呆あきれたように嘆たん息そくする。
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　鈍い……というよりおっとりしているという自覚は多少あったが、同じ顔の人間に言われると、なんとも複雑な気分だった。

「しかし、妾とおぬしには何かしら奇き縁えんがあるのは確かなようじゃな。先程のルーンの妙な昂たかぶりといい、この奇き妙みような夢といい」

「あっ、やっぱりこれ、夢なんですね」

「当然じゃ。本来の妾は陽ひの下にはおられん」

　フッと年不相応な諦てい観かんのこもった寂さびしげな微び笑しようとともに、リーファが空を見上げる。

　釣つられて美月も空へと視線を向け、その違和感にポンと手を打つ。

「ああ！　だからなんか色が変なんだ」

　空は雲ひとつなく快晴そのもの、だというのに、水面はキラキラと陽光を反射することなく、周囲を覆おおう緑もどこかくすんで暗く見える。

　一言で言えば、全すべてにおいて精せい彩さいが欠けていた。曇くもり空ぞらの下で見ているような、そんな景色なのだ。

　陽の下に出たことがない人間の創つくりだした夢だというのなら、得心がいく。

「……ってことはこれ、あたしの夢じゃなくて、リーファさんの夢ってこと？」

　美月の見ている夢ならば、世界の色は普通のはずである。

　そういえば、寝る前にリーファのことを考えていたのを思い出す。勇斗を召しよう喚かんするためには、やはり彼女の力を借りるしかないのではないか、と。

　それが高じて、こうしてリーファの夢の中にお邪魔できたのかもしれない。

「リーファさん、じゃなかった。リーファ様！　お願いがあります！」

　美月はガバッとその場に両手両りよう膝ひざをつき、真しん剣けんな表情でリーファを見上げる。

　これがただの夢ではない、と妙な確信が美月にはあった。目の前にいるのは、美月が創りだした幻げん想そうではなく、リーファ本人である、と。

　容姿の相そう似じや、両目にルーンを宿すことなど、リーファの言うように、自分と彼女の間には確かに何か「縁えん」があるのかもしれない。

　この願ってもない幸運をむざむざ捨てるわけにはいかなかった。

「勇くんの召喚に、力を貸してください!!」







「ふ～む、よもやそんなことになっておったとはのぅ」

　勇斗の現代への帰き還かんまでの顛てん末まつを聞き、リーファは口元に手をあて難しい顔で考え込んだ。

　最初の頃からずっと思っていたことだが、まるで鏡と会話しているようでなんとも奇妙な気分の美月である。

「しかし、シギュンか。これまた随ずい分ぶんと厄やつ介かいな相手じゃな」

「そう、なのですか？」

　思わず美月は問い返す。

　ユグドラシルのことは勇斗から多少聞いてはいるが、所しよ詮せんは伝聞だし、情報は限られている。

　シギュン以上の秘法使いが必要、と言われても、いまいちシギュンがどれほどのレベルなのかわからなかったのだ。

「『ミズガルズの魔女デイース』の異名は妾のおる神都グラズヘイムまで届いておる。その力量はユグドラシルでも三指に入るであろうな」

「そ、そんなに凄いひとだったんですか!?」

「彼奴きやつの秘法を破れる者となると、確かにユグドラシル広しといえど、妾ぐらいであろうのぅ」

　うむうむと得意げにリーファは頷く。

　有あり体ていに言えば、自分をユグドラシル一の使い手と言い切っているのだから、なんとも凄い自信である。

　だが、今はそれが頼たのもしくもある。

「で、では、改めてお願い致いたします。なんとか勇くんを、このユグドラシルに呼よび戻してくださいませんか？」

「むっ」

　リーファの表情が、途と端たんに曇り出す。

　右に左に視線をうろうろと彷徨さまよわせたかと思うと、観念したかのように「はぁ」と重く嘆息する。

「妾としても力になってやりたいのは山々なのじゃが、このヴァラスキャールヴ宮殿を抜ぬけ出してイアールンヴィズに行くというのは、難しい相談じゃ」

「そ、そこをなんとかなりませんか？」

「すまんな。前回のイアールンヴィズ訪問が、そもそもけっこう無む茶ちやしてのものでのう。それに秋には結婚も控えておってな。監かん視しの目も厳しく身動きが取れんのじゃ」

「そんなぁ……」

　がっくりと美月は肩かたを落とす。

　途と中ちゆうまで好こう感かん触しよくを得ていただけに、失望感も半はん端ぱでは無かった。

　その後も美月は説得を繰くり返すが、リーファは申し訳なさそうに首を左右にしか振ふってくれない。

　しかし、話を聞く限り、シギュンの秘法を破れるのはユグドラシルでもリーファしかいないという。

　そう簡単に引き下がるわけにもいかなかった。

　とは言え、このままでは埒らちがあかない。美月は乾けん坤こん一いつ擲てきの賭かけに出ることにする。

「じ、実は自信ないんでしょ？」

「なぬ？」

「本当はシギュンさんの秘法を破れる自信なくて、ユグドラシル一って看板がはったりだったってバレるのが怖こわいんでしょ!?」

「な、なにをぉっ！　き、貴様、言うに事欠いて！」

　リーファがカーッと一瞬にしてその顔を怒いかりに染め声を張り上げる。

（うわぁ、こんな簡単に引っかかるなんて）

　挑ちよう発はつした美月のほうが、内心ドン引きである。

　神帝だけあって、言動の端はし々ばしからいかにもプライドが高そうなのはすぐにわかったので、とりあえずそこを突ついてみたのだが、しかしここまで煽あおり耐たい性せいがないとは思わなかった。

「妾にかかれば、シギュンなど物の数ではないわ！」

　すっかり美月に乗せられているとも知らず、力いっぱい強弁するリーファ。

　ここまで来たら、美月も後には引けない。

　心の中でごめんなさいと謝あやまりつつ、さらに挑発する。

「だったらそれを証明してくださいよ」

「じゃから！　今、妾はヴァラスキャールヴ宮殿から出られんと言うておろうが！」

「別にこの宮殿を出ろとは言ってません！　出れないなら出なくていいんで、とにかく勇くんをユグドラシルに呼び戻してください！」

「はぁ!?　この秘法のなんたるかも知らぬ素人しろうとが！　対の鏡はイアールンヴィズにあるのだろう？　いくら妾でもそれなしには……ん？　対、か」

　それまでの激げき昂こうから一転、リーファは考えこむように口元に手を当て、ジロジロと美月を眺ながめ回す。

「あ、あの？」

「できる！　できるぞ、ミツキ！」

　がばっと突如リーファが美月の両肩を掴み、前後にブンブンと振り回す。

　そのあまりの勢いに美月は一瞬何が起きたのかわからなかったが、すぐにその言葉の意味を理解する。

「ほ、ほんとですか!?」

「うむ。全てはおぬし次し第だいじゃが、な」

「……へ？」

　意味がわからず、美月の口から間ま抜ぬけな声が漏もれる。

　リーファはニタァっとそれはそれは悪どく楽しそうに、口くちの端はを吊つり上あげた。

「ふふ、妾にあそこまで無礼な口を叩いたんじゃ。覚かく悟ごはできておろう、の？」







ACT 5







　ガシナ――

　約一ヶ月前、《狼おおかみ》と《豹ひよう》・《雷》連合軍との間で激戦が繰り広ひろげられた因いん縁ねんの地である。

《狼》軍一二〇〇〇、《豹》・《雷》連合軍一八〇〇〇という、ユグドラシルの歴史においてもかつてない規模で行われたこの戦いは、総大将勇ゆう斗とを失った《狼》軍の潰かい走そうという形で幕を閉じた。

　とは言え、勝った《豹》と《雷》にしても激戦に次ぐ激戦だったことは確かであり、また戦いの前半は《狼》軍が優位に進めていたこともあり、その損害は決して少ないものではなかった。

　そこで両軍はガシナ砦とりでに逗とう留りゆうし、兵を休ませ、英気を養っていたのである。しかし、それももう十分である。

　死者の埋まい葬そう、怪け我が人にんの手当・帰還、兵士と食しよく糧りようの補ほ充じゆう・再編。この一月の間に全て滞とどこおりなく終わり、もはや出しゆつ撃げきの号令を待つのみであった。

「それでは手はず通り、我ら《雷》が東を攻め、叔お父じ貴きの《豹》が北を取る、ということでよろしいですな？」

《雷》の若頭補佐ほさシャールヴィが、机き上じように地図を広げ指差しつつ訊いてくる。

　その並外れた巨きよ体たいに似合わず、細やかな気配りに長たけた男で、宗主パトリアークステインソールに代わって兵の統制、補給の管理などを一手に担になう、縁の下したの力持ち的存在である。

『ミズガルズの魔女』シギュンの亀きつ甲こう占うらないにより、出撃の日取りは明日と決定し、砦の広間にて作戦の最終確かく認にん中なのだが、今回も例によって、「細けえことはどうでもいい」とのたまう困った親に代わり、交こう渉しようの席に着いていた。

「異存はない」

　若じやつ干かん不ふ機き嫌げんそうに、《豹》の宗主フヴェズルングは返す。

　個人的感情で言えば、彼かれもイアールンヴィズに攻め込みたいという気持ちもないわけではない。

　実際、当初は《雷》軍とともに東――つまり《狼》領へと大挙して攻め込み、一気にイアールンヴィズを落とす、という案を考えてもいた。

　しかし、《豹》の氏族としては、それでは得られるものがあまりにも少ないというしかない。

《豹》の領土はミズガルズ地方一帯からアールヴヘイム地方の西方である。《狼》の領土であるビフレスト西方の領地を手に入れたところで飛び地になるだけであり、統治や防衛が極きわめて困難だ。

　となると、現実的には、《雷》だけが大きく領土を広げ、《豹》には《雷》から金銭や食糧の類たぐいが協力の対価として支し払はらわれるといった段取りになる可能性が高い。

　それはそれで莫ばく大だいな額にはなるであろうが、イアールンヴィズにはガラス製法をはじめとした、勇斗がもたらしたフヴェズルングがまだ知らぬ知識が山ほど眠っている。それらに比べれば、まさしく端はした金がねである。

《雷》だけが得られる物が多く、その勢力を拡大させるというのは、《豹》としてはやはり面おも白しろくはない。

　怨おん敵てきである周す防おう勇斗が手に届かないところに行ってしまった今、彼の心を埋うめ尽つくしていた激情も冷め、昔ほど《狼》に対する執しゆう着ちやくも失われていた。

　そこでフヴェズルングは「利」を取り、ガシナの北――すなわち《豹》の領土とも地続きである《角》を取ることにしたのである。

「ただし」

　ジロリとフヴェズルングはシャールヴィを睨ねめつける。

　その眼光は一いつ介かいの兵士程度なら震え上がるほど鋭するどかったが、そこはシャールヴィも『星鉄のイアールン籠手グローヴイ』と称しようされる歴戦の武人である。

　真正面から受け止め、頷く。

「わかっております。『賢狼ラーズスヴイズ』フェリシア、『名工』イングリット、この両名の身み柄がら、ですね？」

「ああ、必ず引ひき渡わたしてもらおう。それがこれまでの援えん助じよの代価だ」

　フェリシアはフヴェズルングがかつてロプトと名乗っていた時に溺でき愛あいしていた妹であり、今や唯ゆい一いつの肉親である。

　なんとしても保護し、手元に置いておきたいところである。

　そして、『名工』イングリット。様々な武器・道具の開発で、宗主である勇斗ばかりが世間的には脚きやつ光こうを浴びているが、実際に作っているのは彼女だとフヴェズルングは睨にらんでいた。彼女の《狼》内での高い序列も、それを裏付けている。

　つまり、彼女さえ手中に収めれば、《狼》の技術がまるごと手に入るということだ。まさしく生きた宝と言える。

　この辺り、《狼》の内情をよく知るフヴェズルングならではの分ぶん析せきであった。

　彼女の重要性を知っていたなら、《雷》もこうも簡単に了りよう承しようはしなかっただろう。しかしこの時代、他国の内情などほとんどわからないのが普通だ。《雷》内でのイングリットの認にん識しきは、この時はまだあくまで「名人級に腕うでの良い武器職人」に過ぎなかったのである。

「こちらとしても、《角》の相手を引き受けてもらうのは願ってもないこと。前回で少々懲こりましたからな。その程度であればお安いご用です」

　シャールヴィの言う「懲りた」とは、先の戦いにおいて、ジークルーネ率いる別働隊にガシナ砦を一時奪うばい返された時のことを言っているのだろう。

　砦を奪われたことで兵の心が折れ、《雷》は全軍総そう崩くずれになりかけた。

　幸いステインソールが殿しんがりを務めることで大した被ひ害がいは出なかったが、シャールヴィにとっては相当に肝きもが冷えた体験だったに違ちがいない。

《雷》が《狼》征せい伐ばつに戦力を傾ければ、当然、その分、《角》との国境周辺の防備が手て薄うすになる。

　そこを先の戦いのように、《角》に突かれ、国内をいいように荒あらされては、イアールンヴィズを落とすなどとても言っていられなくなる。

　フヴェズルングの《角》攻めは、後こう顧この憂いを断たつ意味でも、《雷》にとってはまさしく渡りに船だったのである。

「ならば、良い。《雷》のほうで何か確認はあるか？」

「いえ、ございません」

「そうか、では明日の出撃に備え、私は休ませてもらう」

「はっ。ご武運を！」

「そちらもな」

　一いち瞥べつとともにそう言って、フヴェズルングはバサッとマントを翻ひるがえし、早々に部屋を後にする。

　一歩、また一歩歩く度、その口元が禍まが々まがしく吊り上がっていく。復ふく讐しゆうの炎ほのおは弱まってはいる。だが、完全に消えたわけでもない。

「《角》の宗主のリネーアは、確かユウトが妹分として随分とかわいがっていたのだったな。せいぜい嬲なぶり者ものにして鬱うつ憤ぷんを晴らさせてもらうとするか」







「も、申し上げます！　ガシナ砦に駐ちゆう留りゆうしていた《豹》軍が北に向けて進軍を開始いたしました！　その数およそ一万！」

　新たな戦いの始まりを告げる報が、リネーアの下に届いたのは、彼女が昼休みを終え、午後の執しつ務むにとりかかったばかりの頃ころである。

　リネーアはケルムト川・エルムト川流域の肥ひ沃よくな大地を治める氏族《角》の宗主だ。

　年若い少女の身でありながら、勇斗も手放しで絶賛する行政手しゆ腕わんの持ち主である。

「ついに動き出したか。《豹》だけか？　《雷》の動向は!?」

「はっ！　《雷》軍八〇〇〇は、東に向けて進軍したとのことです！」

「八〇〇〇、か……」

　苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔で、リネーアは嘆息とともに椅い子すの背もたれに身体を預けた。

　今の《狼》が動員できる兵力は、ガシナの大敗も響ひびき、まず一万には届くまい。とても《角》にまで兵を割さく余よ裕ゆうはないだろう。つまり援えん軍ぐんは期待できないということだ。

「国境周辺の軍に通達！　絶対にケルムト川を越こえさせるな！　水際で死守せよ、とな！」

「はっ！」

　伝令兵はビシッと気をつけをするや、リネーアの執しつ務む室しつを飛び出していく。

　ガシナに集結している軍が、《角》に攻め込んでくる可能性をリネーアは警けい戒かいし、すでに三〇〇〇という兵をケルムト川の北岸に陣じん取どらせていた。

　川を前に陣じんを張り、敵を叩たたくのは戦いの常道である。

　川を渡っている間、敵は水の流れに足を取られ、動きが鈍くなり、矢の格好の的にできるからだ。矢の雨をくぐり抜け岸に辿たどり着ついたところで、数に勝まさる味方で敵を袋だたきにできる。

　しかもケルムト川は、ほぼ全域で川底が深く川かわ幅はばもある。下手な城塞よりよほど敵の進軍を食い止めてくれる天然の要害だ。

　並なみ大たい抵ていの敵ならば、容た易やすく追い返せるのだが――

「命は下したものの、なかなか厳しいだろうな……」

　伝令兵の足音が遠ざかるのを確認してから、リネーアは苦々しげに嘆息する。

　敵の数は実に三倍強。しかも末まつ端たんの兵士にいたるまで馬術と弓きゆう術じゆつを使いこなすという驚くべき精せい鋭えい軍団である。

　西部の備えにも最低限の兵は配しておかねばならない。三〇〇〇という兵数は、現在の《角》にとっては集められるだけ集めたほぼ限界とも言える数字だ。

　これではとても押おさえ込めるものではない。

「とりあえず《犲やまいぬ》と《麦》に援軍を要よう請せいしておくか。期待はできないけど」

　新年会の折、勇斗の仲ちゆう介かいで兄弟の盃さかずきを結んだ氏族である。

　すでに何度か《豹》や《雷》が攻めてきたら助力してほしいという打だ診しんはしているのだが、いまだ色よい返事はもらっていない。

　勢力的にはともに弱小氏族なので、こちらが六分、あちらが四分で、《角》のほうが姉に当たる。

　盃の誓いに倣ならうなら、姉の要請に弟は従うのが筋ではあるが、氏族の宗主ともなればそれなりに目め端はしが利きくだろうし、子分たちへの責任がある。負けるとわかりきっている戦に加勢はしてくれまい。

　かつての《角》の若頭にして現舎弟頭ラスムスなどは、《狼》の求心力が低下しているこの機会に《狼》から主導権を奪い取とれと息巻いていたが、これが今の《角》の現実であった。

「さて、どうしたものか」

　勇斗の突とつ然ぜんの天の国帰還は、《豹》のシギュンの手によるものだということは、すでに《狼》からの報告で聞きき及およんでいる。

　一時は情報が錯さく綜そうし、ガシナで戦死したとも伝えられていただけに、その生存を知った時には飛び上がらんばかりに喜んだものだ。

　しかし一方で、宗主としてのリネーアは、この報をどう読み解くのが正解なのか、正直悩なやんでもいた。

　王の死後というものは、得てして政情が不安定になり、他国につけいる隙すきを生みやすい。このため、次代の支配者の政権基き盤ばんが安定するまでの数年、対外的には先代の王の死を隠かくす、というのは少なからずある話である。

　普ふ通つうに考えれば、その可能性のほうが高い。天の国から召喚だとか、それに失敗したとか、他国への牽けん制せいに見えなくもない。

　昨夜、イアールンヴィズで執とり行おこなわれた勇斗の召喚の儀ぎが失敗に終わったという情報も、その疑ぎ惑わくに拍はく車しやをかける。

「でも、信じてますからね。兄上」

　あの軍神の化け身しんのようなひとが、そんなあっさり死んだりするものか！

　以前ギムレーで、自分はこのユグドラシルとは違う世界から来たんだ、と勇斗が言っていたのをリネーアは覚えている。

　そして、勇斗は絶対に危機に陥おちいっている家族を見捨てるようなひとではない。

　次の満月まであと二〇日。それぐらい、なんとしても持ちこたえるのだ。

　リネーアは決意を胸に、キッと机に向かう。

　自分にできることを、精せい一いつ杯ぱいがんばるために。







　ほぼ同じ頃。

「若頭。悪い報告です。ガシナ砦に駐留していた《雷》軍、《豹》軍が進軍を開始したとのことです」

　ヨルゲンの下にも、同様の情報が届いていた。

　クリスティーナが一枚の紙をひらひらっと振ってから、彼の前に差し出してくる。そこには《雷》や《豹》の動向、兵数などが事細かに記き載さいされていた。

「本音を言えば、もう少しじっとしていて欲ほしかったところなのだがな」

　勇斗の召喚に失敗し、次の成功の目算も立たぬ中、弱り目に祟たたり目めとはまさにこのことだった。

　敵がこちらの都合など斟しん酌しやくしてくれないことぐらい、わかってはいるのだが。

「ギムレーのスカーヴィズにも、同様の報告は送っておるな？」

「それはもちろん」

　ギムレーの知事だったオロフは、先のガシナの戦いにおいて殿を務め、その任を見事果たし、名めい誉よの戦死を遂とげている。

　勇斗とも相談し、その後任として配されたのが、若頭補佐ほさのスカーヴィズだった。

《角》の西せい端たんの都市ミュルクヴィズ防衛の任に就ついていたが、ギムレーが落とされればもう族都イアールンヴィズは目と鼻の先である。そこで守戦の名手と名高い彼を呼び戻もどしたのである。

「しかし、いかな若頭補佐ほさとは言え、果たして食い止められますかね？」

　クリスティーナは疑わしげに眉まゆをひそめる。

　まだ《狼》の宗主がファールバウティだった時代、クリスティーナの実父が宗主を務める《爪つめ》の侵しん攻こうを幾いく度どとなく防いできたスカーヴィズの手腕は、クリスティーナもよく知るところである。

　とは言え、さすがに相手が悪いとしか言いようがない。

　ギムレーに詰つめている兵はざっと四〇〇〇といったところだ。追加で援軍として送れるのは二〇〇〇が限界。

　計六〇〇〇。それが今の《狼》が単体で動員できるギリギリだ。

　相手はあの人外の化物ステインソールが率いる《雷いかずち》である。仮に敵に倍する兵力があったとしても心もとないというのに、相手以下の兵しか集められないというのは非常に厳しいというしかなかった。

「だから、お前の実父に兵を出せと再三要請している。のらりくらりとかわされているがな」

　ヨルゲンはジロリとクリスティーナを睨むも、その程度で怯ひるむような彼かの女じよではない。

　クリスティーナはしれっとした顔で肩をすくめてみせる。

「まあ、今の状じよう況きようではあのひとは動かないでしょうね。負けるとわかっている戦に加担するひとじゃありませんから」

「随分はっきりと言ってくれる」

「ワタシの任務は情報収集ですから。耳に心地よいお伽とぎ話ばなしがお聞きになりたいのなら他の者を召めし抱かかえてください」

「実父に似て憎にくたらしい娘むすめだ」

　ヨルゲンは忌いま々いましげに吐はき捨すてたものだが、半分は褒ほめ言こと葉ばである。

　この危機的状況にあって、頼みにしていた援軍がいざという時になって来ないなどということほど怖いものはない。

　変に今後の《狼》と《爪》の友好関係を慮おもんぱかって、御お為ためごかしをされるよりはよっぽど助かるというものだ。

「では、聞き方を変えよう。親おや父じ殿が戻られれば、《爪》は動くのだな？」

「それは間ま違ちがいなく」

　クリスティーナはしっかりと頷うなずく。

　ヨルゲンは今はそれでよしとすることにした。

　今の《狼》を取り巻く状じよう況きよう的てきには、勇斗が戻れば加勢するというだけまだマシだったのだ。この辺りは《爪》の宗主ボドヴィッドが、クリスティーナから正確な情報を得ているから、というのもあるのだろう。

　ガシナでの大敗による《狼》の求心力の低下は残念ながら著いちじるしい。《灰》《犲》《麦》といった、まだ傘さん下かにくだって日の浅い氏族は日ひ和より見みを決め込んでいる。

　しかも、《爪》と違い、勇斗が戻ったところでそれが変わるかは怪あやしいところだった。

　事実として未いまだ勇斗は不敗のままであるが、他氏族の人間には勇斗が率いてそれでも敗れたと見られてもおかしくない状況だ。

　一度の敗退で勇斗の名声が地に落ちるとまではもちろんいかないだろうが、それでも神がかり的なカリスマは失われてしまったとみていい。

　風向きが変わり、《狼》の勝利が鮮せん明めいになるまで、動かない可能性は多分にあり得た。

　現状、唯ゆい一いつ間ま違ちがいなく助力してくれそうなのが、義ぎ侠きよう心しんに厚いリネーアが率いる《角》だが、《豹》が相手ではこちらに兵を回すどころか回して欲しいぐらいだろう。

　まったく厳しい。八方ふさがりで絶望的状況だというのに――

「フハハ、お前の実父は確かによくわかっているな。そうだ、親父殿さえいれば、《狼》は負けん！」

　不思議と勇斗ならばそれでもなんとかしてくれるはずだ、という確信がヨルゲンにはあった。

　神の金属とされた鉄を生み出だし、空に浮うかぶ太陽を黒く染め上げ、隕いん石せきを振り下おろし、川の洪こう水ずいを引き起こす。

　そんな風に、また奇き跡せきを起こしてくれるはずだ、と。

「次の満月まで耐たえれば我らの勝ち、よ。さすがは親父殿の奥おく方がただ。あの方ならきっとなんとかしてくれよう」

　自信満々に言い放ち、ヨルゲンはニヤリと口の端を吊り上げた。







《雷》軍は出発から三日目、激しい雨に襲われていた。

　ユグドラシルにも雨具としてすでに蓑みのはあるのだが、気候的に降雨量の多くないユグドラシルでは行軍の際、わざわざ携けい帯たいされることはない。

　そのため雨が降ふれば行軍を一時停止し、木こ陰かげや岩いわ陰かげに隠れたり、近くに民家があるのなら接収したり、油を塗ぬった大きめの布を張るなどして、雨風を凌しのぐのが一いつ般ぱん的てきだ。

　この日はちょうど農村があったので、これ幸いと押し入いって村人たちを追い出し、その家々を占せん拠きよすることで事なきを得ていた。

　なんとも極ごく悪あく非ひ道どうな所業であるが、この時代にあってはごくごく当たり前のことである。

「物見の報告によれば、《狼》軍の総勢は六〇〇〇弱。現在、エーリヴァーガル川の東岸に陣を構え、こちらを待ち構えているとのことです。旗印からして総大将は若頭補佐ほさスカーヴィズ、宗主スオウユウトと思おぼしき人物の存在は確認できなかったとのことです」

　村長の家では、《雷》の若頭補佐シャールヴィが宗主であるステインソールに現状の説明を行っていた。

　この自じ由ゆう奔ほん放ぽうな宗主は、たいていのことを「細けえことはどうでもいい」で済ませてしまう。

　そのため彼に要約して伝えるのもシャールヴィの役目であった。

　聞き終えるや、ステインソールはなんともつまらなさげに鼻を鳴らしてみせる。

「ふん、いない、か。やはりガシナで討うち取られた、ということか？」

「未だイアールンヴィズで葬そう儀ぎが執り行われたという話は聞きませんが、おそらくは」

　強大な王の死を隠そうとするのは、古今東西しばしばあることである。一方で、それが隠し通とおせることは極めて稀まれだ。

　人の口に戸は立てられない。

　宮きゆう殿でんに出入りする商人、働いている下女下男、ちょっと金銭をチラつかせれば、少なくともこの一ヶ月間、イアールンヴィズで勇斗の姿を見た者がまるでいないということぐらい突き止とめられる。

　他にも、周防勇斗は天の使いであり、もう一度再臨願おうとしている、との話を何人かから聞いたが、法ほ螺ら話もここまでくると笑えてくる。

　まだ周防勇斗は健在である、と内外に向けた示じ威いと時間稼かせぎのつもりだろうか。正直、あまりにお粗そ末まつすぎるというしかない。

　なにはともあれ、周防勇斗のいない《狼》など、兵も六〇〇〇ほどとこちら以下、もはや何の脅きよう威いにも成り得ない。

「ちっ、話を聞く限り、つまんねぇ戦いになりそうだな」

「俺おれとしては万ばん々ばん歳ざいですけどね」

「ま、あの痩せ狼が大将だ。多少の歯ごたえぐらいはあってほしいもんだ。……つっても、この雨の勢いだと明日もここに足止めかな？」

「かもしれませんね。こればっかりは天の思おも惑わく次し第だいですから」

「はぁぁぁ、もう退たい屈くつで死にそうだぜ」

　すでに半日、この狭せまい家――村の建物の中では一番大きくはあるのだが――の中に閉じ込められ、彼はすっかり暇ひまを持て余し気味であった。

　所詮は人口数十人程度の小さな農村である。八〇〇〇人という大軍はとても収容は出来ない。家を使えるのは身分の高い者たちだけで、ほとんどの兵士は村の周りで野宿していることを考えれば、なんとも贅ぜい沢たくなことではある。

「おい、シャールヴィ。報告も終わったんなら暇ひま潰つぶしにちょっと腕うで相ず撲もうでもしようぜ」

「馬ば鹿か言わないでください。貴方あなた相手に勝てるわけないじゃないですか」

「もちろんハンデは付けるって。俺は小指、お前は両手でどうだ？」

　うつ伏ぶせに床ゆかに寝ねっ転ころがり、肘ひじを突いて小指を立て、くいくいっとステインソール。

　この男がやったのでなければ、どう考えてもこれは戦士に対する侮ぶ辱じよく以外の何物でもなかったろう。

　シャールヴィはやれやれと言った素そ振ぶりを隠しもせずに溜ため息いきをつき、

「他をあたってください。戦いを前に怪け我がしたくはありませんので」

「なんだよ、面白くねえなぁ」

「俺にそんなものを求めないでくだ……」

　ぶおおおお！　ぶおおおお！　ぶおおおお！

　突とつ如じよ、敵てき襲しゆうを告げる角笛が、けたたましく鳴なり響く。

「ふっ、面白くなってきたじゃねえか！」

「面白くなどありません！」

　楽しげに口の端を吊り上げるステインソールを、シャールヴィはピシャッと叱しかりつける。

　そう、まったく面白くない。

《狼》軍はエーリヴァーガル川の東岸にいるのではなかったのか!?

　この村からエーリヴァーガル川までまだ徒歩で二日はかかる。しかもこの大雨だ。敵が攻せめてくるなど想定外もいいところである。完全に意表を突かれた格好だ。

「はっ！　細けえことは気にすんな！」

　ステインソールは愛用の鉄てつ槌ついを拾い上げ、バンッ！　と家の引き戸を蹴けり壊こわし、外へと躍おどり出でる。

　空はどんよりと灰色に染まり、勢いよく降り付つける大おお粒つぶの雨により、視界はすこぶる悪い。

　ザーッと吹ふき荒れる雨風の音で、他の音がかき消されている。

「……あっちか！」

　それでもステインソールの獣けものの如き嗅きゆう覚かくは、かすかな戦場の臭においを嗅かぎ分わける。

　一気に走はしり抜け村の外へと辿り着くと、バシャバシャッと水の中を人が駆かける音や逃にげ惑まどう兵士たちの悲鳴が響いてきた。

　完全に混乱し、恐きよう慌こう状態に陥っている。野外で身を寄せ合い、互たがいに温め合って必死に寒さに耐えていたところを突とつ然ぜん襲おそわれたのだ。無理からぬことであった。

「騎き兵へい!?　ちっ、そういや《狼》にもいたっけな」

　馬に乗って《雷》兵を追い回す一団を捉とらえ、ステインソールは舌打ちする。

　なるほど、エーリヴァーガル川の東岸にどっしりと陣取ってこちらの目を引きつけまだ距きよ離りがあると油断させておいて、機動力に勝る少数の騎き馬ば隊たいで奇き襲しゆうを仕し掛かけてきた、というわけだ。

「なかなかやってくれるじゃねえか。あの先頭の銀色は、確かジークルーネとか言ったか」

　一人戦場にはあまりに似つかわしくない可か憐れんな少女の姿を捉え、ステインソールはグッと鉄槌を握にぎり締しめる手に力を込める。

　彼が敵の名前を覚えているなど、非常に珍めずらしいことである。

　ステインソールの興味の対象は、常に強者のみである。彼のお眼鏡めがねに適かなわない者は、名前さえ覚えてもらえない。

　少なくとも目の前で槍やりを縦じゆう横おう無む尽じんに振り回まわす少女は、ステインソールの記き憶おくに残る猛も者さであった。

「っ！　ステインソール！　ちっ、潮時か。退くぞ！」

　ステインソールと目があった瞬しゆん間かん、ジークルーネはこの喧けん騒そうの中でもよく通る凛りんとした声で号令を下す。

「逃のがすかよ！」

　ステインソールはダッとその人間離ばなれした脚きやく力りよくで一気に間合いを詰め、鉄槌を斜ななめ下からジークルーネの顔面目め掛がけて振り上げる。

　ステインソールが持つ二つのルーンの一つ《粉砕するものミヨルニル》の神力アースメギンをしっかりと込めた防ぼう御ぎよ不能の一いち撃げき――

「なっ!?」

　――のはずが、同じく下からすくい上げるような槍撃に、軌き道どうをそらされた。

　鉄槌が虚しく空を切る。

　その隙を突くように、ジークルーネが振り上げた槍を切り返して振り下ろしてくる。

「ちぃっ！」

　慌あわててステインソールは後ろへと飛びすさった。

　距離が開くや、ジークルーネは馬を回頭させ、あっという間に雨の中に消えてしまう。

「あっさり逃げられるとは、俺もヤキが回ったな。それにしても最後のあの技は確か痩せ狼の……くくっ、ちったあ腕を上げたみてえじゃねえか」

　他の騎兵たちの姿も、綺き麗れいさっぱり消きえ失うせている。

　こちらにだけ損害を与あたえ、味方には一いつ切さい被ひ害がいを出さない。

　敵ながら実に見事な奇襲であり撤てつ退たい劇であった。

「スオウユウトがいなくなってがっかりしていたが、なかなかどうして楽しめそうじゃねえか」

　舌なめずりし、ステインソールは獲え物ものを見つけた虎とらのような獰どう猛もうな笑えみを浮かべた。







　ケルムト川は、ビフレスト地方からアールヴヘイム地方、ヴァナヘイム地方を潤うるおす長大な大河である。

　人が生きるためには、農作物を育てるためには、水はなくてはならないものである。まさしくユグドラシル西部に生きる人々の命を育はぐくんできた川であり、それゆえこの川を呼ぶ時、多くの人は「母なる」という冠かん詞しを付けるのだ。

　フヴェズルングは今でこそヒミンビョルグ山脈の北部ミズガルズ地方の遊牧氏族《豹》の宗主であるが、元々はイアールンヴィズで生まれ育った男である。

　故郷は捨てたつもりだというのに、懐なつかしい流れを目の前にすると、胸にこみ上げてくるものを感じずにはいられなかった。

「ふん、自分の女め々めしさに反へ吐どが出るな」

　自じ嘲ちようするように吐き捨てて、思考を切きり替かえる。

　彼は詩人ではなく、今は兵つわものどもを率いる総大将だ。誰だれよりも冷れい酷こく非情でなくては務まらない。

「まあ、すんなりと渡らせてはくれぬよな」

　対岸に林立する《角》の旗印を遠目に、フヴェズルングは思案する。

《角》を取ると決めて半月、この辺りの地形の下調べは済んでいる。地元住民の聞き取りによれば、おおむねこの辺りが川の底が浅く渡りやすいとのことだ。

　もっともそれは《角》も熟知していたようで、だからこそここの対岸に陣取っているのだろう。

　不用意に踏ふみ込めば、矢の雨が降ること請うけ合あいだ。

「天からの雨も降ったことだし、とりあえず数日は様子見だな」

　今こそ晴れているが、今朝方まで降り続いてた雨により、川の水かさは増しているはずだ。わざわざ渡りにくくなっている時を選んで、渡ることもない。

　遊牧氏族である《豹》は、敵と戦う時には一いち撃げき離り脱だつ、相手の反はん撃げきを極力受けないようにするのが基本戦術で、危ないとなればすぐ逃げる。

　一つの土地に根を下ろす人間には臆おく病びように映るかもしれないが、戦というものが命の取り合いであることを考えれば、敵の命だけ奪おうというのは極めて合理的である。

　無理な戦いはしないのだ。

「ん？」

　対岸で一人の男がキリキリと弓を引き絞しぼっているのが見えた。

　弓矢による攻こう撃げきを避さけるため、《豹》は岸辺から約二〇〇エレ（約一〇〇メートル）ほどのところに陣取っている。

　川幅も含ふくめれば、ざっと四〇〇エレはあろう距離だったが、

「っ！　ほう」

　ザンッ！　と見事、自らの足元に突つき刺ささる矢に、フヴェズルングの口から、珍しく感かん嘆たんの吐と息いきが漏れる。

　大した剛弓ぶりである。

　しかも腕もいい。咄とつ嗟さに後ろに飛び退すさらなければ、矢はフヴェズルングの身体を貫つらぬいていただろう。

「やあやあ我こそは《角》が英えい邁まいなる宗主リネーア様の子分にして、若頭補佐ほさハウスグポリである！

《豹》の者ども、山野を駆けて暮らす野や蛮ばん人じんのおぬしらに言っても詮せん無なきことであろうが、ここは我ら《角》が神帝陛下より預かり、長年治めてきた土地である。一歩たりとて足を踏み入れることは許さん！

　どうしてもというのなら、矢の雨を馳ち走そうしてやるからそのつもりでくるがいい！」

　この距離でもフヴェズルングの耳にもはっきりと届く大だい喝かつであった。

　弓同様に、喉のども強いらしい。

　口上が終わるや、「うおおお！　うおおお！　うおおお！」と《角》の陣じん地ちからは雄お叫たけびがこだましてくる。

　戦いを前に自らの正当性を誇こ示じし、味方を奮い立たせているのだ。

「なかなか味な真ま似ねをする」

　フヴェズルングはニヤリと口くちの端はを吊つり上あげる。

　前述の理由により、戦場での口上のぶつけ合いは珍しくもないが、長ちよう距きよ離りの矢を飛ばすことで、こちらを牽けん制せいしたのはなかなか良い手だ。

　おそらく彼は《角》でも指折りの弓の使い手で、他の者に同様のことができるとはさすがに思えない。

　が、下っ端ぱの兵士は《角》はこの距離でも矢を届かせることが出来るのか、と多少怖おじ気けづかされたはずだ。

「返礼せねばなるまいな」

　フヴェズルングも自らの弓を取り、一歩前に進み出る。

　以前までなら、《豹ひよう》一の弓の使い手であるヴァーリに任せるところだが、残念ながら彼は先の『ガシナの戦い』で《狼おおかみ》に討ち取られてしまっている。面めん倒どうだが、自分が代わりにやるしかなかった。

「[image: ]」

　愛弓を引き絞りつつ、練り上げた呪力を載のせた言葉を紡つむぐ。

　フヴェズルングはその身に持つルーン《千幻の道化師アルスイオーヴ》によりありとあらゆる技を盗ぬすみ取れる。弓の扱あつかいもお手のものだ。

　だが、この距離を届かせる剛弓を引く筋力はさすがにない。さりとて、明らかに相手に劣おとっては、兵の士気が落ちる。

　ゆえに呪歌ガルドルを使う。

　ゴウッ！　と一陣の突とつ風ぷうが背後からフヴェズルングを吹き抜ぬけていく。そこにタイミングを絶ぜつ妙みように合わせて、フヴェズルングは矢を放つ。

　矢は緩ゆるやかな放物線を描えがき、見事、ハウスグポリの胸むな元もとへと吸い込まれるように落ちていく。

　さすがに手であっさりと払はらい除のけられたが、《豹》の面めん目ぼくを保つには十分な出来である。

「我は《豹》が宗主にして草原の覇は者しやフヴェズルングなり！　昨年、我らにいいようにしてやられた分際で吠ほえてくれるではないか！　今回はあの時のように《狼》は助けに来てはくれぬぞ!?　命が惜おしければとっとと逃げ去さるがいい！」

　これまた風に乗せて声を放つ。

　こちらに聞こえたものより大きく、あちらには響いたはずだ。

　かくして、『ケルムト川の戦い』が幕を開けた。







ACT 6







「ふああああ……」

　寝しん台だいから身体を起こし、あくびとともに美み月つきは大きく伸のびをする。

　しっかり休んだばかりだというのに、ズーンと重たい疲ひ労ろう感が残っている。現代に比べると、寝台の寝ね心ごこ地ちが悪いせい……ではない。

　そんなものはもう慣れた。

　ではいったいなにが問題なのかと言うと、

「寝てる間もリーファ様と延々特訓だもんなぁ。寝た気がまるでしないよ……」

　寝ぼけ眼まなこをこすりつつ、美月ははぁっと嘆たん息そくする。

　とは言え、次の満月までもうあと二週間だ。時間がない。それまでは無理をしてでもがんばるしかない。

「ミツキ[image: ][image: ]」

　ドアの向こうからフェリシアの声が響き、引き戸が開けられる。

　その顔を見るや、美月の顔に花が咲さいたような笑みが浮かぶ。この一週間で、随ずい分ぶんと打ち解けてきた証しよう拠こである。

「あっ、ちょっと待ってくださいね」

　美月は目を閉じ、ふうううっと大きく息を吸い込む。そして、自らの中にある『力』を意識する。

　再び目を見開いた時には、その双そう眸ぼうに金色の紋もん様ようが輝かがやいていた。

「♪～～」

　呪力を声に乗せ、旋せん律りつを刻む。

「よしっと。おはようございます、フェリシアさん」

「……おはようございます。たった一週間で、《交渉》の呪歌を完全に使いこなせるようになってきましたね。正直、自信をなくしてしまいそうです」

　フェリシアは頬ほおに手をあて、ほうっと溜息をつく。

　だがすぐに笑え顔がおを見せてくれたので、冗じよう談だんだとすぐにわかる。

「先生がいいからですよー。それに朝から晩まで付き合ってもらってますし」

　この一週間というもの、まさしく文字通り、寝ても覚めても『力』のコントロールの練習だった。

　起きている間はフェリシアに、寝てる間はリーファに徹てつ底てい的てきな指導を受けている。

　そのおかげもあって、今や美月は瞳ひとみの双そう紋もんを自由に発現させられるようになったし、こうして簡単な呪歌ガルドルなら使えるぐらいの域にまで達していた。

「それでも驚きよう異い的てきな早さ、ですわ。この調子なら、上う手まくいきそうですね」

「油断大敵です！　次は絶対に失敗できないんですから」

　むんっ！　と脇わきを締めて拳こぶしを握り、美月はやる気を奮い立たせる。

　最初、美月が夢でリーファに会い、勇ゆう斗と召しよう喚かんを請け負おってもらった、という話をした時、みな半信半疑であった。

　もっとも半信なだけまだマシではあった。

　科学文明全盛の現代だったならば、夢の話など一いつ笑しようにふされていたに違ちがいない。この辺りはやはり、エインヘリアルや秘法、呪歌ガルドルなど不可思議な力がまかりとおっているユグドラシルならではである。

　やがて美月が双紋の力を使いこなし始めるにつれ、彼女の容姿がリーファにそっくりだったこともあり、疑っていた人たちも次し第だいに期待を寄せるようになっていった。

　そして今や、《狼》の期待を一身に背せ負おい、プレッシャーと戦う日々である。

「ふふっ、そうですね。では朝食後、早さつ速そく訓練とまいりましょうか」

「はい、宜よろしくお願い致いたします！」







「はふぅ～、つっかれた～」

　なんとも情けない声とともに、美月はテーブルの上にべた～っと倒たおれ込んだ。宮殿の中庭を見下ろせるこのテラスは、日当たりも良くてすっかり美月のお気に入りである。

　ゲームなどの世界では、魔ま法ほう使つかいというとひ弱なのが定番だが、この世界の秘法は、体力必ひつ須すである。ぶっちゃけ踊おどりっぱなし歌いっぱなしなのだから。

　一時間強のランニングに始まり、腕うで立たて腹筋と言った基き礎そ的てきな筋力トレーニング、柔じゆう軟なん体操に発声練習と、内容はほとんど演劇部員のそれである。

　中学では園芸部に所属し、運動と言えば学校の体育ぐらいだった美月にとっては、これがなかなかけっこうきつい。最近はようやく慣れてきたが、最初の頃などひどい筋肉痛に悩まされたものである。

「お疲つかれ様さまです。ミツキ様。牛乳とナツメヤシのジュースです」

「ありがとエフィちゃん♥」

　エフィーリアが運んできたガラスのコップを受け取り、一息にあおる。

　ナツメヤシのジュースは、単体だとかなり甘あますぎるので、牛乳で適度に薄うすめたのが美月の好みだ。

　身体への吸収も早く栄養価も高いので、疲れた身体にはもってこいである。

「本日の昼食は野菜の煮込みスープと焼やき鮭さけです」

「わー、おいしそー！　いっただきまーす」

　手を合わせるや、美月は早速パクパクと料理を口の中に放ほうり込んでいく。

　郷に入れば郷に従え、とは言うが、ここまで体を使って一日朝夕二食では、これまでの習慣もあり、さすがに身体が保たない。

「ふふっ、ミツキお姉様はお腹なかのほうは全然大だい丈じよう夫ぶみたいですね。それが一番の気がかりでしたから良かったですわ」

　美月の隣となりに腰こし掛かけたフェリシアが、世間話といった体で訊きいてくる。

「あ～、そういえば確かに」

　勇斗がユグドラシルに来た当初は、しばしば食べ物に当たっていたようだが、美月は今のところ腹痛に悩まされるような気配はまったくない。

　勇斗より胃が強いのか、はたまた美月の両眼に宿っている不思議な力のせいなのか。とりあえず、リュックで眠ねむっている正○丸の出番がないことは結構なことである。

　訓練に次ぐ訓練、勉強に次ぐ勉強で、食事の時ぐらいしか息いき抜ぬきする時間がないのだ。その食事まで怖こわくてビクビクしながら摂らねばならないとなったらストレスでおかしくなりかねない。

　スープは少々塩気が足りない気がしないでもないが、野菜が現代のものよりほのかに甘みがあって、それぞれ野菜本来の味が強く、なかなか癖くせになる美お味いしさである。

　現代の野菜は、農薬などのせいで昔に比べ栄養価も低く味が薄くなった、なんてことがネットに書かれていたが、本当だったんだな、と実感する。

　鮭もやはり塩気が薄いが、今朝捕とれたばかりなだけあって、スーパーなんかで買ったものとは新しん鮮せんさが桁けた違いだ。

　先さき程ほどのジュースに混ぜた牛乳にしても搾しぼりたてほやほやである。

　一見、質素と言えば質素なのだが、今の日本人にとっては至高の贅ぜい沢たくと言えなくもない。

　すっかりユグドラシルでの食事が気に入ってしまった美月である。

「んー、でもやっぱり白いご飯が欲しいなー」

「はははっ、ユウトもよくそれ口走ってたなぁ。そんな美う味まいもんなのか？」

　向かいの席に座すわるイングリットが、興味深げに訊いてくる。

　確かにそう何度も聞いていれば、果たしてどれほど美味いのか、と気にもなるだろう。

「んー、めちゃくちゃ美味しいって感じではなくて、それがあると他の料理がより美味しく感じられるの」

「へー。そんなふうに言われると、一度食べてみてえな」

「あっ、少しだけだけど持ってきてるから、全すべてが一段落したら、みんなにご馳ち走そうするね」

「……そりゃ楽しみだ」

　一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後、イングリットは明るく笑顔を見せる。

　こうして接していると、少しだけ性格が瑠る璃りに似ていて親しみ易やすい女性なのだが、それでも《狼》の序列六位という大幹部である。

　今、《狼》を取り巻く現状の厳しさを知るがゆえに、なかなか楽観視できないところがあるのだろう。

「この女子会も、ちょっと寂さびしくなっちゃったね。またみんな揃そろって、ううん、リネーアさんも交えて、賑にぎやかにやりたいな」

　空いている席に目を向けつつ、美月は思いを馳はせるように言う。

　ジークルーネと《爪》の双ふた子ご姉妹は、侵攻してきた《雷》に対するため、五日も前にイアールンヴィズを後にしている。

　もしかしたら今いま頃ごろ、すでに《雷》と交戦の真まっ只ただ中なかかもしれない。そう思うと、やはりとても心配だった。

　勇斗の時にも何度も味わってはいるが、とても慣れられそうにはない。

　特に今回は厳しい戦いになりそうということで、無事帰ってきてくれることをただただ願うばかりであった。







　昼食後も、美月はフェリシアとひたすら特訓の続きである。

　午前の特訓は基き礎そ体力の向上に主眼を置いたものだったが、午後は実じつ践せん的てきな練習に入る。

　本番と同じ場所でやるほうが雰ふん囲い気きや空間の位置取りなども掴つかみやすいだろうということで、場所は聖塔フリズスキヤールヴ天頂の神殿ホルグルである。

　神殿内を包つつむ厳おごそかな空気に、自然と気合も入る。

「ふぁ、ふぁぐら、ひみん、ふぃぶる……」

　気合に現実がついていけているかと言えば、微び妙みようなところだったが。

「違います。ふぃぶるではありません。[image: ]です」

「はいっ！」

　秘法の詠えい唱しようは、当然のことながらユグドラシル語で行わなければならない。舞まいを踊りながらなので、カンニングペーパーなどは使えない。

　ひたすら暗記あるのみである。

　だが日本人の美月には、言ってしまえば意味不明の音の羅ら列れつである。なかなか頭に入ってきてくれない。

　舌も上手く回らない。

　そんな呪じゆ文もんの詠唱が、実に三分にも及およぶ。覚えるだけでも一苦労であった。

　日が暮れるまで、延々と延々と、繰くり返かえす繰り返す。

「……今日はこのくらいにしておきましょうか。お疲れ様でした」

「あ、ありがとうございました」

　礼を言い終わるや、へなへなっと美月はその場にへたりこむ。

　全身を重たい倦けん怠たい感かんが包んでいる。

　演劇部が体育会系文化部と称しようされるわけだ、とつくづく思う。

「んじゃ、あたしはちょっと勇くんと話してきますね」

　スマートフォンを片手に、美月はふらふらと神殿ホルグルの隅すみへと移動する。

　一応、恋こい人びととの会話なので、他人に聞かれるのはさすがに気き恥はずかしかった。

　最後にもう一度、後ろを振ふり返ってフェリシアとの距離が離はなれていることを確かく認にんしてから、勇斗の番号に電話をかける。

『もしもし？』

「美月です。勇くんこんばんはー」

『おう、こんばんは。調子はどうだ？』

「つっかれたー！　でも、まあまあ順調、かな？　フェリシアさんやリーファ様も、これならなんとかなりそうって言ってくれてるし」

『そうか、そりゃ良かった。けど色々急展開すぎて、なんつーか未だに現実感がねえよ。お前が双紋のエインヘリアルだ、とかさー』

「あはは、あたし自身が一番信じられないっての。ユグドラシルに来るまでは、ごくごく平へい凡ぼんないち女子高生だったのにさー」

『待て。お前がごくごく平凡とか、世の女子高生に失礼すぎるだろ』

「ちょっ、それどういう意味!?」

『冗じよう談だん冗じよう談だん。半分はな』

「半分は本気ってことだね」

　ドスを利きかせた声で、美月は冷ややかに言う。

　もちろん、こちらも冗談ではある。半分は。

『いやもうさー、三年待ってくれてたり、ユグドラシルに一いつ緒しよについてくって言ってくれたり、お前の器うつわのどでかさは十分に知ってたつもりだったけどよー。フェリシアから「さすがはお兄様がお選びになった女性です。あの方こそまさに王者の妻と呼ぶにふさわしい」とか言われた時には目が点になったわ。その後に聞いた浮うわ気き公こう認にん発言に至っては、開いた口が塞ふさがらなかったぜ』

「あ、あれは戦国時代の妻のあり方とか色々調べて、あたしなりに考えて……」

『考えすぎだって。俺はお前一筋だから』

「うん、あたしのことを一番に想おもってくれてるのはわかってる。でも、二番目ぐらいにはフェリシアさんのことも想ってるでしょ？」

『…………』

「沈黙は肯こう定ていと判断します」

『ちょ、ちょっと待て。あのな、えと……』

　しどろもどろになる勇斗に、美月はクスリと笑みをこぼす。

「別に責めてるわけじゃないよ。あんなに綺麗なひとで、公私ともにずっとお世話になってて、好意を抱いだくなってほうが無理だと思うし」

『でも、俺はお前を選んだんだよ。色々捨てて、俺と一緒になってくれたんだからさ、その責任が……』

「勇くんはあたしじゃなくて氏族のことを一番に考えるべき。勇くんは宗主パトリアークなんだから」

　ぴしゃりと美月は言い切る。

　そのまま続けて、

「例えば、さ。リネーアさんやアルちゃんやクリスちゃんを妃きさきに迎むかえれば、氏族間の友好関係は深まるよね」

『……まあ、な』

「もちろん、『正せい妃ひ』の座を譲ゆずるつもりはないけどさ。そんな感じで、今後も他氏族から姫ひめをもらうほうが《狼》にとって大きなプラスになる、ってケースは十分にありえるでしょう？」

『…………』

　再び、肯定と思おぼしき沈黙の後、溜息とともに勇斗がぼやくように言う。

『お前、本当にそれでいいのかよ？』

「あたしのこと、ずっと一番に愛してくれるなら」

『……お前はほんと、俺にはもったいないぐらいのできた嫁よめだよ』

「じゃあ、大切にしてよね」

　おどけたように美月は言うが、返ってきたのは厳かとさえ言えるほど真しん剣けんな声だった。

『ああ、絶対に大切にする。……愛してる』







「……って言ってくれたんですよぉ！　きゃーっ！　もう聞いた瞬間、感激のあまり卒そつ倒とうしそうになっちゃいましたよ！」

「そ、そうか。良かったのぅ」

　すっかり見慣れた白い花が咲き乱みだれる庭園では、はしゃぎまくる美月に、リーファが思いっきりドン引きしていた。

　だが、すっかり興奮した美月には、そんなことお構いなしである。

「ですです！　勇くんってけっこう古風なところあるから、絶対愛してるなんて言ってくれないんだろうなぁって思ってたんですよ。聞けてもせいぜい今いま際わのきわかなー、って。それがまさかこの年で聞けるなんて！　我わが人生に一片の悔くいなし！　って感じで……」

「ええい、いいかげんにせぬか！　聞いてください！　と凄すごい勢いで迫せまってくるから何事かと思えば、延々と惚のろ気け話を続けおって。いい加減ムカムカしてきたわ！」

　ぷちんと何かが切れる音とともに、リーファが怒ど鳴なる。







[image: ]







　さすがに我が慢まんの限界を迎えたようだった。

　とは言え、いつも一番にチヤホヤされて育った生きつ粋すいのお姫ひめ様さまである彼かの女じよにしては、随分ともったほうである。

「そのユウト殿を呼よび戻もどすために特訓しにきたのであろう!?　無む駄だ話ばなししている時間などどこにもないぞ」

「そ、そうでした……」

「よし、では《ミストルティン》の詠唱の復習からじゃ」

「はいっ！」

　その日の特訓は、普ふ段だんより二割増しで厳しかった。

　それがやっかみまじりだったのかどうかは定かではない。







「撃うて撃て撃て！　撃ちまくれ！」

　盛んに檄げきを飛ばしつつ、ジークルーネは自らも弓に矢をつがえ敵目掛けて射掛ける。

　使っている弓はこの冬、イングリットが親衛騎団用にと開発した新型である。

　ユグドラシルで弓と言えば、三日月型のものが一いつ般ぱん的てきなのだが、これはなだらかな山が二つ連なったような形をしている。

　勇斗曰いわく、この形のほうが、三日月型のものより張力が強まり、矢の力が増すらしい。

　おかげで馬上でも使える小弓にもかかわらず、普ふ通つうの弓以上の射程を実現しており、使い勝手は良好である。

「むっ、よし！　退くぞ！」

《雷いかずち》軍が反撃に転じこちらに押おし寄よせてくるのを見るや、すかさず退たい却きやくを命じる。

　だが、《狼》精せい鋭えい中の精鋭たる親衛騎団にしては珍しく、なんとももたもたした動きである。

　そうこうしてる間に、《雷》軍が距離を詰つめてくる。

「うおおお！　ぶっ殺してやる！」

「そんな少数の手勢で俺おれたちに敵うとでも思ったか」

《雷》の兵士たちが気勢を上げる。

　合戦において、最も戦果を上げやすいのが追つい撃げきである。

　兵士たちは大半は、無理やり徴ちよう用ようされている一方で、危険を冒おかして戦うに見合う一いつ攫かく千せん金きんを求めている。

　敵を討うち取とれば宗主から褒ほう美びをもらえるし、敵の武器や身につけているものを奪うばえばそれも銀になる。

　まさしく今、彼かれらは絶好の稼かせぎ時だと信じて疑っていなかった。

「釣つれたみたいだな」

　小さく呟つぶやき、ジークルーネは馬腹を蹴って速度を上げる。そのまま上半身だけ後ろを振り向むき、矢を放つ。

　親衛騎団の面々も彼女に倣ならうように次々と矢を放っていく。

　宿敵《豹》のお家芸にして、騎き馬ば遊牧民の基本戦術、パルティアンショットである。

　昨秋、《豹》にこの戦術で散々苦しめられただけに、冬の間に猛もう特とつ訓くんを積んだのだ。

　もちろん本家に比べればまだまだ全然拙つたない代しろ物ものではあったが、敵は完全に油断していたらしく、面おも白しろいように矢の餌え食じきとなっていく。

　それでも《雷》軍は止まらない。

　親衛騎団としてはわざと敵を引き寄せているのだが、彼らには逃げているようにしか映らないからだろう。

　怯ひるむどころかさらに勢いを増して詰め寄ってくる。

　まったくもって鴨かももいいところであった。

　釣っては撃ち、釣っては撃ちを繰り返す。

　矢も尽つき、十分に戦果も上げたのでそろそろ引き上げようとした矢先である。

《雷》の軍中から、一組の騎馬が土つち煙けむりを上げて飛び出だしてくる。遠目にもわかる燃えるような赤髪に、ジークルーネは総毛立つ。

「逃げるぞ！　全速」

　号令を発するや、親衛騎団の面々は愛馬に鞭むちを入れた。前ぜん傾けい姿勢をとってひたすらに馬を駆けさせる。

　これまでの見せかけの逃とう走そうとは比ひ較かくにならない速さである。瞬またたく間まに背後の《雷》軍の姿は消え失せた。

　が、それでもステインソールは追いすがってきた。引ひき離されるどころか、ぐんぐんと距離を詰めてくる。

「くっ、なんて速さだ！」

　後ろを振り返りつつ、忌いま々いましげにジークルーネ。

　普通に考えれば、敵の総大将が供も連れずに突出しているのだから、これ以上ない好機である。

　だが、相手は天下無む双そうの豪ごう傑けつステインソールだ。そのような常識は通用しない。

　親衛騎団の精鋭三〇〇でかかれば、さすがに負けるとは思わないが、親衛騎団にも甚じん大だいな損害が出ることは間ま違ちがいない。

　それでも討ち取れるならばやる価値はあるが、十中八九、あの化物の体力が尽きるより《雷》軍の本隊が追いつくほうが早い。骨折り損になるのは目に見えていた。

　かといってこのままでは追いつかれるのも時間の問題である。

「まだか……まだか……まだか……っ!?」

　逸はやる気持ちを抑おさえきれず、うわ言のようにつぶやき続ける。

　後もう少しのはずである。

　刹せつ那なの時が、どうしようも長く感じられる。

「ぐあっ！」

　後方で、断だん末まつ魔まの悲鳴が上がる。

　遅おくれていた団員の一人が、ステインソールの手にかかったのだ。

「～～っ！　まだなのか!?　っ！　見えた！」

　キラッ！　と水面に跳はねる陽光を捉える。

　まもなく土気色した濁にごった川が見えてくる。かつて《狼》と《雷》の国境いになっていたエーリヴァーガル川である。

「飛び込むぞ！」

　号令一いつ閃せん。

　ザブン！　ザブン！　ザブン！　と親衛騎団の団員が、次々と川へと押し入いっていく。

　当然、水の流れに足を取られ、その速度は目に見えて落ちる。

　まさしくステインソールにとっては絶好の好機であったが、彼はグッと手た綱づなを引き絞って馬を急停止させ川に近づこうとはしなかった。

　無理からぬことではある。

　先の『エーリヴァーガル川の戦い』において、まさにこの川の氾はん濫らんによって彼は人生初の敗北を味わったのだ。

　猪ちよ突とつ猛もう進しんを地で行く彼も、さすがに踏みとどまらざるを得なかった。

　こうしてなんとか、親衛騎団はステインソールの追撃から逃にげ切ったのである。







「貴方あなたは！　何度！　一人で突っ込むなと言えば！　わかるんですか!?」

　その夜、本隊と合流したステインソールには、シャールヴィの特大の雷が落ちていた。

　まだ言い足りないらしく、シャールヴィはぜいぜいと息を荒あららげている。全身からは激しい怒ど気きが漏もれあふれ、遠巻きに見ている《雷》の荒くれ者ものたちが震ふるえ上がっている。

　だというのに、当のステインソールはといえば、小指で耳をほじっては耳みみ垢あかをフッと吹ふき飛とばし、どこ吹く風かぜである。

「親おや父じ殿！」

「あー、そんな大きな声ださなくても聞こえてるって。でもしゃーねえだろ」

「何がしゃーないと言うんですか!?」

「だってあいつらあのまま放置してたら、うちの被ひ害がいはこんなもんじゃ済まなかったぜ？」

「むっ」

　シャールヴィが難しい顔で押し黙だまる。

　実際、《狼》の騎き馬ば隊たいの一連の攻撃により、《雷》軍には死者は一〇〇名近く、負傷者はその数倍という少なくない被害が出ていた。

「対岸まで追おい払ってやったんだ。もうあんな舐なめた真似はできねえだろう？」

「～～っ！」

　シャールヴィが思わず歯は噛がみする。怒おこりたいのに怒れない。怒りの持って行き場に困っているような顔だった。

　ステインソールのやったことは馬ば鹿かを通とおり越こして大馬鹿の所業である。だが、結果としては《雷》軍の被害を最小限にとどめている。

　この男のすることは、大体がそんな感じであった。

　まだ齢よわい二九だというのに、シャールヴィの頭とう髪はつが最近とみに後退しているのは、きっとこの傍ぼう若じやく無ぶ人じんな父親のせいだと彼は確信している。

「あー、あとよ」

　思い出したように、ステインソールが口を開く。

「なんです？」

「あいつら、普通に川を渡わたってたぜ。昨日一昨日と、けっこうすげえ雨だったのにな」

「なるほど、それは確かに妙みようですな。朝にでも早速、上流を調べさせましょう」

「理解が早い。お前が近くにいると、ほんといろいろ楽で助かるわ」

「俺は貴方の近くにいると、いろいろ胃が痛いですけどね」

　はっ、とやさぐれたように鼻を鳴らして、シャールヴィは肩かたをすくめる。

　あれほどの雨が降ふれば、当然、川は相当増水しているはずである。そのはずなのにいくら騎馬とはいえあっさり渡れるというのは、あまりに怪あやしすぎであった。

「十中八九、何か仕し掛かけてありそうですが……しかし、馬鹿にしてくれたものですな。いくら貴方とは言え、同じ手が二度も通用すると本気で思っていたのか」

「今、俺はお前から馬鹿にされたような気がするんだが」

「気のせいです」

　しれっとシャールヴィは言い切る。

　彼の苦労を思えば、これぐらいの皮肉は許されていいだろう。

　ステインソールも特に気にした風もなく話を続ける。

「まあ、さすがに本気でこちらが引っかかるとまでは期待していまい。あわよくば、といったところだろうさ」

「なるほど、とは言え、敵もよくやりますな。川を堰せき止とめるともなれば、土ど嚢のうや人夫の調達と相応の費用がかかりましょう。しかも急ぎで作ったのだろうから、なおさらです」

　いくらガラスの交易で莫ばく大だいな利益を上げている《狼》とはいえ、決してその負担は軽くはなかったはずだ。

　それでも敵を一いち網もう打だ尽じんにできるならば安い代物だが、これだけ大おお掛がかりなことをして何も得られないとなれば、まさしくそれまでの苦労が水の泡である。

「ふっ、それだけ敵もなりふりかまわず必死、ということだろうさ。スオウユウトを失なくし、相当追い詰められ、切せつ羽ぱ詰つまっているのかもしれんぞ？」







　一方、ケルムト川はユグドラシルには珍めずらしく降り続いた連日の雨により増水し、《豹》の侵しん攻こうを食い止めていた。

《角》にとってはまさに天運が味方してくれたというべきだろう。しかし《豹》が対岸に着陣して、はや五日になる。それもそろそろ限界を迎えようとしていた。

「水位が下がってきた、か」

《角》の若頭補佐ほさハウスグポリはケルムト川を睨にらみ、表情を険しくする。

「いつ仕掛けてきても、おかしくないな」

　視線を少し上げ対岸に陣じん取どる《豹》軍を見み据すえ、ポリポリと後頭部を掻かく。

　宗主リネーアより《豹》の侵攻を水際で食い止めろとの命を受けはしたものの、なかなか厳しいものがあった。

　なぜといって敵は三倍強の兵数だ。

　その圧あつ倒とう的てきな数の優位にあかせて力ずくで攻せめられたら、こちらとしては止めようがないのが正直なところだ。

　もちろん《豹ひよう》とてあたら自軍の兵士の命を散らしたくはないだろうから、そんな強きよう硬こう手段を取ってくる可能性は実際には低いだろうが。

「少しでも隙すきを見せたら一気だな……」

　対たい陣じんして睨み合あいが続く、というのは合戦ではよくあることである。

　この静かな戦いの肝きもは、いかに自軍の士気を保ちつつ相手の士気をくじくか、という一点に尽きる。

　膠こう着ちやく状態が長引けば士気が落ちるし、今回のように雨が降るなど悪天候に遭そう遇ぐうするなどでも下がる。

　そして、相手のほうが明らかに優勢である中で高い士気を維い持じするのは、至難を極きわめる。

　兵士の九割以上は、徴用された農家の次じ男なん坊ぼう三さん男なん坊ぼうである。お国の為ためなら、と死をも恐おそれぬ忠誠心は求められない。何かあればすぐに逃げ出してしまう連中だ。

《狼おおかみ》のように一糸乱れぬ規律のとれた軍隊のほうが、本来、異常極まりないのである。

「ったくそれにしても遠目にも薄うす気き味み悪わるい男だぜ」

　対岸では、仮面の男もこちらをじっと睨み様子をうかがっている。

「ん？」

　不意に、ハウスグポリは違い和わ感かんを覚えた。

　弓兵に重要なのは、なんといっても目の良さである。《角》一の弓の名手である彼は、同時に《角》一の視力の持ち主だ。

　だからこそ、気づけた。

　だが、少しだけ遅おそかった。

「敵てき襲しゆう！　敵襲です！　西より騎馬の一団がこちらへと向かっております！」







「ふふっ、まんまと引っかかってくれたわ」

　ケルムト川の北側を駆かけつつ、フヴェズルングはしてやったりとほくそ笑えんだ。

　対岸でこれ見よがしにふんぞり返っているのは、髪の色と体格の似ている者に、同じ仮面を被かぶせただけの真っ赤な偽にせ物ものである。

　仮面王グリームニルという二つ名はすでにユグドラシル西部一帯に轟とどろいている。その容姿の異質さゆえ、仮面を被っている＝フヴェズルングだと人は思い込む。それを利用したのだ。

　軍の大半と総大将たるフヴェズルングが今にも飛びかからんとじっと様子をうかがっていれば、《角》としても注視せざるをえない。

　そうして相手の注意を本隊に引きつけつつ、本物のフヴェズルングは三〇〇〇の別働隊を率いて移動し、別の地点から悠ゆう々ゆうと川を渡ったのである。

　けっこうな難所ではあったが、《角》の妨ぼう害がいがなければ何ほどのこともない。

　そして、渡ってしまえばこっちのものだった。

　敵は対岸の《豹》に相対し、無防備な側面を間ま抜ぬけにも晒さらしている。

「ふふっ、一気に蹴け散ちらしてくれる！」

　バッと手を前に振って、フヴェズルングは軍を疾はしらせる。

「「「おおおおおおっ!!」」」

　高らかに鬨ときの声こえを上げ、《豹》の騎馬軍団が怒ど涛とうの勢いで《角》へと突っ込んでいく。

　後はもうこちらの一方的な殺さつ戮りくが行われるだけに思われた。

　が――

　ガラガラガラ！　ガラガラガラ！

《角》の軍勢の奥おくから、なんとも忌いまわしい車輪の音が響ひびいてくる。

「っ！　荷車の壁かべ、だと!?　これだけの数を独自に揃えているとは！」

　思わず舌打ちする。

　こんなものを用意しているなど、完全に想定外であった。

　フヴェズルングのリネーアに対する評価は、決して高くない。はっきり言えば、舐なめきっていた。

　それも仕方ないといえば仕方なかった。結果だけを見れば、彼女は特に軍事面において凡ぼん庸よう極きわまりなかったのだから。

　倍の兵力を持ちながら《狼》に大敗し、その後、《豹》にもやられっぱなしでミュルクヴィズ、シュルグといった都市を為なすすべなく奪われている。

　隣りん国ごくの宗主であるにもかかわらず、ステインソールには名前さえ覚えられていなかった。《蹄ひづめ》襲しゆう来らい時にも、《豹》襲来時にも、《狼》に守ってもらってなんとか命脈を保っていたにすぎない。

　ゆえに赤子の手をひねるがごとく、簡単に攻め滅ほろぼせると踏ふんでいたのだが……

「ええい、止まれ止まれ止まれ！　いったん退くぞ！」

　苛いら立だたしげに吐はき捨すて、フヴェズルングは馬を回頭させる。

　今この別働隊に、荷車の壁を破るだけの戦力は到とう底ていない。

「くさっても宗主にまで上のぼり詰めただけはあるということか」

　あの荷車の壁は、鉄板で補強しているだけに一台作るだけでも相当の費用がかかる。勇斗の持ち込んだ技術により製造が可能になったとはいえ、さすがに鉄はまだまだ高価な代物である。

　しかも《角》は《狼》から購こう入にゆうしているのだからなおさら高くついているはずだ。

　そんなものを、たった半年の間に大量生産している。荷車の壁の軍事的有効性をしっかりと理解し、かつ国力が衰おとろえている中、それだけの予算を捻ねん出しゆつする。とても凡ぼん庸ような宗主の仕事ではなかった。

　戦略を最初から見直す必要があった。







　戦場を離り脱だつした《豹》の別働隊は、少し離れたところにあった農村を襲しゆう撃げきし、食しよく糧りようを確保するとともにそこを本ほん陣じんとした。

　村のところどころには殺された住民たちの死体が無造作に転がり、村の外からは狂くるったような女の悲鳴があちらこちらから響いてくる。

　義将とされる上うえ杉すぎ謙けん信しんにしても、敵国に攻め入っては収しゆう穫かく後の作物の掠りやく奪だつや人身売買を積極的に行っていたと言われている。

　非道ではあるが、敵国での略りやく奪だつは敵の国力を落とすとともに自軍を潤うるおせる、『孫子』でも推すい奨しようされる一石二鳥の立派な戦略であった。

「しかし、してやられましたな。まさか荷車の壁を用意しているとは……」

　ナルヴィがやれやれといった風に首を振る。

　精せい悍かんで野性的な顔つきの者が多い《豹》にあって、珍しく端たん正せいな顔立ちをした細身の優やさ男おとこだ。

　だが、いかにも柔にゆう弱じやくそうに見えて、彼は《光のたてがみスキンフアクシ》のルーンを持つエインヘリアルであり、《豹》でも三本の指に入る凄すご腕うでの武人である。

「いかがいたしましょう？　さすがに《雷》の叔父おじ上うえのように力ずくで破は壊かいする、というわけには参りませんし、ガシナで使った兵を埋伏させる手も、少々難しいかと」

「ふん、あの壁を破るのはなまなかなことではなかろうな。対岸の本隊と連れん携けいして挟はさみ撃ちにしてやったところで、跳ね返されそうだ」

　対面に座るフヴェズルングが、面めん倒どうくさげに肩をすくめる。

　ナルヴィも無言で頷うなずく。

　ナーストレンドでは、倍の兵力で包囲しながら敵にさしたる損害を与あたえることも出来ずに完敗したのだ。

　いかに三倍強の兵力があるとはいえ無策に突っ込んではその二にの舞まいになるだけであるのが目に見えていた。

「だが、手がないわけでもない」

「おお、さすがは父上。して、どのような手で？」

　難なん攻こう不ふ落らくに思えるあの荷車の壁を破る手を、よくもまあ次から次へと思いつけるものだと心底感心しつつ、ナルヴィは問う。

「昔、ある奴から聞いた話なのだがな。百戦して百勝するのが最良ではないのだそうだ」

「はて、全戦全勝でけっこうなことのように思いますが」

「なんでもな。戦わずして倒たおすのが最良、らしいぞ？」

　言って、フヴェズルングはくつくつと嗤わらった。

　彼がこのような笑みを浮うかべる時は、決まって悪あく辣らつな手を思いついた時である。

　敵である《角》の兵士たちに、心底同情するナルヴィであった。







ACT 7







　ダダダダダダダダダ……ッ！

　打ち付けるような音とともに、激流がうねりをあげて川を下っていく。

　連日の雨で増水していただけに、その水量たるや前回の比ではない。

　この凄すさまじい勢いには、万の大軍であろうと、古こ今こん無む双そうの勇士であろうと、とても耐たえ切れまい。ひとしく藻も屑くずとなるに違ちがいない。

　あくまで呑のみ込まれれば、だが。

「あああああ……」

《狼》の陣じん中ちゆうでは、ギンナルが、情けない声をあげていた。

　ギンナルは元はユグドラシルの各地を渡り歩あるいた商人で、その才覚と見識を見込まれ勇ゆう斗とに取り立てられた男である。そして、今回の堤てい防ぼう工事の責任者でもあった。

　対岸では、《雷》軍が岸辺から十分に距きよ離りを取り、安全な場所から川を見下ろしているのが見える。

　前回の折には、宗主パトリアークステインソールも含ふくめ、それこそ数千という《雷》兵を一網打尽にしたというのに、今回はただの一兵も敵に損害を与えることができなかった。

　それもそのはず。堤つつみを切ったのは《狼》ではなく、《雷》なのだから。

「あんだけ銀をかけたのに、全すべてが無む駄だになってもうた……」

　苦労して作り上げた代物がなんの効果もあげられず、全てが徒労に終わった時ほど人を虚むなしくさせ脱だつ力りよくさせるものはない。

　現実をにわかには受け入れられず、ギンナルはただただ未練がましく荒あれ狂う濁だく流りゆうを見つめ続けることしかできなかった。

「無駄ではない」

　背後から氷のように冷たく低い声がし、ギンナルがおそるおそる振り返ると、死神のような男が立っていた。

　頬ほおがこけ、顔色も妙に青白く、それでいて眼光だけは妙に鋭するどい。正直に忌き憚たんなく言えば、なんとも気味が悪い。

　男の名はスカーヴィズ。《狼》の押しも押されぬ若頭補佐ほさであり、現在、《狼》の全軍の指揮を勇斗より預かる総大将であった。

「上流を調べるために一日、川の氾濫が収まるまでさらに一日、奴らの足を止められる。今の《狼》にとって、わずかでも時を稼げるなら、どれだけの銀を使っても惜おしくはない」

　勇斗が帰き還かんするまで、なんとか《雷》を食い止め、持ちこたえること。それがスカーヴィズに与えられた任であった。

　確かに今の《狼》の状じよう況きようは苦しい。それでも勇斗ならばなんとかしてくれるはず、とスカーヴィズは信じて疑っていないようだった。

「それにしたって、朔さく（新月）が四日前、まだ満月まで一二日もあるんですぜ？」

　眉まゆにしわを寄せ、ギンナルは難しい顔で問う。

　たかが一二日。されど一二日である。

　敵の大将がステインソールでさえなければ、どうとでもなる数字ではある。いざともなれば、ギムレーに籠ろう城じようすれば十分に持ちこたえられるだろう。

　だが、あの男の持つルーン《粉砕するものミヨルニル》は、固く閉じた城門をあっさりと打うち砕くだく。

　堅けん牢ろうに築き上げた城じよう壁へきが、まったく意味を成さなくなる。

　まったくもって、理り不ふ尽じんというしかない存在だった。







「いい天気じゃねえか。絶好の戦いくさ日び和よりだな」

　馬上から遠く連なるスルースヴァンガル山脈の奥から昇のぼる朝日を見つめ、ステインソールはニヤッと口くちの端はを吊つり上あげる。

　昨日は荒れ狂っていたエーリヴァーガル川もすでに落ち着き、普段の姿を取り戻している。

　風も西から東に向けてかなり強く吹いている。これならば、敵の矢の勢いをかなり減じてくれることだろう。

　まさしく攻め込むにこれほど適した日はあるまい。

「ふっ、準備は整ってるみてえだな」

　後ろを振り返かえれば、武器防具を身につけ戦いくさ支じ度たくを整えた兵士たちが、整然と並んでいる。

　皆みな、これから戦うに相応ふさわしい、気合の乗った精せい悍かんな顔つきである。

「よぉし、てめえら、行くぞぉっ！　俺に続けーっ！」

　愛用の鉄てつ槌ついを天へと衝つき上げ大だい喝かつし、馬の尻しりに鞭を入れ駆け出す。

「「「うおおおおおおおおっ!!」」」

　まさしく雷のような鬨の声が一帯に轟き渡り、ステインソールを先頭に、兵士たちが次々とエーリヴァーガル川へと雪な崩だれ込んでいく。

　ヒュヒュヒュン！　と対岸からは無数の弓鳴り音が響き、《雷》軍へと矢の雨を浴びせかけてくる。

　厚めの木の盾たてを掲かかげ、その陰かげに身を丸め、兵士たちはそれらをやり過ごす。何人かが運悪く防ぎきれず矢でその身体を貫つらぬかれ、川に前のめりに突つっ伏ぷしていく。

　だが、そこは勇ゆう猛もう果か敢かんで知られる《雷》兵である。しかも宗主自ら先せん陣じんを切っているのだ。この程度ではその前進を止められない。

　ざぶざぶざぶざぶと力強い足取りで川底を踏みしめ、一歩一歩確実に、まったく怯ひるむことなく川を渡っていく。

　やがて、ステインソールの愛馬が対岸へと足を踏み入れ、続けて前衛を務める兵士たちも次々と上陸していく。

　ドォォォォォン！

《狼》の陣中から銅ど鑼らの音が大きく鳴なり響いた。

　それに合わせるように、《狼》の先陣を務めていた弓兵隊がさっと二つに分かれ、それぞれ斜ななめ後方へと退いていく。

　そしてその間からは、身みの丈たけに倍する長大な槍やりを天へと突き立たてた一団が姿を現す。

「いつぞやに見た長槍部隊か」

　個人で振ふるう分には、あんなデタラメな長さではとても自由には操あやつれるとは思えず、まさしく無用の長物にしか見えないが、集団戦になるとあれが画期的な兵器に化ける。

　兵を密集させることで「槍の壁」を作り、こちらの槍の届かぬところから避さけることも防ぐことも困難という厄やつ介かいな攻こう撃げきをしかけてくるのだ。

　だが、ステインソールはすでに一度、この敵を打ち破っている。確かに多少面倒な相手ではあるが、所しよ詮せんは彼の敵ではない。

　それでも彼はすぐには突っ込まず、じっと敵の様子を注意深くうかがっていた。これまでの猪突猛進な彼には珍しいことである。

「ふん、ガシナで見た蟻あり地じ獄ごくのような陣じん形けいではなさそうだな」

　敵てき陣じんを切きり崩くずし優勢に戦いを進めていたはずが、いつの間にやら包囲されていた、という体験は、洪こう水ずいに流されたこととともに彼のトラウマとなっていた。

　それもあって、突っ込む前に一度、立ち止まって考えるようになった。

　先の追走劇にしたところで、一見愚将そのものの行こう為いではあったが、自分一人だけならいくらでも切り抜ぬけられる、軍には被害は及およぼさない、と彼なりの判断が働いていた。

「今のところ問題はなし。ま、油断せずにいこうか」

　ペロリと舌なめずりして、ステインソール。

《狼》にとっては実に皮肉なことに、二度敗れたことで、彼は思し慮りよというものを身につけ、将として格段の成長を遂とげていたのである。







「やれやれ、少しぐらい躊躇ためらってくれればいいものを」

　土煙をあげてこちらへと突っ込んでくる《雷》軍の先頭に、見覚えのある赤髪の存在を捉とらえ、スカーヴィズは「ふー」と息を吐く。

　先のガシナの戦いの詳しよう細さいは、すでにクリスティーナから聞きき及んでいる。

　二度に渡って、《狼》にいいようにしてやられているというのに、懲こりもせずに猛もう然ぜんと突っ込んでくる辺りは、まさしく虎とらの心を持つと言われる男である。

　スカーヴィズとしては、出来うるなら次の満月まで川を挟んでの睨み合いを延々と続けたかったというのが正直なところであった。

　そこまでは望めずとも、せめて数日ぐらいは様子見してくるのではないか、と見込んでいただけに、まさか川の氾濫が収まるやすぐさまとは、計算外もいいところだ。

　そしてそれは、スカーヴィズにとっては実は想定しうる中で最もして欲ほしくない行動でもあった。

　さりとて済んだことを嘆なげいていても、事態は好転しないのも確かである。

「迎むかえ撃つぞ！　長槍重装歩兵隊フアランクス、突とつ撃げきーっ！」

　ぶおぉぉぉぉっ！　ぶおぉぉぉぉっ！

　スカーヴィズが腰こしの刀を抜いて号令を下すや、高らかに角笛が鳴り響き、

「「「うおおおおおおっ!!」」」

　ついで《狼》軍から鬨の声が巻き起こり、ドドドドドッ！　と地じ響ひびきをあげて、《狼》軍の主力たる長槍重装歩兵隊フアランクスが前進していく。

　先の『ガシナの戦い』で勇斗が用いたという『衡こう軛やくの陣』は、最初にこの陣形を聞いた時、さすがは御館様、とスカーヴィズも唸うなったものだが、今回は見送らざるを得なかった。

　ガシナの時は、地形的に《雷》軍が隘あい路ろを進んでいて進路を予想しやすかった、ということがまずあるし、なによりあの時の《狼》の兵力は、《雷》を大きく上回っていたからこそという部分が大きい。

　今の《狼》の兵力は、《雷》を下回っている。仕掛けたところでまるごと押し潰されるのが関の山だろう。

　長槍重装歩兵密集陣フアランクスにしたところで、ステインソールにはすでに一度破られてはいるのだが、少なくとも、荷車城塞ワゴンブルクに次いで防ぼう御ぎよ力が高い戦術であることは確かだった。

「「「「「おおおおおおおおっ!!」」」」」

　ひときわ大きく鬨の声が巻き起こり、ついに両軍が激突する。

　最初の衝突は、《狼》に軍配が上がった。

《雷》がステインソールという「点」で勝ったのに対し、《狼》は「線」で《雷》に押し勝ったのだから、当然といえば当然の結果である。

　だが――

「はあっ！」

　遠くスカーヴィズの本陣まで届く、裂れつ帛ぱくの咆ほう哮こうとともにステインソールが鉄槌を振り回し、右側に向けて横よこ薙なぎに一閃する。

　その軌き道どう上にあった《狼》軍の長槍があっさりとへし折られる。

　ついで左にも一閃。

　そうして生まれた槍ぶすまの空白に、《雷いかずち》軍がどっと雪崩れ込んでくる。点が線になる。

　なおもステインソールの暴威は止まらない。

　鉄槌を振るう度に、堅牢なはずの長槍重装歩兵密集陣フアランクスに穴が開く。

　その圧倒的な強さは個の勇にとどまらず、やがて《雷》軍の兵士たちを熱狂させ、士気を跳ね上げ、死をも恐れぬ狂戦士ベルセルクルの群れを作り上げていく。

　こうなってしまっては手に負えない。

　初期の頃ころの優勢が嘘うそのように、じわりじわりと戦の趨すう勢せいが《雷》のほうへと傾いていく。

「相変わらずデタラメだな。たった一人で戦局を覆すとは。だが、貴様が一人しかいないことが《雷》の弱点だ」

　それが、この地に出向く前に勇斗から送られた助言であった。

　まっこともって金言だ、とスカーヴィズは思う。

　ステインソールは天下無双の勇者だ。そう文字通り、天の下に二人といない。

　すなわち、いかに彼が人間離ばなれした化物だとしても、二箇所同時には戦えないということだ。

「狼煙のろしを上げろ！　親衛騎団に突撃の合図だ！」







　ジークルーネ率いる親衛騎団は、《狼》軍の左翼に陣取り、出しゆつ撃げきの時を今か今かと待ち構えていた。

　まだ年若い者たちばかりで構成されてはいるが、勇斗が宗主となって二年、《狼》軍の切り札として、幾多の戦場を駆け抜け、常に戦果を上げ続けてきた精せい鋭えいたちだ。

　すでに本隊のほうでは戦いが始まっているというのに、皆、変に気負っている様子もなく、落ち着き払はらっている。

　いうなれば自然体であり、もはや歴戦の古強者といったたたずまいであった。

「よし！　親衛騎団、出撃するぞ！」

　本陣より立ち上る煙を確かく認にんするや、指揮官であるジークルーネが顎あごをしゃくって飛び出していく。

　団員たちも心得たもので、平時の顔から戦士のそれへと瞬時に切り替え、一人も遅れることなく、整然とジークルーネに付きしたがって野を駆け抜けていく。

　騎き馬ばのみで構成された親衛騎団の機動力は、チャリオットがまだ戦争の主力というこのユグドラシルにおいては、群を抜いたものである。

　上回っているのは、同じくあぶみを持ち、生まれた時から裸馬に乗り馬術を鍛えてきた遊牧氏族《豹》の騎馬軍団ぐらいである。

　あっという間に《雷》軍の側面へと回り込み怒涛の勢いで突っ込んでいく。

　過去、幾いく度どとなく勝利をもたらしてきた《狼》の一八番、鉄かな床とこ戦術である。

　長槍重装歩兵密集陣フアランクス同様、かつて《雷》に破られた戦術ではある。だがそれは、あくまでステインソールという怪物がいたから跳ね返されたにすぎない。

　そのステインソールは《雷》軍の先頭を駆けている。つまり今ここに親衛騎団の突撃を食い止められる存在はいないということだ。

　仮にステインソールが先頭にいないなら、そのまま長槍重装歩兵隊フアランクスで敵の前衛を押おし潰す算段であった。

　それに耐え切れずステインソールが前に出てきた時を見計らって、やはりその隙に親衛騎団で側面攻撃を仕掛ける。

　今回のように、ステインソールが先頭に陣取っているのならば、防御力の高い長槍重装歩兵でその進撃をなんとか食い止めつつ、親衛騎団が《雷》の側面を突く。

　これが勇斗の助言を元に、スカーヴィズとジークルーネが相談して決めた、今回の戦における《狼》の基本戦術であった。

「敵は混乱しているぞ！　突き進め！」

　槍を横になぎ払い《雷》兵の首を刎はね飛ばしつつ、ジークルーネが叫さけぶ。

　続けざま駆けてきた勢いそのままに、前に固まっていた二人の兵を愛馬で跳ね飛ばす。

　引き連れてきた親衛騎団の面々も、まったく危なげなく敵兵たちを屠ほふっていく。

　鎧がい袖しゆう一いつ触しよくとはまさにこのことを言うのだろう。さながら逃げ惑まどう草食動物に襲いかかる狼の群れである。

　親衛騎団はそのまま一気呵か成せいに《雷》軍を切り裂いていく。







「む、なんだ？」

　にわかに背後にただならぬ気配を感じ、ステインソールは馬を止め、後ろを振り返る。

　耳を澄ませば、よりはっきりと悲鳴や怒ど号ごうが巻き起こっているのが聞き取れた。

　その意味するところは、後方でも戦闘が発生しているということに他ならない。

「伏兵でも潜んでいたか……いや、あの騎き兵へいの一団か。ちっ、そういや前も仕掛けてきていたな」

　瞬時に正解を導き出だし、ステインソールは舌打ちする。

　以前はあっさり弾き返していただけに、この展開は予想していなかった。

　軍というものは前方の敵を叩たたくことを念頭に置いており、側面や後方からの攻撃にはすこぶる弱い。

　間ま違ちがいなく今、後方では苦戦を強いられているはずだ。

「ここを他の者に任せていったん戻もどる、か？」

　だが、あの長槍部隊相手にも優位に戦えているのは、ステインソールが先陣を切っているからこそ、である。

　彼かれが前線からいなくなれば、たちまち《狼》は息を吹き返し、《雷》軍を押し返してくるだろう。

　かと言って戻らねば、後方を好き放題に食い荒らされる。

　あちらを立てればこちらが立たず、こちらを立てればあちらが立たず。

「ふん、やってくれるではないか」

　今この時ほど、身体が二つ欲しいと思った時はなかった。

　しかし、当然のことながら、現実には身体は一つしかない。そして迷っている時間もないときた。

　まさしく危機的状況だというのに、しかしステインソールの口には獰どう猛もうな野獣の笑みが浮かぶ。

「退くも地獄、進むも地獄、か。ならまあ、俺おれの答えは決まってらぁなぁ！」







「もうとっくに後方の異変に気づいている頃だろうに、それでも前線から動かぬか」

　空を舞う兵士の姿を遠目に捉え、スカーヴィズは忌いま々いましげに唸る。

　大の男をあの高さまで吹き飛ばせるのは、ユグドラシル全土を探してもおそらく虎心王ドールグスラシル唯一人であろう。

　つまりまだ、あの辺りに彼が陣取っている証あかしである。

「つくづくこちらの思おも惑わく通りには動いてくれぬ男だ」

　後方の部隊を守りに駆け戻ってくれれば、ただちに狼煙をあげて親衛騎団を引き上げさせつつ、前線を立て直し形勢逆転する、というのがスカーヴィズの算段であった。

　そして、《狼》優勢となった前線を巻き返しに戻ってきたところで、再び親衛騎団に後方を急襲させる。

　かように、ステインソールのいる戦場では防御や逃げに徹てつし、ステインソールのいない戦場で盛り返し、結果互角の戦いに持ち込む。

　そんな腹づもりだったのだが、つくづく前に進むしか知らぬ男である。

「本来ならまたとない好機なのだがな」

　ステインソールが前線に張り付いているなら、当然、今いま頃ごろ親衛騎団が縦じゆう横おう無む尽じんに暴れ回っているはずである。

　あと少しもすれば、《雷》軍を真っ二つに分断することだろう。

　そうなれば、《雷》軍は半分の四〇〇〇となり、六〇〇〇弱の《狼》軍と兵力差において逆転できる。

　勇斗から習った『孫子』にも、

『我は専あつまりて一と為り敵は分かれて十と為らば、是れ十を以て其の一を攻むるなり。則すなわち我は衆おおくして敵は寡すくなきなり』

　という一文があった。

　意味を訊きいたところ、味方を一つにまとめ、敵を十に分散させれば、十分の一の敵を、味方全体で攻められる。こうすれば、数の上で有利に戦うことが出来る、ということだった。

　当たり前と言えば当たり前のことだが、だからこそ真理でもある。

　本来であれば、分断した敵を後は各個撃破していけば、順当に勝利を収められるはずなのだが――

「一度の分断では足りぬか」

　一・五倍程度の兵力差ではステインソールは止められない。真正面から彼を止めたいのならば、攻城戦ではないが、五倍一〇倍の兵を用意する必要があった。

　とは言え、後方の騒さわぎが気になるのか、《雷》軍の狂戦士ベルセルクル化は解けている。先さき程ほどまでのような圧あつ倒とう的てき突とつ撃げき力は緩んでいた。むしろ分断されてなお、兵が恐きよう慌こう状態に陥おちいっておらず一定の士気を保っていること自体、驚きよう異い的なことである。

「ならばもう一度分断するまで！」

《雷》軍を突き抜けた親衛騎団が取って返し、再襲撃をかける。

　さすがにそこまでやれば、ステインソール自体は止められなくても、兵は混乱し、もはや軍としての体裁を保ってはいられまい。

　それまでなんとか持ちこたえようと、スカーヴィズは必死に指揮をとり続ける。

　兵を叱しつ咤た激励し、時に法の恐きよう怖ふを訴え、時に恩賞をちらつかせる。

　より中央に兵を集め、失われる度に兵を補ほ填てんして、陣形を維持する。

　その巧みさは、まさしく歴戦の将の経験のなせる業だったが、

「まだか!?　くっ、押し切られる！」

　ついに戦線を維持できなくなり、崩れ始める。

　一度崩れてしまうと、あとは脆もろい。

「……申し訳ございません、御館様……退くぞ！」

　目ま蓋ぶたを閉じて眉にしわを寄せてスカーヴィズは一度天を仰あおぎ、撤てつ退たいを指示する。

　将は戦局の見極めが肝かん心じんである。

　あと少しあと少しで、と現実を受け入れず未練がましく引き際を誤れば、その分だけ被ひ害がいは拡大するだけだ。

　勝敗は兵家の常だ。負けが確定したら、重要なのは勝利への未練を捨て、迅速な判断を下すことである。

　かの『第六天魔王』織田信長も金ヶ崎の戦いにおいて、それまで朝倉勢力を相手に終始優位に戦を進めていたにもかかわらず、浅井長政の裏切りが事実だとわかるや、すぐさま撤退に転じた。

　その判断の迅はやさが朝倉軍につけいる隙を与えず撤退時の被害を最小限に食い止め、「金ヶ崎の退き口」と後世絶賛されることにつながるのだ。

　もはやこの戦いの流れは定まった。

　挽回は至難の業というしかない。よしんば親衛騎団が再度分断に成功したとしても、ここまで崩れてしまった軍は、立て直せない。まさしく勇斗や今まさに戦っているステインソールのような神がかり的なカリスマがいる。

　スカーヴィズはまさに名将と呼んで差し支つかえない男であったが、さすがにそんなものは持ち合わせていなかった。

　ぶおおおおっ！　ぶおおおおっ！　ぶおおおおっ！

「退け！　退けーっ！」

「逃にげるぞーっ！」

「急げーっ！」

　撤退を告げる三度の角笛が鳴り響くや、《狼おおかみ》軍の各所で指揮官の掛け声があがる。

《狼》軍全体がどよめく。

　並の軍勢ならば、この時点で統制がとれなくなり、皆命からがら我先にと逃げ出し、恐慌状態に陥ったに違いない。

　だが、そこは厳格な法の支配が行き届いている《狼》軍であり、その指揮官は幾多の戦いの殿しんがりを務め、撤てつ退たい戦せんの名手と謳うたわれる男である。

「列を乱すな！　慌てず騒がず、かつ急ぎ走れ！」

　よく目立つ馬上で手を後ろへと振りながら、激しく声を張り上げるスカーヴィズ。

　普ふ通つう、戦というものは総大将が我先に逃げるものである。それは正しい選択ではある。

　だが、将が前線に留とどまっていれば、まだここは大だい丈じよう夫ぶだ、という安心感を兵に与えることができる。

　その甲か斐いもあり、完全に、とまではいかずとも規律が未いまだ保たれ、混乱は最小限に抑おさえられていた。

「おらおらおらおらっ！」

　逃げる《狼》兵を右へ左へと弾き飛ばして道を切り開き、赤髪の猛獣がスカーヴィズの前へと飛び込んでくる。

「おおっ、見つけたぞ、痩やせ狼！」

　ステインソールがスカーヴィズの姿を捉え、ペロリと舌なめずりする。

「もうここまで来たか、虎心王ドールグスラシル」

「ははは、総大将がこんなところで何をしている？　とっとと逃げ出したものとばかり思っていたぞ。逃げるのがお前の得意技ではなかったか？」

　挑ちよう発はつするように、ステインソールが鉄槌でトントンと肩かたを叩きつつ言う。

　スカーヴィズとステインソールは三度直接矛を交え、そして三度ともスカーヴィズが退いていた。

　それをあげつらっているのだ。おそらく今度こそ逃さぬために。

「ふっ、預かり物を守らねばならぬので、な」

　スッと槍を構えつつ、スカーヴィズ。

　あくまでこの軍は、勇斗から一時的に預かっただけ、というのがスカーヴィズの認にん識しきである。

　いかに勇斗が無敵不敗の名将だと言っても、指揮する兵がいなくては戦いようがない。

　少しでも多くの兵を勇斗にお返しする、そのためならスカーヴィズは自らの命さえ惜しまぬ覚かく悟ごであった。

「年長として忠告してやる。生き急ぎすぎだ、虎心王ドールグスラシル。ここらで少しゆっくりしていけ」

「はっ、ならばお前を倒してからそうさせてもらうわ！」

　咆ほえるやステインソールは馬を駆けさせ、鉄槌を斜め上から振り下おろしてくる。

　スカーヴィズも心得たもので真正面から受けるような愚は犯さず、軌道を逸そらすため横から弾く。

　だが交差する直前、鉄槌が急停止する。

　ガンッ！　とスカーヴィズの槍が、ステインソールの鉄槌を打ち据えるも、ビクともしない。

「貴様の技わざはすでに見切った、と前にも言ったろう？」

「くっ！」

「遅おそい！」

　スカーヴィズが慌あわてて槍を引こうとするも、そこを狙いすましたように同じ方向へと鉄槌を振り抜く。

　引き手に予期せぬ力が加えられ、スカーヴィズの槍が弾き上げられる。

「なっ!?」

　冷静沈着を絵に描かいたようなスカーヴィズの顔が、驚きよう愕がくに染まる。

　無理からぬことではある。相手の力を利用して相手の体勢を崩す今の技は、まさしくスカーヴィズが得意とする『柳の技法』そのものである。

　数度見ただけで、見切るどころか再現さえしてのける。

　決して力一辺倒ではない。戦闘技術においても超一流なのが、このステインソールという男の恐ろしさであった。

「死ね！」

　短く告げて、ステインソールが鉄槌を横薙ぎに一いつ閃せんする。

「っ！」

　慌ててスカーヴィズは身体をかがめてやり過ごす。

　かすった髪がハラハラと舞う。あとほんのわずかでも反応が遅おくれていれば、首から上が吹き飛ばされていた。

　だがステインソールの猛攻は終わらない。

　すかさず切り返して、今度は真上から振り下ろしてくる。

　すでにこの時、スカーヴィズは槍を放ほうり捨て、腰の刀に手を掛けていた。長く重たい槍ではステインソールの迅さについていけないことがわかりきっていたからだ。

　刀を抜き放ちざま振り上げ、攻撃を受け止める。

　だが、膂りよ力りよくの圧あつ倒とう的てきな差は、いかんともし難かった。そのまま力ずくで押し切られる。

　咄とつ嗟さに身を逸らしたものの、完全にはかわしきれず、鉄槌がスカーヴィズの側頭部と肩をかすめていく。

　あくまでわずかにかすっただけであり、致命傷には程遠い。

　しかし、それでも衝しよう撃げきは凄まじく、視界が揺れ、身体が平衡感覚を失いふらつく。いわゆる脳のう震しん盪とうの症しよう状じようだった。

「ぐっ」

　それでもスカーヴィズは戦士としての本能で刀を構え直すも、目の焦点が合っていない。

「終わりだ！」

　その隙すきを見逃のがすステインソールではない。

　もう一度、鉄槌を振りかぶり、

「させんっ！」

　振り下ろそうとしたところを、槍を突き出しつつ割り込んできたジークルーネに遮られる。

「ちっ。いつもいつもあと一歩のところで」

　上体をそらして槍をいなしつつ、ステインソールが舌打ちする。

　今度こそこの忌々しい痩せ狼を討うち取とれると確信していただけに、悔しさもひとしおのようだった。

「殿しんがりはわたしが引き受ける。行け、若頭補佐ほさ！」

　槍を捨て腰の刀を抜き放ちつつ、ジークルーネは言う。

「待て、お前一人ではその男は……くっ」

　苦く悶もんの声とともに、スカーヴィズはふらつく頭を手で押さえる。

「そんなザマで貴方あなたに何ができる？　邪じや魔まだ。とっとと行け」

「しかし……っ！」

「常に最前線で戦い兵を守るのが『最も強き銀狼マーナガルム』の務め、だろう？　貴方はあくまで先代。当代は……わたしだ」

　あくまでステインソールから視線をそらさず、背中越しにジークルーネは言い切る。

　その華きや奢しやなはずの背中が、随ずい分ぶんと大きく見えた。

　ほとばしる闘気も充じゆう実じつしている。

　いつの間にここまで、とスカーヴィズはなんとも言えない感慨を覚えた。

　この怪け我がではもはや自分は満足に戦えそうにない。彼かの女じよに賭かけてみるしかなさそうだった。

「……わかった。では後は任せた」

　言って、スカーヴィズは馬を反転させ駆かけ出す。

「行かせるか！」

「こちらこそ行かせん！」

　キィン！

　背後で、甲高い金属音が鳴り響ひびいた。







「はああああっ！」

「くおおおおっ！」

　ガキィン！　キィン！　キィィィンッ！

　獣のごとき咆哮と、激しい剣けん戟げきの音が周囲にこだまする。

「おらおらおら！」

　もちろん押しているのは、虎心王ドールグスラシルステインソールである。

　ジークルーネの持つ武器は、ステインソールの《粉砕するものミヨルニル》をもってしても叩き壊せぬ逸品ではあるが、それは彼にとってむしろ好都合である。

　敵がこちらの攻撃を受けることさえできぬというのは歯ごたえがなさすぎるというものだ。少なくとも、これで勝負にはなる。

　否いや、それでもならない、か。

「どうしたどうした!?　この程度で殿を務めるとよくほざけたな？　そんなことでは味方が逃げる時間など到とう底てい稼げんぞ！」

「くっ！　はっ！　とっ！」

　一いち撃げき一いち撃げきごとに、ステインソールはジークルーネを追い込んでいく。

　もはや彼の鉄槌が銀ぎん髪ぱつの少女を捉えるのは時間の問題かに思われたが、

「ならばっ！」

「むっ！」

　ジークルーネの目が細まったかと思うと、これまでより格段に迅く重い一いち撃げきが飛んできた。

　その鋭さは、ステインソールをして、目を瞠みはらせるものであった。

「ヒュー、やるじゃねえか。最初から……お、おおっ!?」

　楽しげに口笛を吹ふいて余よ裕ゆうしゃくしゃくだったステインソールの軽口が、次々と叩きつけられるジークルーネの嵐のような攻撃の前に、止まる。

「ふっ！　はっ！　はぁっ！」

　ジークルーネには、もはやステインソールの言葉など届いていないようだった。ただただ一心不乱に刀を振ることに集中していた。

　戦神でも乗り移ったかのような形相であり、攻撃であった。一撃ごとに、彼女の攻撃は迅く巧みになっていく。

　そしてついに形勢は逆転し、今度はステインソールが防戦一方になる。

「おいおい、マジか」

　確かに朝からここまでずっと戦いずくめで多少疲れてはいるし、かつて複数のエインヘリアルに囲まれた時のように極限まで集中力を研ぎ澄ませてもいない。

　それでも手加減と呼べるほどのことは、ステインソールはしていない。

　こんなことはもちろん、生まれて初めての経験である。彼と単独で互角に戦えた者さえ、あの痩せ狼を含ふくめて、これまで皆無だったのだから。

（なんだ、こいつのデタラメな反応速度は!?）

　敵の身体能力は驚きよう異い的てきに上がっているが、それでも、武器を振るう速さ、一撃一撃の重さは、ステインソールが明らかに上回っている。

　なのに、まるで敵は予知能力でも持っているかのように、こちらの攻撃を先読みし、攻撃になる前に潰されてしまうのだ。

　規則性を見出しそれを読んでいる、というわけでもない。天衣無縫のステインソールに、そもそも「型」などない。

　ただただこちらの攻撃の起こりを読んで、反応する速さが常軌を逸しているのだ。

　ステインソールが知るよしもないが、これぞジークルーネが大たい狼ろうガルムとの死闘の果てに掴つかんだ「神速の境地」であった。

　人は死の危機に瀕した時、全すべてがスローモーションに感じられる時があるという。

　皮肉にもステインソールという死を意識せざるを得ない圧倒的強敵の存在が彼女をその領域へと引き上げていた。

「っつ！」

　そしてついに、ジークルーネの刀がステインソールの頬ほおをかすめる。

　かすり傷程度とは言え、敵の刃を身体に触れさせたのは生まれて初めてのことである。

「くくく、ははは！　楽しいなぁ、おい！」

　劣勢であるにもかかわらず、頬を垂れ落ちてくる血を舐なめ取り、彼はますます楽しげに口元を歪めた。

　強敵と戦うことこそ、ステインソールの喜びであった。

　その後もジークルーネの猛攻は続いたが、しかし一〇合も打ち合うと、ジークルーネの動きが突とつ如じよ失速する。

　キィン！

　これまでとは明らかに、ジークルーネの反応が遅れていた。力が十分に乗ったステインソールの一撃が、ジークルーネの刀を弾きあげる。

　手首を返して鉄てつ槌ついを振り下ろそうとして、ステインソールはジークルーネの顔が青紫色に染まり、滝のような汗が流れ落ちているのを捉える。

　濃密ではあったが、時間にすればほんのわずかな攻防であったというのに、まるで一刻ほど全力で走り続けたかのようである。

　一つのルーンしか持たぬ身で、双そう紋もんのエインヘリアルであるステインソールと互角以上の戦いをしてのけたのだ。やはり相応の負担があったに違ちがいなかった。

「ちっ、随ずい分ぶん腕うでを上げたかと思ったが、まだこの程度か」

　これから面おも白しろくなりそうだと思っていただけに、肩透かしもいいところである。

　ステインソールは大きく息を吐はくとともに鉄槌を持つ手を下ろし、顎をしゃくる。

「行け。今回は見逃してやる」

「ぜえ……ぜえ……ぜえ……なんの、つもりだ？」

　肩で大きく息をしながら、ジークルーネが訝いぶかしげに問うてくる。

　ステインソールはトントンと鉄槌の柄で肩を叩きつつ楽しげに笑う。

「あの痩せ狼が、二年もすれば自分を超えると言っていたのを思い出して、な。まだあれから一年足らず。あと一年残っている。俺に手傷を負わせた褒ほう美びに、一度だけその機会をくれてやろう」

　好敵手である周す防おう勇斗がいなくなり、人生の楽しみというものを見失いかけていたところだ。

　ステインソールが本気で戦える相手など、いたとしてもせいぜいこの地上に片手で数えられる程度であろう。

　この娘むすめには見込みがある。ほんのわずかな時ではあったが、自分に伍ごして見せた。

　戯れに成長を待ってみるのも一興だった。

「はあ、はあ、後こう悔かい、はあ、することになるぞ」

「させてみな」
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　鉄槌を持つのとは逆の手で、しっしっと犬を追い払うように手を振ふる。

　ジークルーネは一度、ステインソールをキッと睨にらみつけた後、無言で馬を回し、そのまま走り去っていく。

　こうして、第二次エーリヴァーガル川の戦いは《雷》軍の勝利に終わった。

　なおも《雷》は止まらず、ギムレーへと軍を進め始める。

　それを止める力は、もう《狼》軍には残されていなかった。







　ほぼ同じ頃。

　フヴェズルング率いる《豹ひよう》の別働隊三〇〇〇は、《角》の族都フォールクヴァングを包囲していた。

　周辺には森林地帯がなく、《豹》虎とらの子の攻城兵器「平衡錘投石機トレビユシエツト」は作れそうにない。

　しかもフォールクヴァングはアールヴヘイムでも有数の大都市である。三〇〇〇程度の兵では、落とすのに相当の時間を要しそうではある。

　もっとも、フヴェズルングの当面の目的は、フォールクヴァングを落とすことではなかった。

　あくまでこれは、『荷車の壁かべ』攻略の一環である。

　確かに、荷車の壁は騎馬を中心に構成された《豹》にとって、天敵とも言うべき相手だ。

　あれはもはや「城じよ壁うへき」だと考えるべきだろう。

　つまり、敵は野戦でありながら、一種の籠ろう城じようをしているのだ、と。

　力押しでどうにかできるものではない。

　ならば、どうすれば城が落とせるのか。

　答えは簡単だ。古来、城を落とす方法というものは「兵糧攻め」と相場が決まっている。

　そこでフヴェズルングは補給拠点フオールクヴアングを包囲することで、荷車の壁に閉じこもる部隊の補給を断ち切ったのである。

《豹》の補給は、本隊のほうはガシナ砦とりでから十分に供給されている。そしてこの別働隊の兵糧は、近場の村々を襲って確保していた。

　族都の間近なだけあって、地平線の彼方まで延々と耕作地帯が広がっている。当分、食しよく糧りようには困ることはなさそうだった。

　荷車の壁の中に閉じこもっている連中も、兵糧確保や、この別働隊の征せい伐ばつにそのうち移動するかもしれないが、それこそ《豹》の望むところであった。

　対岸に陣じん取どる七〇〇〇騎を、無傷で《角》の領土に上陸させることができる。

　しかも敵はあんな荷車を牽ひいているのだ。行軍速度はどうしたって鈍重になる。対してこちらはユグドラシル最速、兵数も三倍。

　いくらでも先回りして、敵の補給を潰せるだろう。そうやって真綿で絞め上げるようにじわじわと干上がらせてやるのだ。

　フォールクヴァングからの供給をあてにして、手持ちの兵糧はそう多くもないだろう。

「せいぜい一〇日かそこらといったところか」

　フヴェズルングはざっとそう読んだ。

　そしてその読みは、あながち間違ってはいなかった。







ACT 8







「くううう」

　ギムレー及およびフォールクヴァングが敵軍により包囲される。

　立て続けに舞まい込んできた凶報に、勇ゆう斗とはわなわなと身体を震ふるわせ、呻うめくことしかできなかった。

『一応、スカーヴィズさんもジークルーネさんもまだ無事らしいけど……』

「それが唯一の救いだな。しかし《狼》最強のあの二人でも、やっぱりステインソールあの馬鹿は止められなかったか」

　美み月つきの言葉に、勇斗は悔しげに下した唇くちびるを噛かむ。

　一ヶ月ぐらいならなんとか持ちこたえられるのではないか。そんな淡い期待を抱いていたが、現実はそれほど甘あまくなかったらしい。

　ユグドラシルでは連戦連勝、名将の名をほしいままにしている勇斗だが、自分がそうだと思ったことは一度もない。

　あくまで時代の遙はるか先を行く様々な兵器や戦術を駆使して、戦力的に圧あつ倒とうすることで倒しているにすぎない。

　よく漫画などに出てくる天才軍師のように、その場にいずして敵将の思考を全て先読みして常に先手を打つ、みたいな芸当はまず無理だ。

　一応二つほど、ステインソールを止める方法を思いついてはいるのだが、一つは他のだれでもなく勇斗でなければ実行できず、もう一つはユグドラシルに存在せず、勇斗の手元にある。

『孫子』にも、戦いは敵に合わせて臨機応変に対応せねばならない、とある。今の勇斗では相手の情報を聞いて指示を出しても数日のタイムラグが発生してしまう。

　ゆえに助言だけに留め、後は現場の判断に任せたのだが、やはりステインソールという常識の通用しない化物の相手は厳しかったらしい。

「満月まであと一〇日、か」

　それまで果たしてもつのか、あまりにも遠く感じられた。

　特にギムレーのほうは、《粉砕するものミヨルニル》のルーンを持つステインソールが相手だ。もはや一刻の猶予もない。

　フォールクヴァングにしたところで、周辺で木材を入手するのが困難なので、当分は平衡錘投石機が投入されることはないだろうが、それでも予断を許さない状じよう況きようである。

「くそったれ！　このままじゃ仮に召しよう喚かんに成功したとしても手遅れだ」

　焦しよう燥そう感にかられイライラした声で、勇斗は吐き捨すてる。

　ギムレーはまず落ちる。

　ステインソールの力を考えれば、イアールンヴィズさえ落ちているかもしれない。

　そうなれば、家族なかまや美月の命は……

『わかった。じゃあ、今夜やろう。儀ぎ式しき』

「は？　今日って、何を言ってる？」

　勇斗は思わず窓から空を見上げる。

　まだ月は半分も満ちていない。

「そんなの成功するわけ……」

『うん、確かに成功する可能性は、高いとは言えない。あたしもまだ正直、ちゃんと呪じゆ文もんと踊おどりをとちらずにやれるか、自信がない。でも、失敗したって何かマイナスがあるわけでもないじゃん』

「っ！」

　瞬しゆん間かん、勇斗の心を雷かみなりのような衝撃が突き抜ぬける。

　目から鱗うろこが落ちるとは、まさにこのことを言うのだろう。

　確かに美月の言うとおりであった。

　失敗すると決めつけて頭から選択肢自体を排除していたが、執とり行おこなったところでマイナスはまったくないのである。

　成功すれば儲もうけもの、失敗したところでマイナスはない。満月の晩、改めてもう一度、儀式を執り行えばいいだけだ。

　そのリハーサルになる、と考えれば失敗してさえプラスかもしれない。

「よし、やるか」

　そこまで瞬時に判断し、勇斗は頷うなずく。

　しかし、この選択がある不幸を呼ぶことを、神ならぬ彼が知るよしもなかった。




　　　　◆




　聖塔フリズスキヤールヴの天頂にある神殿ホルグルで、美月は祭さい壇だんに飾られた御ご神しん鏡きようと向き合っていた。

　服装もいつものとは違い、純白の清せい楚そでかつなんとも華やかなものである。

　元々は、勇斗が美月を嫁よめとして連れて行くと伝えた際、イアールンヴィズ側でこっそりと花嫁衣装として準備していたものだ。

　やはり神聖な儀式である。普ふ段だん着では格好がつかない。

　またいつもと違う格好をすることで、意識の切り替えを行い、集中力を高めるという狙いもあった。

「……と、言うわけで今から召喚の儀式やりましょう！」

　その美月はと言うと、先程から虚空に向けて、ぶつぶつと話している。

　後ろには、今イアールンヴィズに残っている主だった幹部が勢せい揃ぞろいし、固かた唾ずを飲んで見守っている。

　おそらく、彼かれらには彼女が独り芝しば居いをしているように見えていることだろう。

　だが、実際は違う。

『ようやく昨日、《ミストルティン》が使えるようになったばかりじゃというのに、無む茶ちやもいいところじゃ』

　目の前に立つリーファが、呆れ果てたように肩を落とす。

　その身体が、うっすらと透けている。ホログラムか何かを見ている気分だった。

　もちろん、実体ではない。他の人間には見えてすらいないはずだ。

《ミストルティン》

　日本語に訳すと、ヤドリギである。

　その名が示すように、神や妖かし、死者の魂といった人ならぬものとのチャンネルを開き、その力を借りたり、話を聞いたりするための秘法である。

　この秘法により、リーファとの間にチャンネルを開いたわけだ。本物のリーファは、今も遠くグラズヘイムにいる。

　リーファの話によれば、本来、人間同士が通話するためには対の鏡を用いる必要があるとのことだが、やはり美月とリーファには奇き妙みような縁えんがあるらしい。それがなくてもこうして通話が可能であった。

『素人しろうと、と言うのは怖こわいのぅ。時に玄人じゃ考えつかんことをする』

「無茶なのはわかっています。でも一〇日後じゃ、手遅れになりかねないんです」

『むぅ、そんなにそちらはやばいのか？』

「……はい」

　今いま更さら隠かくしても仕方がない。

　エーリヴァーガル川で《狼》軍が敗れ、フォールクヴァングが包囲されたことを伝えると、

『……はぁ、やれやれじゃ。妾わらわはもう寝ねようと思っていたところじゃったのに』

　なんともわざとらしい溜ため息いきのあと、ジロリと睨ねめつけられる。

　遠回しでわかりにくくはあったが、なんとか承しよう諾だくしてくれたようだった。

　がばっと美月はおでこが膝ひざにぶつかりそうな勢いで頭を下げる。

「あ、ありがとうございます！」

『お、おぬしや一いつ緒しよに鍋をつついた連中に死なれては、妾も寝覚めが悪うてかなわぬからな』

　取ってつけたように言って、リーファはふんと鼻を鳴らしてそっぽを向く。

　これが照てれ隠かくしであることぐらいは、まだたった二週間あまりの交流しかない美月でも簡単にわかった。

　微ほほ笑えましくて、思わず口元がほころぶ。

『ええい、なんじゃその笑えみは!?　なんかむかつくぞ！』

「す、すみません！」

『ったく、神帝をここまでこき使ってくれたのは、帝てい国こく二〇〇年の歴史でもおぬしぐらいじゃぞ、きっと』

「こ、こき使うってそんな人聞きの悪い……」

『事実じゃろう。ここのところずっとおぬしに付き合わされておるではないか』

「あう……」

『でも、まあ、そうじゃな。今こ宵よいでそれも終わると思えばせいせいするわ。では妾も着替えてくる。しばし待て』

　言ってリーファは歩き出だしたかと思うと（実際に美月の前に投影されているリーファは前に進んだりはしていないが）、おもむろに服を脱ぎ捨てる。

「わ、わわわっ！　な、なにをしてるんですか!?」

『なにをって、着替えると言うたじゃろう。儀式なのじゃから正装せねばなるまい』

「うっ、そ、それはわかるんですが……」

　困ったように言って、チラチラと美月は後ろに集まる人々のほうをうかがう。

　彼らにリーファの姿が見えていないのはわかっているが、それでもやはり視線が気になってしかたなかった。

　なにせ同じ顔である。

　大勢の人の前で自分が裸になっているような、そんな気がしてきて、あまりの気恥はずかしさにカーッと首から上を真っ赤にしてうつむいてしまう美月であった。







『さて、準備は良いな、ミツキ』

　リーファがキッと真しん剣けんな眼まな差ざしを向けてくる。

　彼女も今、白と紫を基調とした礼装に身を包つつんでいた。

　絹製であろうか、ひらひらとゆらめくその生地にはうっすらと光沢がきらめく。

　頭上に輝く金冠には空の王者である鷹たかの羽根があしらわれ、中央には大きなルビーが鎮ちん座ざしている。

　さすがはユグドラシル全土に君臨する神帝だけあって、実に華やかな出で立ちであった。

「はい！　勇くんも準備ＯＫだそうです」

　つい先さき程ほど、フェリシアが電話で確かく認にんしたところだ。今いま頃ごろは月宮神社で、御神鏡をスマートフォンのインカメラで覗きこんでいることだろう。

「ふう……はあ……」

　目ま蓋ぶたを閉じ、大きく深呼吸する。

　自分の心臓の脈打つ音が聞こえた。いつもより速い。

　失敗すれば、《狼》の氏族の皆みなの血が、それだけ多く流れるのだ。駄目で元々、と勇斗には言ったものの、やはりどうしようもなく緊きん張ちようした。

　その緊張を、力に変えていく。

　神経を研ぎ澄まし、集中力を極限まで高めていく。

「では、儀式を始めます」

　厳おごそかに告げ、美月は再び目蓋を開く。

　その双そう眸ぼうに、鳥を象かたどった金色の紋もん様ようが浮うかび上あがっていた。

『うむ、ちゃんと合図せいよ。こちらにはおぬしの声しか聞こえぬのじゃからな』

「はい」

　頷いて、美月は片かた膝ひざをつき、両手の指先を地面に触れさせる。

　前方ではリーファも同じような姿勢を取っていた。

　静せい寂じやくが場を支配し、ピンと空気が張り詰つめていく。

　やがて、太鼓の音とともに笛の音が鳴なり響き始める。

「いきます！」

　言うや美月はすっと立ち上がり、両の腕を開いていく。

　前を見れば、またもやリーファも同じように両腕を横に伸のばしていた。

「[image: ]」

　音楽に合わせ美月とリーファはまったく同時に誓詞を口にし、その場でゆっくりと一回転する。

　こうして同じ動作を同じタイミングで行うことで、よりシンクロ率を高め、リーファとの間に開いているチャンネルを強く太くしていくのだ。

「[image: ]」

　両腕うでを閉じ、わずかに身を屈める。

「[image: ]」

　タンッと軽やかにステップを踏ふんで、左腕を勢いよく横に突き出す。

　腕や腰こしに巻きつけた飾かざりが、しゃらんっと澄んだ厳かな音を響かせた。

「[image: ][image: ]」

　左腕を閉じ、続けてステップとともに今度は右腕をバッと同じように突き出す。

　途端、場に流れていた音楽がテンポアップする。

　それに合わせ、美月とリーファも動きを速めていく。

　ただただ一心不乱に舞い踊り、誓詞を並べていく。

　やがて――

　それまでの激しさが嘘うそのように、ピタリと音楽が止まる。

　いよいよだ。

　美月は肺の中の空気を全て吐き出す勢いで、最後の言葉を叫さけぶ。

「『《グレイプニル》！』」

　瞬間、美月とリーファの突き出した右の手のひらから、光の奔流がほとばしった。

　それらは絡み合い、一条の光となって、御神鏡の中へと吸い込まれていく。

　これがリーファが美月に伝授した、勇斗召しよう喚かんの秘策であった。

　いかなリーファと言えど、対の鏡が手元にない状況では、異界から人ひとりを呼び寄せることなど不可能だ。

　一方、美月も双紋のエインヘリアルでありポテンシャルは高いが、さすがに一ヶ月かそこらで高名な『ミズガルズの魔女デイース』を超える力を身につけられるものではない。

　実際、現時点での美月の秘法使いとしての純粋な力量は、ぶっちゃけフェリシア以下といったところである。

　そこで「対の人間」となる美月を《ミストルティン》で依代とし、彼女を介せば、自身の《グレイプニル》の力を御神鏡に届かせられるのではないか、とリーファは考えたのである。

「あっ!?」

　時間にして一〇秒ぐらい経った頃ころだろうか。ピシン！　と何かに引っ張られるような衝撃が、右手に疾る。もしかしなくても、《グレイプニル》が勇斗を捉とらえたのだろう。

　しかし、すぐに手応えがなくなる。

　次いでまたピシン！　ともう一度、何かが引っかかった感覚が生まれるのだが、やはりすぐにそれも消えてしまう。

　たとえは悪いが、釣りの感覚に近かった。餌に食いつき竿を引きはするのだが、すぐに逃げられてしまう、そんな感じだ。

『呪力が弾はじかれる。《フィムブルヴェト》じゃな』

　忌いま々いましげに、リーファが言う。

《フィムブルヴェト》。

　全ての制約を解き放つ秘法であり、フェリシアの《グレイプニル》を解呪し、勇斗を現代へと放ほう逐ちくした秘法である。

　その効果がまだ勇斗の身体に活きており、リーファと美月の《グレイプニル》の力を、拒んでいるのだ。

『やはり月が半分も満ちておらんのでは、二人がかりでも力負けするか。まあ、おぬしの力が微々たるものなのは最初からわかっておったが』

「す、すみません。で、でも、がんばってください！　すぐ諦めちゃ駄目です！」

『慌てるな。相手はあの「ミズガルズの魔女」シギュンじゃぞ？　こうなることは最初からわかっておったわ。一発で足りんなら、二発撃つまでよ！』

　力強く喝破して、リーファが再び《グレイプニル》の誓詞を唄い始める。

　美月も慌あわててそれに続く。

　さすがにすでに右手から《グレイプニル》を放っている最中なだけに、先程のような舞いは行わず、誓詞のみのようだった。

「『《グレイプニル》！』」

　詠えい唱しようを終えるや、もう一度、力ある言葉を放つ。

　今度は左手から光の帯が伸びていき、

「ぐっ！」

　それと同時に、ドバーッと身体から一気に力が流れ出ていくのを感じた。

　儀式なし、しかもすでに渾身の《グレイプニル》を放っている最中である。一つの時とは比べ物にならない凄すさまじい負荷が身体にかかってくる。

「ぐうううう！」

　それでも歯を食い縛り、突き出した左手から呪力を放ち続ける。

　やがて、グンッ！　と両腕にこれまでとは比べ物にならない強い手応えがあった。

『よし、かかった！』

　リーファがまさに会心とばかりに叫ぶ。

　いかに『ミズガルズの魔女』シギュンの《フィムブルヴェト》といえど、さすがに双紋のエインヘリアル二人がかりの、しかも二重掛がけの前には、その斥力も抑おさえこまれざるを得なかったらしい。

『ミツキ、引き寄せるぞ！』

「はいっ！」

　リーファの指示に力強く頷き、光の紐を呼び戻そうとして、

「う、動かない!?」

『くぅっ、これはいったい!?』

　まるで大地に深く根を張っているかのように、ビクともしない。

　別に女の細腕のせい、というわけではない。

　秘法で編んだ紐である。腕力で引くのではない。心で念じて呪力で引くのだ。

　双紋のエインヘリアルの二人がかりだ。力が足りていないとは思いたくないのだが……

『月じゃ。やはり月が満ちねば世界の壁が満足に開ききらんのじゃ』

「そんな……っ!?　せっかく《フィムブルヴェト》を打ち破ったのに！」

『ここまできて、いまさら諦めきれるか。なんとかこじ開けてくれるわ！　ぬぅっ！』

　気合一いつ閃せん！

　リーファの両腕から放たれる光の帯が、その太さを増す。

　だが、それでもまだ、勇斗を引き寄せることはできなかった。

『ええい、ならば三発目を……げふっ！　げふげふっ！』

　さらに《グレイプニル》の誓詞を唱えようとして、突如、リーファが咳せき込む。

　乾いた咳ではない。湿った、それでいて激しい、いやな咳だ。

　見れば真っ白だったはずの袖そで口のひらひらに、赤い斑点がそこかしこに飛び散っている。

「リ、リーファ様!?　血、血がっ！」

『騒ぐなぁっ！　ユウト殿を引きよせることだけに集中せよ！』

　慌てる美月をリーファは一いつ喝かつするも、その後ぜいぜいと息を切らし、やはり相当苦しそうだった。

　リーファは先天性の病を抱かかえているとも聞いている。

　おそらくこの《グレイプニル》の二重掛けという凄まじい負荷に、身体が耐たえられなくなってきているのだ。

「うううぅっ！　なにくそぉっ！」

　これ以上はリーファの身体がもたない。

　一刻も早く、と美月も力を振り絞る。

　振り絞る。

　振り絞る。

　身体中の力を一滴残らず出し尽くさん勢いで、両手に力を注ぎ込む。

　なのに動かない。動いてくれない。

『ぐぅっ！』

　苦く悶もんの声が響ひびき、リーファのほうを見やると、その右腕が薄うすくなっていた。

　元々、実体ではなく透けて見えてはいたのだが、右腕だけ空気に溶けるようにドンドンドンドンと薄くなっていく。

『くっ、もう力が……もた……』

「《グレイプニル》！」

　鈴の鳴るような声が、神殿ホルグルに響き渡わたる。

　美月が発したものでは、ない。

　ましてやリーファでも、ない。

「フェリシアさん！」

　声のしたほうに視線を向け、美月は思わず快かい哉さいじみた声をあげる。

　この場にはもう一人、秘法の使い手がいたのだ。

　しかもすでに二人、この世界に日本人を呼び込むことに成功した実績の持ち主が！

　グググッ！

　突如、それまでびくともしなかった光の紐が動き始めて――







　コケコッコー！

　けたたましい鶏の鳴き声に、ジークルーネはパチッと目を覚ました。

　ギムレーの城門までなんとか辿たどり着ついたのは覚えているのだが、そこで記き憶おくが途絶えている。おそらくはそこで緊張の糸が切れ、気を失ってしまったのだろう。

　天てん井じようの染みには見覚えがあった。ギムレーで自分にあてがわれた部屋のそれだ。帰路で合流した親衛騎団の誰だれかが運んでくれたといったところか。

「とりあえず起き……ぐっ!?」

　身体を寝しん台だいから起こそうとして、腕に激しい痛みが走り、思わず苦悶の声が漏もれる。

　動いたからか、頭もガンガンと割れるように痛み出す。

「～～っ！　少々、無理をしすぎたか」
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　大たい狼ろうガルムとの戦いで到とう達たつした『神速の境地』。

　これを使った後は毎度、身体の節々と頭が痛むのだが今回は特にひどい。

　大狼ガルムの時も、《豹》のヴァーリとの時も、この境地で戦ったのはほんの一いつ瞬しゆんだった。が、今回は限界まで酷使してしまった。その反動だろう。

「だが、とても寝てなどおられん」

　グッと歯を噛み締しめて激痛に耐えつつ、立ち上がる。

　総大将であるスカーヴィズは無事なのか？

　どれだけの数の将兵がギムレーまで帰き還かんできたのか？

《雷》軍は今どのあたりにいるのか？

　他にも訊ききたいことは山ほどある。

　情報が集まるとすれば、このギムレーの知事であり、砦の主たるスカーヴィズのところであろう。

　一歩歩く度に痛む身体を引きずって、壁を支えに謁見の間へと向かう。

　この部屋の奥おくに、寝室や執しつ務む室しつといった砦さい主しゆの個人空間がある。スカーヴィズがいるとすればそこだろう。

　だが、謁見の間には先客がいた。

　鶏が鳴いたばかり、まだ空には陽ひも昇のぼっておらず、部屋は薄暗い。奥はほとんど真っ暗でジークルーネの目をもってしても見通せない。

　だが、戦士としての嗅きゆう覚かくが、人の気配を嗅ぎとっている。それも二人だ。

　スカーヴィズが誰かと話している？　いや、しかし話し声は聞こえない。

　二人とも押おし黙ったままだ。賊か？　いや、しかし殺気めいたものは微塵も感じられない。

　一応念のため腰の刀に手をかけつつ、ジークルーネは奥へと進む。

　闇が晴れ、少しずつうっすらと人影が見えてくる。

　一人は奥の三段高いところに据えられた玉座に脚を組んでふんぞり返り、もう一人がその傍かたわらに立っている。

　スカーヴィズではない。身体の線が違う。だが、非常に見知ったものではあった。

「そんな……まさか……わたしはまだ夢でも見ているのか？」

　わなわなと身体が震える。

　未いまだ頭はガンガンと、腕や脇わき、背中の筋肉はズキズキと痛む。

「夢では痛みを感じないというのは嘘であったか」

「つまり夢じゃないってことだろ」

　なんとも懐なつかしい声だった。

　奇妙な道具ごしには一〇日ほど前に聞いているが、どこかくぐもっていた。肉声を聞くのはいったいいつ以来であろう。

「そんなわけ、ありませぬ。まだ満月までかなり日があったはず」

「その辺は、美月とリーファと……ここにいるフェリシアに感謝だな。三人がかりで、力ずくで奇き跡せきを起こしてくれたんだ」

　ちらりと傍らに立つ金色の髪かみの少女に顔を向けつつ、少年は言う。

　もっともらしくはあるが、それでもジークルーネは信じられなかった。

「誰にも気づかれずに、どうやってここまで？」

　ここはまさにギムレーの最深部だ。ジークルーネがここにたどり着くまででも、巡回する兵士たちと何度かすれ違ちがっている。

　さすがに誰かが彼の姿を見つければ、今頃は騒さわぎになっているはずだ。だが、砦の中はものものしくはあるが、実に静かなものである。

　そもそもだ。《雷》軍がすぐそこまで迫せまっているはずなのだ。いやもうすでにこのギムレーの前に陣取っているかもしれない。

　いかにすれば、その包囲をくぐり抜け、固く閉ざされた城門を越えられるというのか。

　やはり今、目の前にいる彼が本物だとは思えなかった。

「権力者ってなー、まあ、たいてい自分だけは助かろうって考えるものらしくてな」

　少年が、玉座から立ち上がる。

　フェリシアが心得たようにその椅い子すをどかし、敷布を剥ぎ取り、その下の床石を引っぺがす。

　すると、そこには人ひとり通れそうなぐらいの穴が開いていて、ご丁てい寧ねいに縄なわ梯ばし子ごまでかかっているではないか。

「前にここの主だったリネーアからこの抜け道のことは聞いててな。こっから街の外まで続いてんだぜ、これ」

　確かにこれなら、誰にも気づかれずにこの謁見の間まで入り込めても、なんら不思議ではない。

　ないのだが、やはり信じられない。

　こんなの都合がよすぎる。できすぎている。

　願望が見せた幻まぼろしにしか、どうしたって思えない。

「よく、俺おれが来るまで耐えてくれたな」

　ポンッと少年がジークルーネの頭に手を置いて、優やさしく撫なで回まわす。

　この感かん触しよくを、ジークルーネの身体は覚えていた。

　忘れるはずがなかった。

　彼かの女じよにとってそれは、なによりの褒ほう美びだったのだから。

　じわぁっと目に熱いものが込み上げてくる。

　もうこれが夢でも幻でも、かまわなかった。

「ち、父上ぇぇっ！」

　辛抱たまらず、ジークルーネは思いっきり床を蹴けって、勇斗へと抱きつく。

　勢いあまって尻しりもちを突かせてしまうが、そんなことすら今は気が回らず、その胸むな元もとに顔をこすりつけ、その感触を確かめる。

「父上！　父上っ！　父上っ！　お、お逢あいしと……うわあああああああああ!!」

　それ以上は言葉にならず、ただただ号泣である。

「おい、ちょっ!?　ルーネどうした!?　フェ、フェリシア、なんとかしてくれ！」

「なんとかと言われましても、こんなルーネ、わたくしも初めてで……」

　おろおろとした二人の声が降ふってくる。

「何事だ!?　お、お、御おや館かた様!?」

　騒ぎを聞きつけたのか、バンッ！　と奥の扉とびらが開く音がして、スカーヴィズの驚おどろく声が響く。
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「どうした!?」

「何事です!?」

　入り口のほうからも、バタバタッと慌てたような足音が近づいてくる。

　一人や二人ではない。

　それこそ五人一〇人の足音だ。

　そんな大勢の前でそれこそ街の女のように大泣きなど、戦士の恥である。

　ジークルーネ自身もすぐに泣き止やまねば、と思いはするのだが、胸の奥からどんどんどんどん想おもいがあふれて涙なみだが止まってくれない。

　だが、駆けつけた誰一人として、醜しゆう態たいを晒さらす彼女のことなど目に留めてもいなかった。

「パッ、パパ、宗主パトリアーク様!?」

「こ、これは夢か!?　俺はまだ夢を見ているのか!?」

　ジークルーネが抱きつく少年の顔をマジマジと凝視し、そして彼らは揃そろって同じ行動を取っていく。

　すなわち、自らのほっぺたや手の甲を思いっきりつねったのである。

　それでようやくこれが現実だとわかったようで、

「おかえりなさいませ！」

「よ、よくぞお戻もどりになられました！」

「勝てる！　これで勝てるぞー！」

　たちまち勇斗を囲む人垣が出来上がる。

　次々に勇斗に声をかけ、涙し、雄お叫たけびをあげる。そして、そのうちの誰かが、不意に思いついたように力いっぱい叫んだ。

「ジークパトリアーク！」

　一瞬の静寂。

　だが、その言葉こそ、彼らの胸の内にある感動を吐き出すにふさわしい言葉はない。我わが意を得たりとばかりにその場にいた皆が目線で合図しあう。

「「「「「ジークパトリアーク！　ジークパトリアーク!!」」」」」

　あらんかぎりに声を張りあげる。

　それはあっという間に、室外の者にも伝でん播ぱしていき、やがて、砦とりでどころか街の市民まで巻き込んでの大合唱へと進化していく。

　実に二ヶ月ぶりの、待ちに待った主の帰還を告げる《狼》の咆ほう哮こう。

　その大だい音おん声じようは、空気どころか、まさに街そのものが揺れ動いているかのようであった。







「ん？　なんだ!?」

　突とつ如じよ、街のほうから鳴り響いてきた歓声に、ステインソールは朝食の干し肉をくちゃくちゃと咀そ嚼しやくしながら天幕を出る。

　入り口の垂れ幕を上げるや、そびえ立つ焼しよう成せい煉れん瓦がを積み上げた城じよう壁へきが視界に飛び込んできた。

　ギムレー。族都イアールンヴィズと並ぶ《狼》の主要都市である。

　エーリヴァーガル川にて《狼》軍を破った《雷》はそのまま追つい撃げき、この街まで軍を進めていた。

《雷》軍がギムレーに到着した時はすでに日も暮れかけており、敵を逃さぬよう街を包囲だけして兵を休ませ、今日まさにこれから総攻こう撃げきを仕掛けようとしていたところだった。

「「「「「ジークパトリアーク！　ジークパトリアーク!!」」」」」

　外に出ると、街から轟く歓声がビリビリと身体の芯しんまで響いてくる。

　矢による攻撃を警けい戒かいして多少、城壁から離はなれたところに陣じん取どっているはずなのに、今、まさに会戦の只ただ中なかにいるかのような大音声である。

　しかも驚いたことに、なおもその音量は拡大の一途を辿っている。

「宗主万歳ジークパトリアーク？」

　訝いぶかしげに、ステインソールは片眉をひそめる。

《狼》の宗主と言えば、もちろん周す防おう勇斗である。だが、彼は『ガシナの戦い』で討ち死にしたのではなかったか。

「はったりでしょう。宗主スオウユウトがいると思わせ、自軍の士気を上げ、我らを怖じけさせようといったところかと」

　シャールヴィが背後からステインソールの傍らに立って言う。

　彼もこの騒ぎを聞きつけ、自分の天幕から出てきたようだ。

「まあ、最初は俺もそうだと思ったんだが、はったりにしちゃあ随ずい分ぶんとでかすぎねえか？」

「むう、確かに。言われてみれば……」

　未だ歓声は鳴り止まず、もはや雷鳴のごとき勢いで辺り一帯に轟とどろいている。

　どれだけの数の人間が叫べばこうなるのか。

　少なくとも一万二万では足りるまい。

　市民全員が自発的に叫んでいるなどとは、さすがに常識の通じないステインソールも、そのステインソールの常識外れに慣れているシャールヴィも思考の外である。

　いったいどこからこれだけの兵をかき集めてきたというのか、否いやそもそもそれだけの兵をどうやって何の予兆もなくこの街に出現させた!?

　大軍を集めるにも移動するにも、それは耳目に留まる。

《雷いかずち》に全くその動きを察知させないなど、絶対に不可能なはずだ。

　そんな魔法めいたことが出来る人間といえば――

「むっ、おい！　アレを見ろ、シャールヴィ！」

「えっ!?　く、黒くろ髪かみ!?　あれはもしや……っ！」

「は、はははっ！　ははははははっ!!　生きてやがったか。スオウユウトォッ！」

　堪らず、ステインソールの口からはなんとも楽しげな笑い声がこぼれていた。

　城門のすぐ右、城壁の一角の物見櫓やぐらに現れた人影、常人ならばとてもこの距きよ離りでは顔の判別などできないが、ステインソールの鷹のごとき眼は、はっきりとその黒髪の少年の顔を捉えていた。

　いかに遠目であろうと、最大の宿敵と見込んだ相手を見間違うはずもない。どこからどう見ても、《狼》の宗主周防勇斗以外の何者でもなかった。

　スッと勇斗が右手を掲かかげる。

　途端、ゴゴゴゴゴッと重々しい音を立て、固く閉ざされていたギムレーの城門が開け放たれた。

　あの歓声を上げていた兵士たちが飛び出してくるのか!?　と思わず身体を緊張に強こわ張ばらせるステインソールであったが、そういう気配もない。

　どういうつもりだ、ともう一度勇斗のほうを見上げると、なんと彼もステインソールのほうを見み据すえ、くいくいっと手招きしているではないか。

「誘ってやがる……っ！」

　ぞっと戦せん慄りつが、ステインソールの背筋を疾り抜ぬける。

『ガシナの戦い』前の彼だったなら、その挑ちよう発はつに迷わず飛び出していっただろう。

　だが今の彼は、突っ込む前に一度、考える。

　第一次『エーリヴァーガル川の戦い』において、序盤の勝利に浮かれ、追撃を仕掛けたら洪こう水ずいに飲み込まれ数千の兵を失った。

　次に勇斗と相まみえた『ガシナの戦い』においては、相手の陣じんを切り裂いたと思ったところで包囲され、さらに兵がいなくなって空になったガシナ砦をあっさりと奪うばい返かえされた。

　目先の勝利に浮かれて、無闇やたらと突っ込めば、罠わなに嵌はめられ逆に痛い目に遭う。

　それが対周防勇斗戦の教訓である。

　今回もまさしくその流れであった。

　エーリヴァーガル川で雪辱を果たし、意気揚々とギムレーを取りに来たら、勇斗が城門を開けて手招きしているのである。

　先程の異様な歓声も不気味にすぎる。

　これが罠でなくてなんだというのか!?　いかにも猪ちよ突とつ猛もう進しんだった頃の自分の性格を見越こした挑発ではないか！

　その挑発を敢えて受け、力ずくでその罠を食い破りたいという気持ちはもちろんある。だが、自分一人だけならともかく、さすがにそれに子分孫分八〇〇〇弱を付き合わせるのは躊躇ためらわれた。

　今まで散々いいようにしてやられてきただけに、絶対にその罠を突破できる、と言い切る自信は、さすがのステインソールにもなかった。

　ステインソールは大きく一度嘆たん息そくし、くるりとギムレーに背を向ける。

「退くぞ」

「退く!?　ここまで来て、ですか!?」
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　シャールヴィがぎょっとした顔でステインソールの背中を振ふり向むきつつ叫ぶ。

　ステインソールは振り返らずに肩かたをすくめて、

「ここまで来たから、さ。エーリヴァーガル川での雪辱も果たし、旧領を取り返した。今なら文句なしで俺たちの勝ちだ。スオウユウト相手にあんまり勝利を欲張ると、ろくなことがない。あんなあからさまな罠に突っ込んで、勝利を捨てるのもあほらしい。ここらがちょうどいい潮時だろうさ」







「い、《雷》軍が引いていきます！」

　自分の目で見たものが信じられないのだろう、物見の兵が、斜ななめ下を指さし、興奮したようにやや甲高い裏声じみた叫びをあげた。

　このギムレーを預かる知事スカーヴィズも、その光景を狐きつねにつままれたような気持ちでただただ呆ぼう然ぜんと見送る。

「あぁふ、夜通し馬を駆けさせてたから、やっぱねみいわ。ふわぁぁぁぁ」

　平然とあくびをしていられるのは、勇斗ぐらいのものである。

「兵法三六計が三二、空城計、ですか……」

　策の詳しよう細さいを、スカーヴィズはすでに勇斗から聞きき及およんでいる。

　あえて城門を開き自ら敵を引き入れようとすることで、敵の警戒心を誘い退ける計略である、と。

　聞いた時にはそのあまりの荒こう唐とう無む稽けいさに唖あ然ぜんとしたものだが、今実際にその通りにことが運んでいるのを見ても、なお信じられない気持ちが強いスカーヴィズである。

　今日はあまりに夢みたいなことがありすぎて、現実感がなさすぎるのだ！

「日本じゃ超有名になりすぎてとても騙せそうにないけど、ここじゃ一五〇〇年以上先の策だからな。そりゃ知らなかったら、こんなの罠だと思っちまうわなー」

「まさしく……。俺が《雷》の将だったならば、あまりに怪しすぎると警戒せずにはいられなかったでしょう」

「まあ、ステインソールあの馬鹿も、本物の馬鹿じゃあなかったってことだな。さすがに二度も散々にしてやられりゃ警戒するのが人情ってもんだろ」

　くくっと勇斗が人の悪い笑えみをこぼす。

　なんとも簡単に言ってくれる、とスカーヴィズも別の意味で苦く笑しようするしかない。

　自分やジークルーネ程度では、門を開ければ、罠だとわかっていても《雷》はまさしく飢えた虎とらのごとく街を食い荒らしたに違いない。

《狼》をではなく、あくまで勇斗をこそ、ステインソールは警戒したのだ。

「やはり貴方あなたは……軍神の生まれ変わりに相違ありませぬ……っ！」

　戦慄に身体を打ち震ふるわせて、スカーヴィズは言う。

　新旧の『最も強き銀狼マーナガルム』が、協力し、命を賭かけ、智ち慧えを絞り、力を振り絞っても止められなかった虎心王ドールグスラシルの進撃を、この御方は、ただその姿を見せ一瞥するだけで、止めるどころか退かせてしまうのだ。

　あまりにも格が違いすぎる。

「こんなのは単なるペテンだ。チートですらない」

「単なる、とは謙けん遜そんのしすぎでしょう。少なくとも俺では、怖こわくてこんな手は打てません。攻せめこんできたら一巻の終わりではありませぬか」

　決まればまさしく鮮やかにして痛快極きわまりない手ではあるが、一歩間違えれば、敵を自ら招き寄せているのだから危険極まりない策である。

　なんといっても敵は虎心王ドールグスラシル。彼かれが二度の敗戦で学習せずにこれまでのように猪突猛進に突っ込んできたら、本当に全滅していたかもしれない。

「そん時は、コレを使ってたさ」

　勇斗は右の腰にぶら下げた革袋からある物を取り出だした。

「なんですか、それは？」

「ああ、コレはな」

　勇斗が手に持ったモノの効果と使用法を教えてくれる。

　それはとても小さく、軽く、頼たよりない。

　とても勇斗が言うほど恐ろしいものには思えないのだが、彼が嘘を言うとは思えないし、これまでも様々な奇跡を起こしている。

　今も起こしたばかりだ。信じるしかなかった。

「……なるほど。攻めてこなくて命拾いしたのは虎のほうだった、というわけですな」

「そうだな。多少、めんどくさいヤツではあるし、ここで息の根止めとくのも悪くはなかったかも、な。フォールクヴァングのことがなければそうしてたんだが」

　底冷えするような声で、勇斗は淡々と言う。

「っ!?」

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、スカーヴィズは首筋に刃物を押し当あてられたような、血も凍るような恐きよう怖ふを感じた。

　撤退戦の名手として、死地をいくつもくぐり抜けてきたスカーヴィズだったが、この自分の半分ほどの年しか重ねていない少年が、心底恐ろしくて仕方がない。

　あの万夫不当の怪物を「多少」程度で済ませてしまうところもさることながら、それ以上に、殺すという意味の言葉を何の感情も込めずに言える冷れい酷こくさは、かつての勇斗にはなかったものだ。

　ミュルクヴィズに赴任して会っていなかった半年の間に、もしくはこの二ヶ月、天の国に戻っていた間に、何かあったのかもしれない。

　今までより随分と大人びて、泰然自若とした雰ふん囲い気きを先さき程ほどから感じていた。精神的な甘あまさが鳴りを潜め、代わりに何か、強い覚かく悟ごのようなものがひしひしと伝わってくる。

　これまでも覇は気きを感じさせる場面は幾度もあったが、それはあくまで激しい感情とともに発せられる一時的なもので、ごく限られたものだった。

　だが今の彼は、静かでありながら、獅子の威い厳げんと風格を漂ただよわせている。

「大きくなって、帰ってこられましたな……っ！」

　沈着冷静なスカーヴィズには珍めずらしく、その声は感かん極きわまったように震えていた。

　子の成長を喜ぶ親の心境とは、まさにこのことを言うのだろう。

　口にこそ出さないし、出すつもりも毛頭ないが、子どもを幼くして亡くした彼は、勇斗のことを実の息子むすこのように思っていたのだ。

「あん？　そんなに背、伸のびたか？　ああ、でも、お前と会うのはもう八ヶ月ぶりになるのか。そりゃ伸びてるか」

「確かに、背も伸びられましたな。しかし、俺が言っているのは、人間としての器うつわのことでございます」

「ふーん？　自分じゃよくわからないが……まあ、いい加減俺も、大人にならなくちゃいけない時ではある、な」

　言って、勇斗は遠くを見据える。

　その視線の先をスカーヴィズも追う。

　同じ場所から同じ景色を眺めていても、もう見えているものはまったく違うのだろう。自分よりも遥はるかな高みから、遠くを見ている。

　そんな気がした。
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《雷》撤てつ退たい。

　伝でん書しよ鳩ばとにてギムレーより届いた吉報は、イアールンヴィズの人々に喝采をもって迎えられた。

　エーリヴァーガル川において《雷》軍に敗北し、一時はギムレーの陥落も時間の問題とお通夜のような状態だったのに、勇ゆう斗とが帰還するやわずかたった一日での好転である。

　さすがは俺たちの宗主パトリアーク様だ！　とみな口々に語り合い、抱き合い、危機的状じよう況きようの解消を大いに喜んだ。

「おいおい、まだ西方では、フォールクヴァングが《豹ひよう》に包囲されておるのだぞ。気を抜くには早すぎるわ」

　若頭かしらのヨルゲンが、思わずそう皆みなをたしなめたほどである。とは言え、そう言う彼の口元も緩みを隠せてはいなかったが。

「クリスティーナから連れん絡らくが行ったのでしょう。《爪つめ》のボドヴィッドより兵を送るとの書状が参りました。この調子なら日ひ和より見みしていた氏族も、早晩、再び我らの下になびきましょう。これも全すべてお袋殿のおかげです」

「ふぇ？　あたしじゃなくて、ほとんどはリーファ様のおかげですよ。後フェリシアさん」

　頭を下げるヨルゲンに、美み月つきはきょとんと目を丸くする。

　彼女は今、中庭で大狼ガルムの仔こ、ヒルドールヴの首筋に抱きつき、日向ぼっこでまどろんでいるところであった。

　勇斗の説明の下、ヒルドールヴはジークルーネによってリーダーウォーク、ホールドスチールといった人間への服従訓練をきっちり仕込まれているので、実におとなしいものである。今も美月の隣となりで呑のん気きにあくびなどしている。

　とは言え、狼であることには変わりはない。くわえて仔といっても、ヒルドールヴもすでに生後半年を過ぎている。普ふ通つうの狼の成体ぐらいの大きさはゆうにあった。

　だというのに、初見から「わー！　もふもふだー！」と臆することなく美月が飛びついたことは、イアールンヴィズでは語りぐさとなっている。

　着実にその大物っぷりで《狼》の人々を震しん撼かんさせていることを、彼女はまだ知らない。

「それもこれも、お袋殿がリーファ様と縁があったおかげでございますよ。リーファ様にも《狼》の皆が心より感謝していた旨、お伝え下さいませ」

「あ、はい。わかりました」

　頷うなずきつつも、どこかうかない声で美月。

　実のところ、勇斗の召しよう喚かんが成功した後、美月もリーファにお礼を言おうとしたのだ。

　しかし、すでに《ミストルティン》の効果が切れていたのか、彼女の姿は見えなくなっていた。

　その後も、夢でお礼を言おうと床についたのだが、彼女の夢にお邪じや魔ますることが出来なかった。こんなことは初めてであった。

　こうなると、勇斗召しよう喚かんの最中、リーファの右腕が雲散霧消しかけていたのが、妙みように気になってくる。何か身体に重篤な問題が発生したのではないか、と。

「今夜こそ、逢えるといいな」

　だが、その日も、そして次の日も、美月はリーファに夢で逢うことは叶わなかった。
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「お、《狼》の叔お父じ貴き!?　や、やはり生きておられたのですか！」

「おう、《角》の連中にも心配をかけたな」

《雷》がギムレーより撤退した翌日、勇ゆう斗とはそこから実に一五〇キロメートルほども離れたところに陣取っていた《角》の本ほん陣じんにその姿を現していた。

　馬術に秀でた親衛騎団ですら、一日の行軍距離は七〇キロメートルほどである。緊急時に明日のことを考えずに馬を走らせても、せいぜい一〇〇キロかそこらといったところか。

　しかも勇斗は馬に乗れない。フェリシアなどに乗せてもらうしかない。当然、二人乗りならば速度はかなり落ちるはずである。

　にもかかわらず、これだけの距離を一日で走破せしめたのが、いわゆる「駅伝制」である。

　前七世紀、アッシリア帝てい国こくで始まったとされる、迅速な人と物資の移動を容易とする通信・交通システムだ。

　当たり前だが、馬は生き物である。走れば疲ひ労ろうもするし、どんどんとそのペースは落ちていく。歩かせては休ませ、歩かせては休ませて、という道のりになる。

　そこで道路上に一定距離ごとに、「宿駅」を設置し、そこに人馬を常備すれば、使者は次々と馬を乗り換え、常に馬を駆けさせて移動できるという寸法だ。

　このアッシリア帝国の次に古代オリエントを制覇したアケメネス朝ペルシア帝国の駅伝制「王の道」は、実に二七〇〇キロメートルの道のりを、わずか七日で走破できたという。

　ユグドラシルでは二〇〇年前、全土を支配した初代神帝ヴォーダンによって道路網がすでにある程度、整備されていた。

　それを利用して、勇斗はイアールンヴィズとギムレー、そしてフォールクヴァングといった重要都市をこの駅伝制で結んでいたのである。

「名将の名をほしいままにしている叔父貴が来てくだされば、もうこの戦、勝ったも同然でございます。して、いかほど援えん軍ぐんを連れてきてくださったので？」

　ハウスグポリが期待に満ちた目を向けてくる。

　クリスティーナの情報によれば、フォールクヴァングを包囲されながら、対岸の《豹》軍に睨まれ、身動きすることもできず、窮地に陥おちいっていたところである。

　宗主パトリアーク自らの出陣なのだから、それはもう多くの兵を引き連れて来ているはず、と信じて疑ってさえいないようだった。

「俺おれ含ふくめてこの五人だけ、だ」

　勇斗は顎あごをしゃくって、自らの後ろに控ひかえる者達たちを指し示す。

　フェリシア、ジークルーネ、アルベルティーナ、クリスティーナ。《狼》が誇ほこるエインヘリアルの精せい鋭えい四人ではあったが、ハウスグポリの顔にはそれまでの期待から一転、失望が広がっていく。

　万を数える《豹》の騎き馬ば軍団を相手に、たった五人加わったからとて、大勢を変えることなどできるわけがない。そんな考えが顔から透けて見える。

　勇斗としても、できるならば、親衛騎団ぐらいは率いてきたいところであったが、宿駅に配置してある馬は一駅につき、五頭程度である。

　一頭は荷駄に使っているので、この人数が限界だったのだ。

　その上、最大戦力とも言うべきジークルーネは、ステインソールとの激闘の影響で本調子ではない。

　とは言え、なんら支障はない。

「安心しな。《豹》なんかとっとと追っ払ってやるさ。こんなところでちんたらしてられないからな」

　決然と言って、静かに闘志をほとばしらせる勇斗。

　その威に、自分に向けられたものでもないというのに、ハウスグポリは一歩たじろぎ、ごくっと喉のどを鳴らしていた。

　勇斗は振り返り、遠くフォールクヴァングの方角を見据えてつぶやく。

「そろそろこの因いん縁ねんにもケリをつけるとしようか、兄貴」








to be continued









あとがき







　引っ越しや小説家になろうへの投稿でけっこうバタバタして、相変わらずの修羅場進行だった鷹山です。こんにちは。お久しぶりです。

　実に三七年、生まれ育った金沢の地を離れ、長崎県五島市という離島に住むことになりました。

　ちなみに漫画「ばらかもん」のヨシノサツキ先生のおうちが数キロ圏内だそうです。

　ばらかもんの舞台なだけあって、もうかなりの田舎です。

　小説家になろうではにわかにスローライフがブームになっているようですが、リアルスローライフです。

　せわしない都会に住んでると、なんとなくスローライフに憧れるものがあるんだろうなぁ、というのは想像に難くないわけですが、リアルだとけっこう大変ですよ、ええ。

　庭の雑草処理がめんどくさかったり。

　スーパーまでの買い出しが遠かったり。

　九州弁が微妙に聞き取りづらかったり。

　まだ見てないのですが、いたちが出るらしいし。

　庭に蛇が出たのでスコップで叩き殺したり。

　本屋も少ないし！（コレが一番切実）

　まあ、でも、娘は友達と外で走り回ったり、川や海などで貝を取ったりして自然と戯れたり、庭になってるグミの実とか食べたり（秋にはなしもなるらしい）、教育的にはいいのかもしれません。







　さて……八巻です！

　前作「オレと彼女の絶対領域パンドラボツクス」が七巻でしたので、自己最長記録更新です！

　ひゃっはー！

　これもひとえに読者の皆様のおかげです。ありがとうございます。

　内容に関しても、ひとつのターニングポイントを越えたわけですが、まだまだ続く予定ですので最後までお付き合いくださいませ。

　一応、前巻とこの巻あたりの構想は、企画段階で薄ぼんやりと持っていたのですが、執筆開始から二年半、ようやく辿り着いたわけで、感慨深いものがあります。

　つーか、前巻と今巻をまとめて一冊でやろう、なんて当初考えていたわけですが、まったくもってアホだったというしかありません。

　すでに五年目にも到達したというのに、もう少し目算が出来るようにならないとなぁ、と反省しきりであります。

　まあ、そんなわけで、ずいぶんと苦戦させられた本エピソードですが、読者の皆様にも楽しんでいただければ幸いです。







　前巻のあとがきで触れた小説家になろうに投稿した拙作「竜と少女と天翔ける騎士」でありますが、それなりに人気を博し、「魔王殺しの竜騎士」というタイトルでＨＪノベルス様にて書籍化が決定いたしました。

　我ながら、面白いとは思うのだけど、商業でやるのはちょっと問題のある作品だなぁ、と思っていたので、読者の皆様の後押しのおかげでなんとか本にでき、ほっと胸をなで下ろしております。

　実はこの作品、鷹山がアマチュア時代の最後に書き上げた小説だったりします。

　ラノベ作家を志して一年、その総決算という感じで、これまで学んできたことを全て出しきろうと作り、まあ、けっこう会心の出来だったわけですが、色々な事情からずっとお蔵入りが続いていただけに感慨もひとしおであります。

　こちらのほうも応援よろしくお願いいたします。

　近いうちに発売時期やイラストレーター等も発表できるかと思いますので、ＨＪ文庫公式ＨＰにて続報をお待ちください。







　さて、謝辞を。

　担当Ｍ様。ＨＪを退社するとのこと、まことに残念でなりません。

　右も左もわからぬぺーぺーの新人だった頃から実に五年。色々お世話になりました。

　遅筆だわトラブルメーカーだわで、幾度となくご面倒をおかけしたかとも思います。そんな自分に根気よく付き合ってくださり、本当に有難うございました。

　公募でも一次から自分の作品を押してくださったり、作家鷹山誠一があるのは、ひとえにＭ氏のおかげです。

　新天地に行っても頑張ってください。

　機会があれば、数年後とかにひょっこり飲みながら思い出話とかできたらいいですね！

　そして新担当のＵ様。これからよろしくお願いいたします！

　イラストレーターのゆきさん先生。表紙イラスト最高でした！　今後ともよろしくお願い致します。

　この本を出すに辺り、お世話になった関係者各位にも感謝を。

　なにより、この本を手にとって下さった読者様に最大級の感謝を。

　それでは九巻でまたお会いできることを願って。
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